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椿野遺跡は、昭和57～59年に当研究所において調査を行い、弥生時代と中世の非常に大きな

集落遺跡である事が確認されている。

弥生時代の集落跡は、竪穴住居跡や掘立柱建物跡が環濠によって区画され、その西側には方

形周溝墓が連接して構築されていた。

中世の集落跡は、南北の溝状遺構に区画されているかのような状況で、多くの掘立柱建物跡

や井戸跡が発見されている。

今回の調査区は、堤防法面部分の調査ということで、非常に細長く、遺構の性格など不明瞭

な点もあるが、前回の調査区の北隣に位置しており、前回の調査成果と併せて参考にしていた
l

だきたい。

出土遺物には多量の弥生土器があり、都田川流域の弥生文化を理解してい・く上で、欠かすこ

とのできない資料となるであろう。また、鋼鉄も出土しており、前回の調査時に出土したもの

と合わせて10点が発見されたことになる。この時代の鋼製品の出土量の多さは、県内では他に

あまり例がなく、椿野遺跡の重要性が再認識された調査でもあった。

調査の実施及び本書の刊行にあたっては、静岡県浜松土木事務所を始めとする関係各位の深

い御理解と御協力があったことに敬意を表したい○また、調査において適切な指導助言にあた

られた静岡県教育委員会、浜松市教育委員会に深謝するとともに、事業に参加された多くの方々

に感謝したい。

平成5年9月

財団法人　静岡県埋蔵文化財調査研究所

所長　斎　藤　　忠



例

1．本書は、静岡県浜松市都田町に所在する椿野遺跡の発掘調査報告書である。

2．調査は、平成4年度二級河川都田川住宅宅地関連公共施設促進工事に伴う埋蔵文化財発掘調査業務

として、静岡県浜松土木事務所の委託を受け、静岡県教育委員会文化課が発掘調査を行い、次いで平

成5年度、静岡県教育委員会文化課の指導のもとに、財団法人静岡県埋蔵文化財調査研究所が資料整

理、報告書作成を行った。

3．現地発掘調査は、平成4年12月から平成5年3月まで行い、ひき続き平成5年4月から一部現地補

足調査と整理作業を平成5年9月まで行った。

4．調査体制は次のとおりである。

平成4年度　教育長

文化課長

指導主事

調査員

平成5年度　所　長

常務理事

調査研究部長

調査研究三課長

調査研究員

大野　忠

高橋　嘩

五島康司

柴田　睦（静岡県埋蔵文化財調査研究所嘱託）

斎藤　忠

鈴木　勲

植松章八

佐野五十三

柴田　睦

5．本書の執筆は第2章第1節を五島が、その他を柴田が当たり、遺物写真撮影は、図版15－21を除き、

楠本真紀子氏（楠華堂）が行った。

6．本書の編集は、静岡県埋蔵文化財調査研究所が行った。

7．発掘調査資料は、すべて静岡県埋蔵文化財調査研究所が保管している。

8．発掘調査に当たっては、浜松市教育委員会と細江町教育委員会から御協力を賜り、地学的検討につ

いては、静岡大学名誉教授加藤芳朗氏に依頼し、玉稿を賜った。その他、多くの方々にお世話になっ

た。ここに記してお礼申し上げる。

向坂鋼二・川江秀孝・柴田　稔・鈴木敏則・佐藤由紀男・栗原雅也・松井一明・清水　尚

後藤健一・久野正博・小林久彦・加藤理文・服部　郁・小長谷正治・上敷領　久・杉本　良

国見　徹・柳井章宏・高崎直哉・斉藤　新・森原明廣・高橋　和・青木　司・加納俊介

林　弘之・原田　幹・鈴木　徹・蟄　元洋・村上吉正・相木善治・宮内友行・尾崎光伸

（敬称略、順不同）



凡 例

本書の記述については、以下の基準に従い、統一をはかった。

1．遺構番号は、現地調査時に使用したものと本書で用いたものは異なるため、その対応関係を遺構観

察表に示した。

2．図面の縮尺は、平面図と土層断面模式図を1／90、遺物出土状況図を1／40、土器実測図を1／3、その他

の遺物実測図を1／2と1／4に統一をはかった。別図の全体図は1／20dである。

3．遺構平面図は、第1～4調査面に分けて掲載しているが、各面は同一層位で確認されたものではな

い。なお、平面図は高低差を示したもので、新旧関係を示してはいない。

4．平面図に示した座標値は、第Ⅷ系国土座標値である。

5．遺構の標記は次のとおりである。

SD：溝状遺構、SE：井戸跡、SF：土坑、SX：その他、SPまたはP：小穴

6．平面図のスクリーントーンは焼土跡を示す。

7．土層断面模式図は、湾曲した堤防法面部分の土層図であり、正確な断面図となっていないため、模

式図として掲載した。

8．遺物の標記及び記号は次のとおりである。

Pまたは●：土器、Sまたは○：礫または石製晶、▲：杭（土器または礫が多量に出土している場

合は、どちらかの略号を測量図から省略）

9．出土遺物観察表の胎土については、次のとおり略号を用いている。

白：白色石英（角張った礫）、黒：微細黒雲母、橙：微細橙色粒子、大橙：橙色粒子、赤：赤チャー

ト、砂：粗砂、石：微細石英、磯：小礫、◎：多量、○：普通、△：微量、精選：胎土の精良なもの
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第1章　地理的・歴史的環境

第1節　地理的環境

都田川は静岡・愛知県境の鳶ノ巣山付近に源を発し、引佐町渋川、久留米木などの渓谷を経て、浜松

市都田町に至り、細江町中川の低地中央部を大きく弧を描きながら細江町気賀において浜名湖へと流入

する。

浜名湖へと注ぐ都田川は、肥沃な沖積平野を形成している。当遺跡は、その都田川の下流域に位置し

周囲は三方原台地や丘陵に囲まれた小盆地状を成しており、コンパクトにまとまった地形環境の中に存

在している。多種多様な資源を利用し生活する上では、恵まれた環境条件下にあり、当遺跡の発展の基

盤がそこに内在していたものと思われる。

引佐山地からは、石器用の石材としてチャートや輝線凝灰岩などの良質の礫がとれ、また、川原石も

豊富である。付近の森林は木材に利用され、周辺からは土器製作用の良質の粘土もとれる。

食料資源は、湖、山や川の幸に恵まれ、狩猟、漁扮、採集や栽培などの方法を用いて、四季折々の食

料を獲得していたものと考えられる。また、都田川の運ぶ肥沃な土砂により、米の生産量も比較的高かっ

たものと推測される。

同様の遺跡には、細江町の祝田遺跡や川久保船渡遺跡などがあり、弥生～古墳時代と中世の比較的大

きな集落跡として著名である。これらの遺跡も都田川に画しており、その盛衰は、時代的にかなり共通

する部分が多く、それらの集落は都田川の流れにかなり左右されていたものと考えられる。

都田川の旧河道は、小林久彦氏により地形図からの復元が試みられており（第1図）、旧河道Aは遺跡

を東西に横断する現代の流路に造り替えられる近代まで、遺跡が存在する微高地の北側を迂回して流れ

ていたようである。旧河道Bの左岸には、現在も堤防状の畦道が残っており、比較的新しくまで続いた

流路のようである（小林1985）。今回の調査の土層断面（第12図）では、撹乱などにより、堤防状の痕跡

は確認できなかったが、不純物をあまり含まないシルト質の粘土が厚く堆積していた。また、その下層

では、灰粕陶器を出土した溝状遺構の下から旧河道が確認されている。西側は攻撃面となり深く挟られ、

覆土はシルト質で、青灰色に還元されていた。これは、旧河道の形成が案外古くまで遡ることを示して

いるのかもしれない（加藤芳朗先生は浅い浸食谷であろうとされている）。遺跡西側の谷状地形の部分の

土層は、不純物を含まない黄褐色のシルト質粘土が厚く堆積しており、下層土は緑灰色に還元されてい

た。

明治30年代には、気賀の落合から本村の藤淵まで、荷物を運ぶ小船が通っていたようである（富田1981

再）。それ以前においても、船運により、人の往来や物資の輸送が頻繁に行われていたものと推測され、

浜名湖を介した遠隔地との交流も活発に行われていたものと考えられる。

第2節　歴史的環境

当遺跡に人々の活動の痕跡が認められるようになるのは、弥生時代以降であるが、周辺の台地上には、

縄文時代以前の遺跡も多く発見されている。とくに、東方の三方原台地上では、都田地区のテクノポリ

ス開発事業に伴い、広範囲に及ぶ調査が行われている。

前平Ⅲ遺跡からナイフ形石器が、前平Ⅷ遺跡からは細石刃核が出土しており、旧石器時代の集落の存

在が予想される。
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第1図　上：周辺古環境復元図（小林久彦『椿野遺跡』1985年より転載、一部改図）、下：調査区位置図
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第2図　周辺遺跡分布図（上：弥生時代、中：古墳時代、下‥古墳、『静岡県文化財地図』I989年を参考に作成）
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第3図　周辺遺跡分布図（古代一近世、『静岡県文化財地図』I989年を参考に作成）

表－1　周辺遺跡地名表

1．白昭　I

6．前原　Ⅷ

11．祝田

16．川久保渡船

21．上平

26．天白

31．前原　Ⅵ

36．天満平

41．堤花

46．本屋敷

51．見徳古墳群

56．吉影B古墳群

61．都田山古墳群

66．陣座ヶ谷古墳群

71．油田古墳群

76．五日市A古墳群

81．馬場平古墳群

86．上町古墳群

91．沢上　Ⅱ

96．フルカヤ

101．平屋敷古窯

106．刑部城
111．谷津砦

2．沢上　I
7．向山
12．障子ヶ谷
17．川久保
22．広岡
27．都田山十三　Ⅲ
32．本村
37．両屋敷
42．森
47．正楽寺岡
52．谷上古墳群
57．吉影C古墳群

62．陣内平古墳群
67．中平古墳群

72．石岡古墳群
77．五日市B古墳群
82．白山古墳群
87．幡山古墳群
92．須部　Ⅱ
97．吉影八幡神社
102．中尾
107．三和
112．上野砦

3．川山
8．片瀬

13．岡の平
18．市場
23．永田
28．松田谷
33．須部　I
38．本屋敷
43．猿平南
48．沢上A古墳群
53．前原古墳
58．郷ヶ平古墳群
63．蜂前古墳
68．狐塚古墳
73．稲荷山古墳
78．五日市C古墳群
83．高辺山古墳群

88．片町古墳
93．貴元寺東
98．平石古窯
103．鴨ヶ谷古窯
108．小野山
113．井伊谷城

4．前平
9．椿野
14．宿名
19．曳船
24．小野

29．前原　Ⅲ
34．クマ平
39．田米寺
44．山後
49．沢上B古墳群
54．中野古墳群
59．一色古墳群
64．宿名古墳
69．油田4号墳
74．谷津古墳
79．風呂ノ入古墳群
84．小野古墳群
89．妙見寺跡裏古墳
94．安六
99．宝林寺境内古窯
104．刑部砦

109．今城
114．出ヶ谷古窯

5．前原　Ⅶ
10．青木
15．茂塚
20．猿平
25．正楽寺
30．前原　V
35．坂上
40．船頭
45．気賀陣屋
50．須部B古墳群

55．吉影A古墳群
60．恩塚山古墳群
65．陣平古墳
70．油田3号墳
75．坂田古墳
80．一ノ沢古墳群
85．上平古墳群
90．呉石古墳
95．須部神社西
100．釜下古窯
105．堀川城
110．金指陣屋
115．井通（範囲確認中）

A．前原銅鐸　B．滝峯才四郎谷銅鐸　C．穴ノ谷銅鐸　D．不動平銅鐸　E．滝峯七曲り1号銅鐸

F．滝峯七曲り2号銅鐸　G．悪ヶ谷銅鐸　H．船渡1号銅鐸I．船渡2号銅鐸J．小野銅鐸
（銅鐸の●は三遠式、■は近畿式）

※●　●l・‥古墳、▲…窯跡、▲…城館・砦跡
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縄文時代の遺跡もそれほど多くは発見されていないが、前平Ⅲ・Ⅳ・Ⅶ遺跡からは、竪穴住居跡が確

認され、前平Ⅲ遺跡では、中期後半の環状集落が発掘され、黒輝石の原石、石核や剥片が石鉄と共に多

量に出土している。前平Ⅳ遺跡からは、石錘が多量に出土し、集落間における生業の違いが指摘されて

いる（太田1989）。低地部からも、後晩期の土器片が祝田遺跡で比較的多く採集されているが、かなり′深

い地点での発見であり、そうした遺跡も多く存在しているものと考えられる。

縄文時代晩期から弥生時代前期にかけては、前平Ⅷ遺跡や沢上Ⅵ遺跡から桑痕文系の土器棺が発見さ

れ、川山遺跡では、大量の打製石斧と共に条痕文系土器が出土している。石斧の製作址ではないかと古

くから指摘されている（松本1930）が、この時期における農耕化への移行と関連するのであろうか。遠

賀川式系土器も前平Ⅷ遺跡や岡の平遺跡から微量であるが出土しており、本格的な稲作農耕が開始され

たのは、前期まで遡る可能性も高いであろう。

弥生時代中期から後期初頭では、祝田遺跡や川久保船渡遺跡から土器棺が多く発見され、集落数の確

認例の少なさに比して、やや特異な状況である。

弥生時代後期になると、丘陵上に小規模な集落が、低地部に大規模な集落が形成される。丘陵上の向

山遺跡が前半と後半に営まれていることから、高地性集落の一種と捉えられてきたが、同様の立地の沢

上I遺跡などが調査され、その竪穴住居跡は比較的簡単なつくりで、炉跡には何枚かの間層が認められ

ている。季節的なものかもしれないが、その立地を考慮すると、焼畑などの畑作を生業とした村ではな

かったかと推定されており（太田1990）、丘陵上の集落を一面的に解釈することはできなくなってきてい

る。

後期後半になると、居住域は拡大し、周辺の遺跡数が増し、都田川の自然堤防上には、当遺跡や視田

遺跡で環濠が確認され、拠点的な集落がつくられる。これらの集落は、周辺の小規模な集落と有機的な

関係をもち、銅鐸祭祀などを通じて、宗教的な共通の観念によってまとまっていたのではないかと思わ

れる（第2図上）。

都田川下流域では、銅鐸を始めとする銅製品が多く出土している。これらは、西方からの製品や素材

の流通経路がある程度確立されていたことを示しているものと思われ、西方との密接な交流があったも

のと推測される。また、銅鐸には、製品の移入だけでなく、それに伴う儀礼的、宗教的要素も導入され

たものと思われる。

古墳時代になると、井伊谷川流域に北岡大塚古墳（前方後方墳）や馬場平1号墳が築かれる。当遺跡

では、古墳時代前期以降には集落規模が縮小する。おそらく北岡大塚古墳の築造を契機として集落の再

編成が行われたのではないかと想定される。

古墳時代中期になると、当遺跡、川久保遺跡や視田遺跡から、遺物は少量ながら出土しているが、集

落の様相はほとんどわかっていない。この傾向は当地域に限られたことではなく、普遍的な傾向であろ

う。一般的に言われているのは、この時期は政治的な安定と各世帯層の成長により、集落が散村化し、

遺構が発見されにくいのではないかとされている。また、生産構造の特殊化と複合化が同時に進行した

時期でもあり、一般的な集落では分村が進み、園宅地の発生や生産物の私有化傾向が強まったことも、

一つの要因であるかもしれない。この時期の都田川流域の丘陵上には、陣座谷古墳、恩塚山将軍塚古墳

や都田山1号墳が築かれている。これらの背景には、小地域における首長層の成長があったものと考え

られている（向坂1968）。

古墳時代後期になると、当遺跡周辺の丘陵上には、北に吉影古墳群、西に一色および恩塚山古墳群、

南に郷ヶ平古墳群、西には谷上古墳群といった多くの群集墳が築かれている。これら多くの古墳に比較

して、被葬者が居住していた集落については、あまりよくわかっていないのが現状である。この時期の

集落としては、向山遺跡や沢上遺跡などの丘陵上の集落の様相は解明されつつあるが、低地における集

－5－



落の内容については不明な点が多い（第2図中・下段）。当遺跡からは、この時期の遺物は少量出土して

いるが、それに伴う遺構については発見されなかった。

奈良・平安時代についても、当遺跡では前時期と同様な様相を示しているが、川久保船渡遺跡からは、

土馬や手軽ね土器などの祭祀遺物と共に、多量の奈良時代の土器が出土し、特殊な集落の存在が予想さ

れる。また、東方には、灰粕陶器や山茶碗を焼成した鴨ケ谷古窯があり、すでに消滅しているが、2基

以上の窯跡が存在していたとされ、当遺跡から出土した土器の多くのものが、この窯の製品の可能性も

あろう。

中世になると前時期とは大きく様相が異なり、当遺跡や祝田遺跡では、多くの小穴（掘立柱建物跡）

や井戸跡などが広範囲から発見され、かなり、大規模な集落を形成している。古くから言われているこ

とであるが、都田御厨との関係も指摘されている。西方には、初山宝林寺の周辺に約10基の窯跡があり、

大窯期の製品が焼かれている。周辺の集落から初山古窯の製品が出土しており、多くは日常雑器として

使用されていたのではないかと思われる。その他、台地上では多数の炭焼窯の跡が発見されている（第

3図）。

第3節　土層について

今回の調査区は、遺跡の東西を横断している堤防法面に沿った部分にあたる。そのため遺跡は現代の

撹乱を受けないで、良好な状態で地中に保存されていた。

そうした状況下にあることは、調査の当初から指摘され、土層についてもできる限りの範囲を記録保

存するとの前提で調査が進められた。

土層は堤防造成時の盛土により、多少圧縮されている可能性もあるが、およそ50年程では、それほど

影響がないものと思われる。

土層図（第12・13図）は、遺跡の範囲とその周囲の一部を堤防法面に沿って東西に作成した。この土

層図は、法面部分を垂直図に、曲線的部分を直線的に人力により図化しているため、細部については正

確な測量図とはなっていない。そのため、模式図として掲載した。

堆積した土壌は、総体的にはシルト質の粘土で、かなり分層が困難であった。西側は、灰白色粘土の

含有量の多寡などにより、比較的層位的把握が可能であるが、東側は堆積した土壌が薄く、また、高位

置にあり、人為的な撹乱が著しいことなどに起因し、分層は非常に難しかった。

調査当初は、層位的な把握ができなかったため、上層から遺構が確認された面を順次調査しており、

実際には、東側と西側の調査面が同一層であるという保証はない。土層図中には、スクリーントーンで

層位を示しているが、これは、単に土壌の質が類似しているものをまとめたものである。

土層は、中央部の比較的層位的な把握が可能であった地点を基本土層とし、1～12層に分層した。1

層土は堤防盛土で、12層土はベースの黄褐色シルト質粘土層である。2～11層土は、大きくは2層にま

とめることができ、2～5層土は黄色の強いシルト質粘土層で、6～11層土が褐色の強いシルト質粘土

層で、遺物や炭化物を多く包含していた。ここで、標記が煩雑になるため、呼称をI～Ⅲ層に再整理す

ると、I層土が2～5層土に、Ⅱ層土が6～11層土に、Ⅲ層土を12層土とまとめることができる。

調査対象面は、第1調査面がI層下位に、第2調査面がⅡ層上位に、第3調査面がⅡ層中位に、第4

調査面をⅢ層上面におよそ対応させることができる。

調査区東側では、Ⅱ層土中にかなり多量の小礫が包含されている。これについては、加藤先生から、

自然に堆積したものではなく、持ち込まれている可能性が高いとの御指摘をいただいている。第3調査

面で確認された古墳時代前期の配石状の遺構（第17図）などと関連するものと思われる。
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第2章　調査の概要

第1節　調査に至る経過

椿野遺跡は、三方原台地北緑部を流れる都田川の吉影

橋付近より西側の自然堤防上に立地して広がる（浜松市

都田田乃17番地他）弥生時代から古墳・奈良・平安・中世・

近世と続く複合遺跡である。

1　これまでの調査

（1）分布調査

昭和54年の都田川防災工事計画策定（昭和49年7月の

七夕豪雨により都田川堤防が決壊し、洪水による被害が

出たことによる。）に伴って県教育委員会文化課によって

分布調査が実施された。その結果、浜松市内では、椿野

遺跡・安六遺跡。細江町内では、市場遺跡などの他7遺

跡の存在が確認された。

これらの調査結果に基づき県教育委員会文化課と浜松

土木事務所との協議が実施され、昭和55年に、細江町教

育委員会が主体者となり、川久保、森、茂塚、祝田地区

で確認調査が実施されている。

（2）椿野遺跡に係わる発掘調査

これまでに、椿野遺跡に係わる開発行為に伴い、以下

のような発掘調査が実施されている。

昭和56年

中部電力の鉄塔工事に伴う発掘調査

230Iが

浜松市遺跡調査会

昭和57～59年

都田川河川改修に伴う新堤の盛土工事に伴う発掘

調査（上流部、東端より調査）

57年　700nf（長さ70m）

58年　600nj（長さ60m）

59年　600I撼（長さ60m）

静岡県埋蔵文化財調査研究所

昭和60年

静岡県湛水防除事業、浜松市市道建設事業、学校

法人常葉学園大学建設事業に伴う発掘調査

浜松市遺跡調査会



2　椿野遺跡の破壊

（1）新堤建設に伴う発掘調査

昭和57年に新堤の建設が計画され、椿野遺跡範囲であることから静岡県知事名による法57条－3の通

知（浜土1005号）の提出があり、昭和57年から昭和59年にかけて新堤施工範囲の発掘調査が実施された。

その際、今後の遺跡の取扱いについても協議され、旧堤部分の掘削など新堤部分以外の工事を実施す

る場合、事前の発掘調査が必要であることが確認された。

（2）旧堤掘削に伴う遺跡破壊

平成3年度に至り、浜松工事事務所は埋蔵文化財の取扱いについて教育委員会との協議のないまま、

旧堤部分の掘削工事及び新堤の護岸工事を実施した。

このため、旧堤部分に存在した遺物包含層が破壊され、椿野遺跡のうち幅13m、長さ150m、面積1950道

が消滅した。

浜松市教育委員会から県教育委員会文化課に椿野遺跡内の都田川の旧堤部分に掘削が及んでいるとの

連絡が12月6日に入った。このため文化課は現地確認を実施。旧堤部分は、すでに掘削工事が終了し、

現況をほとんど残していない状況であった。ここから、掘削搬出された多量の土の搬出地を確認したと

ころ、ローリングされた状態で遺物（土器片）が散乱していることが判明した。

県教育委員会文化課は重大な事態であるとの認識から、県土木部河川課及び浜松土木事務所に対し工

事の停止及び現地の現況保全を求めるとともに今回の破壊に至った経緯の聴取及び、今後の処置につい

て緊急協議を実施した。

その結果、県土木部河川課及び浜松土木事務所に対し、県教育長名で今回の埋蔵文化財の破壊につい

て「厳重注意書」を送付し「工事内容報告書」と「始末書」の提出を求めることとした。

＜工事内容報告書＞　浜松土木事務所提出

工事名　　　平成3年度　住宅宅地公共施設整備促進（中小）浜松第一工区工事（浜松テクノ）

工事箇所　　　浜松市　都田地先

工　　期　　　着手　　平成　3年8月9日

完成　　平成　4年3月15日

工事区間　　吉影橋より上流へ720mの左岸護岸。8月上旬第一工区として吉影橋より潜竜橋まで

の区間472mを発注。

「厳重注意書」として、県教育委員会教育長名、県土木部長宛て平成4年2月6日付　教文第500号で

「静岡県土木部所管の公共土木工事における浜松市都田町所在椿野遺跡の破壊に関する措置について」

を通知した。

平成3年度住宅関連公共施設整備促進事業（浜松テクノ）に伴う河川改修工事において、浜松市都田

町に所在する椿野遺跡が広範囲にわたり未調査のまま破壊されたことは文化財保護法第57条の3に基づ

く埋蔵文化財の取扱いに関する勧告に反した行為となり、誠に遺憾であり、今後、再びこのようなこと

のないよう事前の調整が十分はかられるよう関係機関への指導を徹底するよう求めたものである。

内容としては、（1）事業計画にあたって、埋蔵文化財の所在の有無について教育委員会に照会するこ

と。（2）埋蔵文化財の所在している場合は県及び市町村教育委員会と協議すること、工事中に発見され

た場合、工事を一時中断して県及び市町村教育委員会と協議すること。（3）事業が数年にわたる場合、

年度ごとに協議する事。（4）事業を円滑に進めるため教育委員会との連絡を密にすること。の4項目で

ある。
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このことについて、浜松土木事務所長から破壊に至る経緯と陳謝として平成4年4月10日付浜土第2717

号で「静岡土木部所管の公共事業における浜松市都田町所在椿野遺跡の破壊に関する措置に付いて」（通

知）が県教育委員会教育長ならびに、浜松市教育委員会教育長宛で提出された。

椿野遺跡を破壊した事実については、誠に不本意なことであり、深く陳謝の意を表し、県土木部長宛

て平成4年2月6日付　教文第500号通知を遵守していく所存であるとの内容であった。

また今回の件については、前回調査完了期から7年が経過し、担当者は5人が交替するなかですべて

の範囲が調査済との誤認があったことや、施工業者に対して遺跡の指導が十分でなかったことからこの

ような事態になったとの報告であった。

3　破壊状況の調査及び残存遺跡の取扱いについて

県教委による緊急の現地調査で新堤下部に遺物包含層が残存する可能性があることが分かり、12月19

日から21日にかけて新堤の法面の調査を実施した。その結果、新堤が旧堤に重ねられて構築されている

ため旧堤の一部が新堤の河川側法面に残されていることが確認された。

旧堤を構成していた土は、今回の工事によって椿野遺跡の南西500mの谷に搬出され、この土の中から

も遺物（土器片）が確認されたため、遺物の包含状況を把握するための調査を平成4年1月に実施した。

搬出された土は30，000I正にものぼり、廃土場はすでに水田とするため面整備がされていた。廃土場全

域に重機でトレンチ状に溝を縦横に掘って作業員による遺物の採集を試みたが、土が搬出された際にロー

リングされていることや、粘質土壌のため大変困難な作業であった。5日間にわたる調査で3箱程度の

土器が採集されたが、全域にわたる調査は不可能であり、廃土場でのこれ以上の搬出土の調査は断念せ

ざるを得なかった。

4　今回の発掘調査

新堤防の河川側法面の護岸工事は実施されていなかったため、遺跡が残存する部分の調査につい土木

事務所と協議を行なった。平成3年度のこれ以上の工事は延期することが決まった。新堤防の河川側法

面の護岸工事部分について、4年度に発掘調査を実施することになった。

新堤防の中に一部分残された旧堤防に遺物包含層（遺跡）が存在しているが、今回の発掘調査は新堤

防の内側を削ってコンクリート護岸を築く工事に伴うものである。工事によって削る厚さは60cm程であ

るが、斜面部分の調査のため平面では100cm～150cmの調査面となった。

5　県営事業と埋蔵文化財の保護について

文化財との調整・協議のなされないまま都田川の旧堤防部分の掘削工事が進められ、椿野遺跡が破壊

されたことは文化財保護行政をすすめている上で衝撃的な事であった。

静岡県では、平成元年度から県営公共事業について県の事業部局・課、出先事務所すべてを対象とし

て「開発関係部局と文化財との連絡会」を実施し文化財の保護と周知化を図ってきた。この連絡会では

文化財保護の理念・文化財保護法・発掘調査の実際などの研修や、次年度以降の事業の聴取を行なって

きた。今回の事態は、新堤の発掘調査から何年もたって、担当者も替わるなかで旧堤部分もすでに発掘

調査が済んでいると勘違いしたものであるが、今後、このような問題を起こさないための調整システム

をさらに強化・確立しなくてはならない。

平成4年3月18日付けで河川課長名で各土木事務所長宛てで文化財保護を再度徹底するよう「河川工

事にともなう遺跡調査について」の文書が出され、事業部局からも文化財保護の周知徹底がいわれるよ

うになってきている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（五島）
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第2節　椿野遺跡のこれまでの調査

椿野遺跡はこれまでに、大きく分けて3度の調査が行われている（第1図）。調査地点としては、巨視

的にみて、遺跡の北側と南側の2地点が調査されている。両地点で確認された内容については、おおよ

そ類似しており、弥生時代後期から古墳時代前期の墓域を含む集落跡と中世の集落跡が発見されている。

とくに、弥生時代と中世では、その範囲が200m以上に及ぶ大集落を形成しせいたことになる。

1981年5・6月には、浜松市遺跡調査会により、弥生時代の溝状遺構や焼土、古墳時代以降の小穴、

溝状遺構と井戸跡が調査されている。

1982年12月～1984年には、静岡県埋蔵文化財調査研究所により、弥生～古墳時代の掘立柱建物跡、竪

穴住居跡、溝状遺構、小穴、土坑や方形周溝墓、奈良時代の溝状遺構、平安時代末以降の竪穴状遺構、

溝状遺構、土坑、小穴や井戸跡が調査されている。

1985年2～6月には、浜松市遺跡調査会により、弥生時代の方形周溝墓と溝状遺構、古墳時代の溝状

遺構、小穴や土坑、平安時代から江戸時代の掘立柱建物跡、溝状遺構、土坑、小穴や井戸跡が調査され

ている。

その他の時代に属する遺物や遺構も多少ではあるが確認されており、当遺跡には弥生時代以降、人々

が連綿と歴史を刻んできたことが窺われる。

第3節　調査範囲と調査方法

今回の調査は、新堤の造成時に露出した遺跡部分に護岸ブロックを設置することになり、その工事に

先立ち、遺構の確認された部分を調査することになった。その調査範囲については、およそ20m間隔で

左岸堤防北側法面に土層観察帯を設定し、遺構の存在を確認した。新堤造成時に削られた堤防法面には、

すでに大量の遺物の出土が認められ、その範囲は、浜松市遺跡調査会が1981年に調査した鉄塔の北側か

ら西へおよそ170mに及んでいたが、土層の状態から、遺構が存在したのは、鉄塔からおよそ135mであっ

た。

発見された遺物の多くは弥生土器の破片であるが、古墳時代から中世にかけての土器の破片も少なか

らず出土していた。また、当初は確認された遺構も3面に及び、第1面はおよそ80mの範囲で、第3面

はおよそ130mの範囲で確認された。第2面については、層位的な把握がやや困難であったが、古墳時代

以降の遺物がおよそ135mの範囲に比較的多く出土していたため、その範囲を調査対象とした。

その後、第2面については、調査を進めてゆく段階で新たにもう1面が下部から確認され、最終的に

は合計4面（中間層を除く）を調査することになった。

調査方法については、堤防法面に対して垂直に60cmの深度（水平幅135cm）で掘削する部分を調査する

こととなり（階段設置部分については垂直に85cm、水平幅で190cm）、堤防を法面に平行して、同様の深

度で盛り土と中間層の除去を重機で行い、その後、遺構の確認を人力で行う平面調査を実施した。

第4節　調査の経過

平成4年12月1～16日　現地調査を行うにあたっての打ち合せ及び発掘資材の集積などの事前準備作

業を行った。

平成4年12月17～24日　草刈り作業及び調査範囲を確定するため、およそ30m間隔で堤防法面に土層
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観察帯の設定を行った。また、表土除去作業を行うにあたって、堤防法面に丁張を設置した。

平成4年12月25～28日　第1調査面まで、重機により表土除去を行った。

平成5年1月5～8日　表土除去作業を再開した。

平成5年1月11～22日　第1調査面の遺構の確認作業及び遺構の掘削を行い、南北に平行する近世以

降の溝状遺構群を発見した。そして、これらの遺構及び法面から出土した遺物を測量し、写真撮影を行っ

た。

平成5年1月26～27日　第2調査面まで、重機により中間層除去を行った。

平成5年1月28日～2月11日　第2調査面の遺構の確認及び遺構の掘削を行い、掘立柱建物跡や溝状

遺構を多数発見した。そして、これらの遺構や出土した遺物を測量し、写真撮影を行った。

平成5年2月12～13日　第3調査面まで、重機により中間層除去を行った。

平成5年2月15～26日　第3調査面の遺構の確認及び遺構の掘削を行い、掘立柱建物跡、井戸跡や溝

状遺構を多数発見した。そして、これらの遺構や出土した遺物を測量し、写真撮影を行った。

平成5年2月27日　第3調査面の写真測量及び写真撮影を行った。

平成5年3月1～4日　人力により、調査区の東側部分を第4調査面まで中間層除去を行い、遺構の

確認及び遺構の掘削を行った。

平成5年3月5～9日　重機により、調査区の中央部及び西側部分を第4調査面まで中間層除去を行っ

た。

3月9日には、加藤芳朗先生による地形や地質についての現地指導が行われた。

平成5年3月10～26日　第4調査面の遺構の確認及び遺構の掘削を行い、掘立柱建物跡、柵列、方形周

溝墓、土坑や溝状遺構などが発見された。そして、これらの遺構や出土した遺物の一部を測量し、写真

撮影を行った。

平成5年3月27日　第4調査面の写真測量及び写真撮影を行った。

平成5年3月28～30日　第4調査面の各遺構から出土した遺物を取り上げ、併せて、遺構の掘削を行

い、完掘後、写真撮影を行った。

平成5年3月31日　発掘資材の整備などを行い、併せて、現地説明会の準備を行った。

平成5年4月3日　現地説明会を開催した。

平成5年4月1日～9月30日　現地での測量図や写真の資料化と出土遺物の水洗、注記、接合、復元、

実測、写真撮影を行い、併せて実測図や写真はカード化した。そして、これらの資料を一般に公開する

ために発掘調査報告書とした編集を行った。

参考文献

川江秀孝他『椿野遺跡』1982　浜松市遺跡調査会

足立順司『椿野遺跡I』1984　（財）静岡県埋蔵文化財調査研究所

佐藤由紀男他『椿野遺跡』1985　浜松市遺跡調査会

佐野五十三「椿野遺跡」『年報1』1985　（財）静岡県埋蔵文化財調査研究所
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第3章　発見された遺構

遺構の細かな計測値については、表－2～9に示していることから、ここでは発見された遺構の性格、

配置や時期的問題について主に述べる。その際の記述は時代を追って述べることにする全体図は、別図

として巻末に付した。

第1節　弥生～古墳時代前期の遺構

第4調査面の平面図（第10・11図）に示した遺構のほとんどが、その出土遺物から弥生～古墳時代前

期に属するものと考えて良いであろう。一部、SD401・404・410とSE9は出土遺物や層位的な関係か

ら平安時代以降のものと考えられる。古墳時代前期の遺物は少量であり、第4調査面からはSD407から

出土したのみで、第3調査面のSX301・302から多量の土器が出土しており、やや標高の高い東側に古墳

時代前期の遺構が存在し、調査地点では、集落域の規模が縮小しているようである。

発見された遺構には、小穴、溝状遺構、土坑や焼土跡などがあるが、調査範囲が狭いため、その性格

は不明な点が多く、小穴などは掘立柱建物跡になるかは疑問も多いと思われるが、建物跡の柱穴になる

ものが多いと推定して記述している。

（1）掘立柱建物跡

柱穴は、標高値の低い中央部のSD412～416の周辺を除く調査区全域に存在し、黄褐色シルト質粘土層

上面でプラン確認され、覆土には暗褐色粘土がつまっていたが、比較的大型の柱穴の覆土は黄褐色が強

く、プランの確定がやや困難であった。

柱穴の形態には、大きく分けて、大型と小型のものが混在している。大型例の平面形態は、（長）方形

と楕円形で、深く、小型例は円形で浅い、少数ではあるが、方形のものもある。大型例は、小型例の柱

の抜き取り痕とも考えられるが、深さが深く、柱痕も確認される例があり、当初から大きく掘削された

ものと理解される。また、大小の差は、平面形態に顕著に表れており、掘削道具の差がそうした形態差

になっている可能性がある。基本的には、大型例は柱を頑丈に据えることを目的としていると思われ、

上屋の構造やその用途の差が形態差に反映しているものと考えられ、大型例は重量物を収納する高床式

倉庫の柱穴になるものが多いのではないかと推定される。

以下に、大小の例に分けて、掘立柱建物跡となる可能性の高い小穴群をまとめ、その桁行の柱間間隔

と棟方位を示す。なお、P4097～4100とP4102～4105は東西に直線的に配置されており、棟列になる可

能性もある。

＜東群＞

1：P4030～4033（柱穴大型）

2：P4034～4037（柱穴大型）

3：P4057～4060（柱穴大型）

4：P4093～4096（柱穴大型）

5：P4046～4048（柱穴小型）

6：P4050～4052（柱穴小型）

7：P4073～4076（柱穴小型）

8：P4078・4079・4081（柱穴小型）

9：P4097～4100（柱穴小型）

1．60－1．89－1．96

1．42－1．40－1．44

1．05－1．24

1．70－1．36－1．68

1．40－1．24

1．59－1．50

1．62－1．32－1．82

1．66－1．64

1．52－1．12－1．68
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（柱間平均1．82）

（柱間平均1．42）

（柱間平均1．15）

（柱間平均1．58）

（柱間平均1．32）

（柱間平均1．55）

（柱間平均1．59）

（柱間平均1．65）

（柱間平均1．44）

N－850－E

N－690－E

N－150－E

N－860－E

N－470－E

N－870－E

N－840－E

N－850－E

N－890－E



10：P4101～4105（柱穴小型）　　1．46－1．55－1．40－1．77（柱間平均1．55）　N－890－E

＜西群＞

11：P4148～4152（柱穴大型）　　1．52－1．47－1．47－1．44

12：P4158～4161（柱穴大型）　　1．20－1．11－1．21

13：P4127・4129・4130（柱穴小型）1．79－1．32

14：P4139～4141（柱穴小型）　　1．60－1．50

15：P4142～4144（柱穴小型）　　1．09－1．32

16：P4153～4155（柱穴小型）　　1．00－1．23

（柱間平均1．48）

（柱間平均1．17）

（柱間平均1．56）

（柱間平均1．55）

（柱間平均1．21）

（柱間平均1．12）

N－680－E

N－720－E

N－520－E

N－600－E

N－850－E

N－710－E

1～10は集落の東側に位置し、棟方位はN－850－E付近にまとまりがあり、1・4・6～9は近い時

期に建てられた可能性がある。

11～16は西側に位置し、棟方位はN－650－E付近にまとまりがあり、11・12・14・16は位置も近接し

ており、時期的に限定できるものと考えられる。ちなみに、それらの棟方位は、方形周溝墓の周溝の方

位と一致している。

桁行の柱間の間隔は、2mを超えるものはないが、まとまりに欠け、柱穴が小型の建物跡は、柱間平

均が1．5～1．6mの付近にまとまる傾向はある。

（2）竪穴住居跡

調査範囲が狭く、明瞭にその構造の理解できる例はないカ亨、東端部で確認されたSX401（旧SX501）

は、硬化面が面的に広く熱を受けて赤化しており、周囲は部分的に細溝（SD402）によって囲まれてお

り、焼失した竪穴住居跡になるものと考えられる。床面上からは弥生時代後期の土器片が少量出土した。

調査区中央部と西端部からは焼土跡が発見され、SX402は26×13cmの楕円形で、SX403は32×26cmの

楕円形を呈しており、炉跡になる可能性もあるが、周囲の施設は発見できなかった。

その他、周清かと思われるような細溝も何条か発見されているが、確定できるまでにはいたらなかっ

た。とくに、SD403・417・419は弧状であるが、周溝にしては幅が広く、別の遺構になるものと考えら

れる。

（3）環濠

調査区の中央部で、南北方向に走るⅤ字溝（SD412）が発見された。幅は191cmで、深さ74cmと大型の

溝状遺構で、その形状や、その東西の遺構の在り方から判断して環濠と考えられる。

最下層土は、青灰色に還元されており、遺物はほとんど出土しなかったが、1点大型の壷（第31図－

1）が出土した。

中層からの遺物も少なく、上層からは炭化物と共に多量の弥生時代後期中葉の土器が出土した（第14

図下段）。完形に復元された土器なども出土しているが、それらは割れた状態で散在して出土している。

西側上部にはテラスがあり、上層の状態（第12図）からすると再掘削されている可能性もある。

（4）方形周溝墓

調査区中央部のやや西寄りに、東西方向に平行して走る溝状遺構が4条発見されている（SD413～416）。

昭和58年度の南隣の調査時には3基の方形周溝墓が連接して確認されており、それらに連続する周溝部

と考えられる。

SD413とSD414は連接しており、そのコーナー部は不明であるが、コーナーが接するように復元する

と、SD413は北側へ、SD414は南側へと折れるようである。SD415はSD416よりも古く、SD414に関

連する施設の可能性もある。SD414は北側中段にテラスがあり、SD415はその続きとも考えられる。西

側にはSF416の上層からは壷がまとまって出土しており（第15図）、周溝墓に関連した施設となるかもし

れない。
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周溝の断面形態は逆台形を呈するものが多く、覆土には炭化物を多く含み、SD413～415からは土器片

が部分的に集中して出土し、SD414の底面からは大型の砥石が出土している。SD416からは完形に近い

穿孔された土器が、方台部から転落したかのように、横位または逆位の状態で出土している（第15図）。

環濠と方形周溝墓は、位置的にみて重複していたものと推定でき、出土遺物からすると、周溝墓は弥

生時代後期後半とやや新しいが、周溝墓は環濠に沿うように構築されており、環濠が完全に埋没しきら

ないような状態の時に周溝墓が形成されたのではないかと思われる。

（5）溝状遺構

多数の溝状遺構が発見され、多くのものは南北方向に走っているが、その性格など不明な点が多い。

そのため、ここでは主な例のみ取り上げる。

SD407～409からは多量の土器が出土（第14図上段）したが、プランが不明瞭で、底面で確認された落

ち込みを溝状遺構と報告している。SD407からは古式土師器が出土しており、SF413－SD408－SD407

の順になるものと思われる。

SD420の上層からは弥生時代後期の土器がまとまって出土（第16図上段）しており、断面形は逆台形

を呈し、SD419－SD420の順に掘削されている。

西端部のSD421～423も断面形態は逆台形を呈しており、SD422は直角に曲がっている。

（6）土坑

調査区の東側から多くの土坑が発見されている。形態的には様々なものがあるが、平面形態は楕円形

や不整形で、浅く丸底状で、弥生時代後期の土器片が少量出土する例が多い。その他、溝状のもの（SF

409・412）、大型で深いもの（SF410・413・418）、底面が平坦で、壁が直立するもの（SF402・415・

417）などがある。

SF404・418・419からは多量の弥生時代後期の土器が出土し（第16図）、第3調査面の東端部では、プ

ランは不明瞭であったが、SX301・302から古墳時代前期の土器が多量に出土している（第17図上段）。

土坑の覆土は暗褐色の強い有機質土で、SF402・407からは骨片が出土している。

土坑の性格については不明な点が多いが、集落内での多くの場合は、廃棄坑（祭祀土坑を含む）、貯蔵

穴、土器焼成坑、調理施設、墓坑などが考えられる。発見された土坑の多くは、建物跡の集中域に存在

し、熱も受けた痕跡は認められないことから、浅いものの多くは廃棄坑になるものと思われる。SF410

はかなり深く、貯蔵穴に、SF417は方形周溝墓に近接しており、墓坑になる可能性もある。

（7）その他の遺構

第3調査面の東端部のSX301の東側から、敷石状の遺構が発見されている（第17図下段右）。拳大の礫

がほぼ水平に敷かれ、少量の土器片が礫の間から出土した。SX301・302とほぼ同一レベルで確認されて

おり、古墳時代前期に属するものと思われる。

第2節　平安時代～中世の遺構

古墳時代中期～奈良時代の遺物は、微量出土しているが、遺構としては確認できなかった。

平安時代の遺構には、SX201がある。底面は平坦で浅く、竪穴状遺構になるかもしれない。灰粕陶器、

土師器や土製支脚が炭化物と共に多く出土している（第18図下段右）。

第2・3調査面の平面図（第5～9図）に示した遺構の多くと第4調査面の遺構の一部が、溝状遺構

などから出土した遺物から中世に属するものが多いと考えられる。発見された主な遺構には、小穴、溝

状遺構、井戸跡などがある。小穴については、柵列になるものも多いと思われるが、弥生～古墳時代の

遺構と同様に柱穴になるものが多いと推定して記述している。
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（1）掘立柱建物跡

第2調査面からは、中央やや東寄りの部分に集中し、第3調査面では、東側を除く全域から発見され

ている。

柱穴の覆土は、灰褐色の粘土で、比較的プラン確認が容易であった。柱穴の大きさは様々であるが、

それほど大小の明瞭な差はない。平面形態は、円形のものが多いが、（長）方形のものも一部ある。

以下に、掘立柱建物跡となる可能性の高い小穴群をまめ、その柱間間隔と棟方位を示す。

1：P2005～2007・3006　　　　　1．31－1．51－1．91　　　　　（柱間平均1．58）N－580－E

2：P2009～2013　　　（方形少）1．34－1．31－1．14－1．54　　（柱間平均1．33）N－390－E

3：P2016～2019　　　（方形多）2．20－2．07－1．66　　　　　（柱間平均1．98）N－780－E

4：P2020～2024・3005・3006　　1．54－1．28－1．21－1．51－1．601．46（平均1．43）N－810－W

5：P2034～2038　　　　（方形少）1．26－1．25－1．17－1．23

6：P3014～3016　　　（柱穴小型）1．47－1．48

7：P2046・3019～3021　　　　　　1．46－1．52－1．49

8：P2031・2045・2048・3022～3024

（柱穴小型、方形少）1．06－1．04－0．95－0．82－1．21

9：P2049・2053・3032・3033　　　1．16－1．09－1．45

10：P3037～3040

11：P3052～3055

12：P3057～3059

13：P3070～3074

14：P3077～3080

15：P3081～3085

16：P3090～3093

17：P3109～3113

1．00－0．74－1．16

1．03－0．66－0．97

（柱穴大型）1．94－1．86

（方形）2．44－2．04－1．74－2．28

（柱穴大型）2．29－1．79－1．52

（柱穴小型）1．24－1．41－1．30－1．05

（柱穴小型）1．50－1．52－1．17

1．34－1．13－1．10－0．98

18：P3126・3128・3130・3132・3133

（柱穴小型）1．62－1．62－2．26－1．71

19：P3112・3134～3137（柱穴大型）1．40－1．23－1．19－1．03

20：P3147～3149　　　（柱穴大型）2．10－2．26

（柱間平均1．23）N－680－E

（柱間平均1．48）N－840－E

（柱間平均1．49）N－870－E

（柱間平均

（柱間平均

（柱間平均

（柱間平均

（柱間平均

（柱間平均

（柱間平均

（柱間平均

（柱間平均

（柱間平均

1．02）N－720－E

1．23）N－330－E

O．97）N－640－E

O．89）N－810－W

1．90）N－870－E

2．13）N－830－E

1．87）N－750－E

1．25）N－900－E

1．40）N－550－E

l．14）N－720－E

（柱間平均1．80）N－800－E

（柱間平均1．21）N－870－E

（柱間平均　2．18）N－880－W

柱穴の大きさが大きいものほど、柱間の間隔が広い傾向はあるが、全てにあてはまることではない。

棟方位は東西方向を向くものがほとんどで、その他はまとまりに欠け、東側（北優先）に少しずつ振れ

ている。東西棟の建物跡は、南北方向の溝状遺構に直交しており、そうした溝状遺構に囲まれていたも

のと考えられる。

（2）溝状遺構

第2調査面のSD207・212～214は近世以降に属するものと考えられ、次項で述べることにする。その

他の溝状遺構の多くは、出土遺物から中世に属するものと考えられるが、SD205・211・212は層位的な

関係からすると比較的新しいが、以下にまとめて述べる。

第4調査面のSD401は、旧河道の左岸肩部に位置し、底面は凹凸が著しく、覆土は青灰色に還元され

ている。SD404は幅が約2．4mと広く、断面形態はU字形を呈し、覆土には、黄褐色土と灰白色土のブロッ

クが含まれ、人為的に埋め戻されている。出土遺物には、山茶碗などがあり、規模からすると居館の周

溝となる可能性もある。SD410の覆土は褐灰色土で、中世に属する可能性が高い。

第3調査面では、SD304を除き、南北方向の溝状遺構群が30～50m間隔で発見され、その間に小穴群
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がまとまっている。出土遺物には、中世の遺物が多い。

調査区の東側に、SD301～303があり、SD302－301の順に掘削され、SD301は別の溝状遺構と重複

している。SD302は断面形態が逆台形を呈し、上層から拳大の礫や土器片がまとまって出土しており（第

18図左上）、下層の覆土は青灰色に還元されていた。SD303も断面形態は逆台形で、灰粕陶器や土師器が
e

少量出土している。

調査区の中央やや東寄りにSD304・305があり、断面形態はU字形で、SD304は、南側の法面部分に

拳大の礫が集中しており、陶器が出土した。SD305からは山茶碗が出土している。

調査区中央やや西寄りには、SD306～310が集中しており、SD310は断面形態が逆台形で深く、多量

の炭化物と共に山茶碗や土鍋が出土している（第18図左下）。その他は、断面形態はU字形に近く、何度

か再掘削されているようである。SD306の肩部には杭列が並び、拳大の礫が多量に出土している。SD

307・308からも山茶碗や古瀬戸と共に拳大の礫が多く出土した。

第2調査面では、東端部でSD201～205が発見されている。SD203・204は断面形態は逆台形で、覆土

は暗褐色土で、比較的古いものと思われる。SD205は幅が約3．5mと広く、底面は平坦である。層位的に

はかなり新しいものである。

SD206からは拳大の礫が多量に出土し、SD208は、SD301などと重複しており、プランが不明瞭であっ

た。SD209も重複しており、そのプランは不明瞭であったが、SD303－SD209－SD210－SD102の順

に掘削されたようである。

SD210は比較的幅広く、底面は平坦で、覆土には焼土、炭化物や礫を多量に含み、古瀬戸や土鍋が多

く出土している。SD211からは、礫や山茶碗が少量出土した。

（3）井戸跡

井戸跡は9基が発見されたが、SE2～5・8は法面にその下部のみが残ったため、層位的な確認がで

きなかった。出土遺物は、中世の土器が多いが、SEl・8からは近世の土器が、SE6からは古墳時代

後期の土器が出土している。SEl・6・7・9は調査区が狭く、完掘できなかったが、法面の井戸跡の

底からは曲物が出土する例が多かった。

井戸跡は、SEl・3～5・9とSE6～8のようにまとまって発見されており、2基が近接している

例も多い。また、井戸跡は平行して直線的に配列している。調査地点は、標高4m前後に湧水点があり、

土層の状態からすると、周辺は井戸の設置場所には困らなかったであろうと思われる。しかし、調査範

囲内に、井戸跡は計画的に設置されたかのように配置されている。そうした状況からすると、これらの

井戸跡は、ある程度の時間幅の中で連続的に設置されたものと考えられ、出土遺物などからすると中世

以降のものである可能性が高い。SElについては後述するが、その他の井戸跡には枠などの施設はなく、

SE6の上層から大型の礫が出土したのみであった（第19図下段）。平面形態は、ほとんどが楕円形であ

るが、SE3のみ長方形であった。

第3節　近世以降の遺構

確実に時代を決定できる根拠は乏しいが、第2調査面で確認された遺構内から、中世でも比較的新し

い時期に属する土器が多く出土していることから、第1および第2調査面（第4～6図）で確認された

遺構が近世以降に属するものと理解される。発見された遺構には、溝状遺構、井戸跡や溜池状遺構など

がある。

（1）溝状遺構

第2調査面では、出土遺物や層位的な検討からSD207・213・214が近世以降と考えた。SD207・213・

－17－



214の断面形態はⅤ字状を成し、SD213・214はかなり深く、SD213の上層部からは礫が多量に出土し、

暗渠となっていたものと思われる。SD212からも多量の拳大の礫が出土し（第18図右上）、同様に暗渠と

考えられる。

第1調査面には、南北方向のSD102～113があり、SD102を除く溝状遺構群は、幅約50cm、深さ約15cm

で、断面形態は逆台形もしくはU字形を成し、各々は約1．5m間隔で、N－100－W付近で平行している。

これらの溝状遺構の在り方は、現代の畑で見られる畝間と類似している。東側のSD102からは、拳大の

礫が上層から出土した（第19図中段）。その形態は不明瞭な点が多いが、配置から推測すると暗渠として

機能していたものと思われる。

東西方向のSDlOlは、南北方向の溝状遺構群より層位的に下位に位置し、断面形態はU字形で、中央

部にはテラスを有し、杭列が確認された。

（2）井戸跡

第2調査面中央部からSElが発見された。形態は円形に近く、埋没した後に周囲を囲んでいた石組が

内部に落ち込んでいる（第19図上段）。礫には拳から人頭大の大きさのものがあり、円礫や角礫（チャー

ト）がある。それらの礫に混じって、天目茶碗や尾呂型茶碗などが出土している。

（3）溜池状遺構

第2調査面中央部からSX202が発見された。SElよりも新しく、深さは65cmで、側面と底面に保水

のために灰白色粘土が貼られており、溜池状の施設と考えられる。底面は幅約1mの長方形に区切られ、

西端部からは多数の杭？が発見されている。覆土は単一で、人為的に埋め戻されているものと考えられ

る。
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表－2　溝状遺構観察表

単位はcm、（）は推定値

遺構名 旧遺構名 幅 深 さ ‘方　 位 遺構名 旧遺構名 幅 ・ 深 さ 方　 僅

S D lOl S D 8 76 37 N －79 0 －E S D 305 S D 406 77 20 N －　2 0－W

S D lO2 S I）9 2 18 80 N －　6 0－W S D 306 S D 407　A 180 37 N －10 0 －E

S D lO3 S D lO 66 21 N －10 0 －W S D 307 S D 407　B 166 16 N －　3 0－W

S D lO4 S D ll 53 17 N －　5 0－W S D 308 S D 408　A 137 24 N －　2 0－W

S D lO5 S D 12 51 12 N －　9 0－W S D 309 S D 409　A 125 33 N －　2 0－E

S D lO6 S D 13 55 13 N －　9 0－W S D 310 S D 409　B 122 39 N －　5 0－W

S D lO7 S D 14 48 13 N －13 0 －W S D 311 S D 410 128 40 N －12 0 －W

S D lO8 S D 15 47 14 N －13 0 －W S D 401 S D 601 228 93 N －21 0 －W

S D lO9 S D 16 53 14 N －14 0 －W S D 402 S D 502 30 23 N －89 0 －E

S D llO S D 17 55 17 N －11 0 －W S D 403 S D 503 46～154 32 東 西 弧 状

S D lll S D 18 57 16 N －10 0 －W S D 404 S D 501 239 49 N －62 0 －E

S D 112 S D 19 63 14 N －　4 0－W S D 405 S D 505 25 16 N －36 0 －E

S D 113 S D 20 42 12 N －15 0 －W S D 406 S D 507 83 12 N －　7 0－W

S D 2 01 S D 201 1う2 33 N －　7 0－W S D 407 S D 509 106 35 N －34 0 －W

S D 202 S D 202 132 22 N －16 0 －W S D 408

S D 409

S D 525 149

59

34

20

N －　90－E

N －29 0 －E

S D 203 S D 203 60 45 N －3 10 －W S F 510

S D 204 S D 204 50 17 N －19 0 －W S D 510

S D 205 大溝 350 67 N －110 －E S D 4 10 － 37 34 N －79 0 －E

S D 206 S D 208 60 30 N －15 0 －W S D 4 11 － 24 7 N －60 0 －E

S D 207 － 25 11 N －14 0 －W S D 4 12 S D 5 12 191 74 N －16 0 －．W

S D 208 S D 205 116 18 N ‾－12 0 －W S D 413 S D 5 13　B － 35 N －68 0 －E

S D 209 S D 9 178 60 N －　6 0－W S D 414 S D 5 13　A 100 72 N －74 0 －E

S D 210

S D 211

S D 206 ・166

54

75

50

N －18 0 －W

N －16 0 －W

S D 415 S D 522 － 28 N －70 0 －E

S D 403 S D 416 S D 523 65 41 N －65 0 －E

S D 207 S D 417 S D 5 15 50 18 東 西 弧 状

S D 212 S D 210 215 35 N －　5 0－W S D 418 S D 524 29 ． 55 N －760 －E

S D 213 S D 211 53 20 N －　6 0－W S D 419 S D 516 30～76 33 東 西 弧 状

S D 214 S D 212 74 50 N －　7 0－W S D 420 S F 525 80 48 N －　8 0－W

S D 301 S D 401 218 29 N －11 0 －W S D 421 S D 517 45 22 N －18 0 －W

S D 302 S D 401 B 121 102 N －11 0 －W S D 422 S D 518 148 52 コ　ー ナ ー

S D 303

S D 304

S D 402

S D 405

105

82

57

27

N －13 0 －W

N －73 0 －E

S D 423 S D 519 96 38 N －31 0 －W
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表－3　土坑観察表
単位はcm、（）は推定値

遺構名 旧遺病 名 形　 態 長径 短径 深 さ 備　　　　　 考

S F 40 1 S F 519 － 89 50以上 40 法面

S F 402 S F 501 － 133 65以上 26 壁面直立、北側消滅

S F 403

S F 404

S F 516

S F 517

S F 502

不 整 形

不 整 形

206

（258）

42以上

138

22

34

土坑重複 ？、北側消滅

土坑重複 ？

S F 405 S F 526 長 方 形 95 68 39 法面

S F 406 S F 507 楕 円 形 （169） 124 26 S F 406－ S D 404

S F 407 S F 5 08 楕 円 形 2 22 136 47 溝 ？、 S F 408－ S D 404

壁 面直立

北側消滅

別遺構重複 ？、壁 面直立

S F 408 S D 504 － 234以上 34以上 15

S F 409 S D 5 06 楕 円 形 （226） 116 2 1

S F 410 S F 5 11 楕 円 形 177 130 88

S F 4 11 S F 509 楕 円 形 109 84 23

S F 4 12 S D 5 14 楕 円 形 （240） 74 1 1

S F 4 13 SD 509 － 255以上 172 76

S F 4 14 S F 512 楕 円 形 84 （60） 20

S F 415 S F 520 不 整 形 東西150
－ 40

S F 416 S F 524 － － －
備 考 北15南 30、溝、土坑 重複

S F 417 S F 522 長 方形 ？ 東西130
－ 43 壁面直立

S F 418 S D 520 不 整 形 300 160 74 土器多量出土

S F 419 S D 520　B － － － 3

表－4　井戸跡観察表

底面高は標高値（m）、その他はcm、（）は推定値

遺構名 旧遺構名 形　 態 長径 短径 底面高 備　　　　　 考

S E l S D 209 － 300 － －
未完掘 、円形 ？、周 囲石組

S E 2 S E 8 円　　 形 77 74 3 ．27 埠面、亀 出土

S E 3 SE 5 長 方 形 112 75 3 ．72 法面

S E 4 S E 6 楕 円 形 89 68 4 ．09 法面

S E 5 － 楕 円 形 114 93 4 ．38 法面

S E 6 S E 401 楕 円 形 189 154 －
未完掘、 S E 6－ S E 7

S E 7 S E 4 02 楕 円 形 （194） （168）
－

未完掘、 S E 6－ S E 7

S E 8 S E 40 3 楕 円 形 124 109 3 ．88 法面

S E 9 S E 4 10 楕 円 形 97 88 －
未完掘
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表－5　小穴観察表（1）

底面高は標高値（m）、その他はcm、（）は推定値

小　 穴
番　 号

形　 態
大 きさ 底

重

商

備　　 考
小　 穴
番　 号

形　 態
大 きさ 底

重
商

備　　 考
長径 短径 長径 短径

P 2001 楕 円形 26 23 7 ．45 旧 P 3 P 2037 楕円形 29 26 7 ．06 旧 P 39

P 2002

P 2003

P 2004

P 2005

P 2006

P 2007

P 2008

・P 2009
P 2010

楕 円形

方形

円形

円形

円形

円形

楕 円形

方形

円形

25

26

18

28

28

26

26

28

21

20

25

17

27

26

26

23

26

21

7 ．45

7 ．46

7 ．45

7 ．00

6 ．88

6 ．92

7 ．23

7 ．25

7 ．16

旧 P 2

旧 P l

旧 P 4

旧 P 5

旧 P 6 ・403

田 P 9 ・404

旧 P 7

旧 P 8

旧 P lO

P 2038

P 2039

P 2040

P 204 1

P 2042

P 2043

P 2044

P 2045

P 2046

円形

円形

円形

円形

楕円形

円形

不整形

円形

26

22

19

24

40

21

73

36

51

26

21

18

22

35

20

45

36

18

6 ．78

6 ．98

7 ．15

7 ．2 1

6 ．87

7 ．20

6 ．96

6 ．50

6 ．77

旧　 P 40 ・
4 1 ・4 18

旧 P 40

旧 P 38

旧 P 37

旧 P 32

旧 P 33

旧 P 35、複
数穴 ？

旧　 P 61 ・

P 2011 方形 34 34 7 ．01
旧 P 51、下 414
部 円形

長 方形
旧　 P 48 ・

P 2 012 楕円形 25 22 7 ．21 旧 P 14 415、段

P 2 013 楕円形 38 22 7 ．13 旧 P 16 ・P 2047 楕円形 27 22 7 ．06 旧 P 47

P 2 014 方形 25 22 7 ．02 旧 P 12 P 2048 楕円形 36 29 6 ．82 旧 P 46

P 20 15

P 20 16

P 20 17

P 2018

長方形

楕円形

長 方形

楕円形

41

35

32

37

3 1

32

26

25

6 ．99

7 ．15

7 ．13

7 ．07

旧　 P ll ・ P 2049 楕 円形 50 4－4 6．93 旧 P 42、段

407

旧 P 13、段

旧 P 18

旧 P 23

P 2050

P 2051

P 2052

P 2053

P 2054

P 2055

P 3001

P 3002

円形

楕 円形

楕 円形

円形

円形

円形

円形

長方形

29

32

3 1

37

24

26

22

（45）

26

26

23

34

24

24

20

（32）

6．91

6 ．95

6 ．82

6 ．94

6 ．90

6 ．89

6 ．97

6 ．95

旧 P 43

旧 P 44

旧 P 60

旧　 P 45 ・

P 2019

P 2020

P 2021

P 2022

方形

楕 円形

円形

方形

38

24

29

26

36

20

27

26

6 ．94

7 ．22

7 ．04

7 ．15

旧 P 25、柱
材有

旧 P 15

旧 P 17

旧 P 19

419

旧 P 401

旧 P 401 ・4

P 2023 円形 28 28 7 ．09 旧 P 26 I 、 柱 痕
16×10

旧 P 405

旧 P 408

旧 P 4 09

旧 P 4 16

P 2024 円形 2 9 29 7 ．10 ．
旧 P 28 、柱
痕径 14×12 P 3003 楕 円形 24 20 6 ．95

P 2025 円形 2 2 22 7 ．26 旧 P 21 P 3004 楕 円形 24 18 7 ．03

P 2026

P 2027

P 2028

P 202 9

P 203 0

P 2 03 1

P 2 032

P 2033

P 2034

P 2035

P 2036

円形

楕 円形

円形

楕 円形

円形

円形

円形

楕円形

円形

方形

万形

27

33

26

22

22

28

27

24

27

36

31

25

28

25

18

22

26

（24）

19

27

36

3 1

7 ．07

7 ．12

6 ．95

7 ．27

7 ．18

7 ．04

7 ．27

7 ．23

7 ．05

7 ．02

7 ．01

旧 P 20、柱
痕径 13

旧 P 22、柱
痕径 14

旧 P 24

旧 P 27

旧 P 50

旧 P 49

旧 P 30

旧 P 29

旧 P 3 1

旧 P 34

旧 P 36

P 3005

P 3006

P 3 007

P 3 008

P 3 009

P 3 010

P 3 011

P 3 012

P 3 013

P 3 014

P 3 015

P 30 16

円形

円形

円形

楕 円形

円形

楕 円形

楕 円形

楕 円形

円形

楕 円形

楕 円形

円形

19

19

30

28

18

25

31

38

28

20

23

21

19

17

28

18

16

20

27

32

27

17

20

19

6 ．98

7 ．42

7 ．28

7 ．08

7 ．04

7 ．08

6 ．82

6 ．86

6 ．96

6 ．82

6 ．89

6 ．84
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表－6　小穴観察表（2）

底面高は標高値（m）、その他はcm、（）は推定値

小　 穴
番　 号

形　 態
大 きさ 底

重
商

備　　 考
小　 穴
番　 号

形　 態
大 きさ 底

車

両

備　　 考
長径 短径 長径 短径

P 3017 楕 円形 33 29 6．77 旧 rP 413

旧 ‾p 32

旧 P 411

旧 P 412

旧 P 417

旧 P 4．20
柱痕径16

旧 P 421

P 3056 円形 19 17 6．55

旧 P 42 5、
柱痕径26

旧 P 42 6

旧 P 42 7

旧 P 428

旧 P 43 1

旧 P 438

旧 P 436

旧 P 430

柱痕径 19

旧 P 429

P 3018

P 3019

P 3020

P 3021

P 3022

P 3023

P 3024

P 3025

P 3026

P 3027

P 3028

P 3029

P 3030

P 3031

P 3032

P 3033

P 3034

P 3035

P 3036

P 3037

P 3038

P 3039

長 方形

楕 円形

円形

楕 円形

長 方形

円形

楕 円形

長 方形

円形

円形

円形

楕 円形

楕 円形

楕 円形

楕 円形

円形

方形

楕 円形

円形

円形

楕 円形

楕 円形

19

40

21

28

（30）

21

35

41

22

18

19

30

27

32

35

3 1

（3 1）

25

23

26

23

40

15

35

21‾

26

22

20

28

31

20

18

17

26

23

26

29

30

29

20

20

25

20

35

6．8 8

6．料7

7．02

6．99

6．7 9

7．01

6．6 5

6．5 6

7．0 0

7．0 1

6．9 6

6．76

7．16

7．05

6．99

6．80

6 ．94

6 ．93

6 ．85

6 ．8 1

6 ．93

6 ．74

P 3057

P 3058

P 3059

P 3060

P 3061

P 3062

P 3063

P 3064

P 3065

P 3066

P 3067

P 3068

P 3069

P 3070

P 3071

P 3072

P 3073

P 3074

P 3075

P 3076

P 3077

P 3078

楕円形

楕円形

楕円形

円形

楕円形

楕円形

円形

円形

円形

楕円形

円形

円形

円形

長方形

方形

長方形

楕円形

楕円形

長方形 －

円形

楕円形

楕円形

50

41

33

30

34

19

23

22

28

27

23

27

28

49

34

29

25

30

2r1

22

51

革

46

36

29

29

30

16

2 3

21

2 7

23

23

26

2 6

3 4

3 1

2 5

2 0

25

16

22

（37）

34

6．67

6．83

6．83

6．89

6．76

6．71

6．84

6．57

6・5り

6．50

6．68

6．52

6．54

6．62

6．60

6．57

6．55

6．70

6．57

6．52．

6．51

6．56

P 3040 円形 16 16 6 ．9 1 P 3079 円形 31 3 1 6．54

P 3041 楕 円形 45 35 6．82 P 308 0 円形 26 24 6．61

P 3 042 円形 34 31 6 ．87 旧 P 422 P 308 1 円形 21 2 1 6．63

P 3 043 楕 円形 43 38 6 ．85 段有

旧 P 424

旧 P 423

P 3082 円形 19 18 6．67

P 3 044 方形 27 27 6．88 P 3083 円形 25 25 6．63

P 3045 円形 24 23 6．90 P 3084 円形 25 23 6．55

P 3046 円形 29 28 6．88 P 3085 楕円形 52 23 6．43

P 3047 楕 円形 32 （2 9） 6．92 P 3086 円形 16 16 6．64

P 3048 円形 29 28 6．84 P 3087 楕円形 29 25 6．55

P 3049 円形 27 25 6．74 P 3088 円形 27 26 6．61

P 3050 楕円形 25 22 6．75 P 3089 円形 22 22 6．51

P 3051 円形 34 3 1 6．‾99 ・ P 3090 円形 21 20 6．83

P 3052 円形 32 3 1 6．82 P 309 1 楕円形 （28） 24 6．39

P 3053 円形 24 24 6．77． P 3092 円形 （25） 25 6．4 8

P 3054 円形 23 22 6．89 P 3093 楕円形 21 16 6．5 9

P 3055 円形 21 20 6．86 ： P 3094 円形 21 20 6．6 0
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表－7　小穴観察表（3）

底面高は標高値（m）、その他はcm、（）は推定値

小　 穴
番　 号

形　 態
大 きさ 底

重

商

備　　 考
小　 穴
番　 号

形　 態
大 きさ 底

重
商

備　　 考
長径 短径 長径 短径

P 3095 楕円形 28 20 6 ．5 3

旧 P 432

旧 P 433

旧 P 435

旧 P 437

旧 P 439

P 3135 円形 46 46 6 ．63 柱痕 径 23

P 3096

P 3097

P 3098

P 3099

P 3100

P 3101

P 3102

P 3103

P 3104

P 3105

P 3106

方形

楕円形

楕円形

円形

長 方形

楕円形

楕 円形

長 方形

円形

長方形

円形

24

22

25

21

20

17

16

21

39

35

20

23

18

20

21

16

14

14

18

37

25

18

6 ．56

6 ．40

6 ．63

6 ．66

6 ．6 1

6 ．63

6 ．74

6 ．60

6 ．55

6 ．70

6 ．73

P 3136

P 3137

P 3138

P 3139

P 3140

P 3141

P 3142

P 3143

P 3144

P 3145

円形

楕 円形

円形

円形

楕 円形

楕 円形

円形

不整形

円形

不整形

53

66

17

22

36

44

29

54

29

47

52

（5 1）

16

22

25

34

29

（33）

28

28

6 ．58

6 ．34

6 ．53

6 ．53

6 ．51

6 ．75

6 ．72

6 ．47

6 ．47

6 ．5 7

旧 P 457 、
柱痕 径 24

段有

旧 P 452 、
小穴重複

旧 P 453

旧 P 454

旧 P 536

旧 P 455 ・
535

旧 P 456

P 3107

P 3108

P 3109

P 3110

円形

楕 円形

円形

方形

18

29

36

29

16

26

35

（27）

6 ．53

6 ．86

6 ．47

6 ．57

旧 P 440

旧 P 442

旧 P 441

旧 P 447

旧 P 449

旧 P 443

P 3146

P 3147

P 3148

P 3149

楕 円形

円形

円形

楕円形

39

40

35

57

31

40

32

48

6 ．°5 4

6 ．4 7°

6．38

・6．23
P 3111

P 3112

P 3113

P 3114

楕 円形

円形

楕 円形

円形

32

49

38

24

25

49

32

24

6 ．58

6 ．60

6 ．80

6 ．68

P 3150

P 3151

P 3 152

楕円形

方形

円形

24

74

20

21

71

19

6 ．6 1

6 ．27

6 ．54

P 3115 円形 32 30 6 ．83 P 3 153 円形 24 23 6 ．56

P 3116 方形 22 21 6 ．42 P 400 1 方形 （68） （61） 6 ．48 旧 P 502

P 3 117 方形 21 20 6 ．61 旧 P 444 P 4002 楕円形 58 （43） 6．64 旧 P 501

P 3 118 方形 19 19 6 ．57 旧 P 445

旧 P 448

柱痕径 14

P 4003 長 方形 26 18 6 ．84 旧 P 516

P 3 119 ・長方形 37 24 6 ．56 P 4004 楕円形 37 29 6 ．82 旧 P 517

P 3 120 楕円形 30 22 も．85 P 4005 長 方形 39 30 6 ．95 旧 P 518

旧 P 504

P 3 121 楕円形 27 24 6 ．83 P 4006 長 方形 23 18 6 ．90

P 3 122 楕円形 32 27 6 ．89 P 4007 楕円形 26 24 6 ．98

P 3123 方形 25 24 6 ．55 P 4008 楕 円形 36 （3．2） 6．92

P 3124 由形 23 22 6 ．73 P 4009 長 方形 50 （34） 6．89

P 3125 楕円形 46 39 6 ．62 P 4010 楕 円形 37 30 6 ．95 旧 P 503

P 3126

P 3127

P 3128

P 3129

P 3130

P 3131

P 3132

P 3133

P 313 4

楕 円形

円形

円形

楕 円形

円形

楕 円形

円形

円形

鍵穴形

25

20

18

、31
17

42

2 2

2 0

6 1

22

19

17

29

16

34

21

19

32

6 ．66

6 ．84

6 ．64

6 ．55

6 ．66

6 ．56

6 ．56

6 ．42

6 ．43

P 4011

P 4012

P 4013

P 4014

P 4015

P 4016

P 4017

P 4018

長 方形

方形

長方形

長方形

円形

方形

方形

25

24

25

37

21

54

49

80

20

22

20

26

2 1

50

38 ・

6．83

6 ．75

6 ．70

6 ．95

6 ．97

7 ．00

6 ．96

6 ．78

旧 P 519 ・
S F 518

旧 P 520

旧 P 521

旧 P 515

柱痕径 20
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表－8　小穴観察表（4）

底面高は標高値（m）、その他はcm、（）は推定値

小　 穴
番　 号

形　 態
大 きさ 底

重
荷

備　 考
小　 穴
番　 号

形　 態
大 きさ 底

重

商

備　　 考
長径 短径 長径 短径

P 4019

P 4020

円形

不整形

24

41

23

3 4

6 ．87

6 ．81

旧 P 522

旧 ．P 575 、
柱痕径 15

旧 S F 527

旧 P 574

旧 P 523

旧 P 573

旧 P 505

旧 P 506

旧 P 512

旧 P 555

旧 P 553

旧 P 5 11 、
柱痕径 18

P 4057

P 4058

鍵穴形

不整形

50

66 ．

39

51

6 ．47

6 ．36

旧 P 514 、
段

柱痕径 14

P 4021

P 402 2

P 402 3

P 402 4

P 4025

P 4026

P 4027

P 4028

P 4029

P 4030

P 403 1

P 4032

P 4033

P 4034

楕円形

不整形

楕円形

方形

円形

楕円形

方形

長方形

円形

長方形

長方形

長方形

長方形

長 方形

35

93

60

23

22

27

26

（36）

（30）

36

58

（45）

49

62

2 7

34

4 1

22

2 1

（20 ）

24

29

27

29

32

38

40

48

6 ．92

6 ．37

6 ．96

6 ．91

6 ．94

6 ．92

6 ．45

6 ．71

6 ．95

6 ．82

6 ．61

6 ．63

6 ．24

6 ．29

P 4059

P 4060

P 4061

P 4062

P 4063

P 4064

P 4065

P 4066

P 4067

P 4068

P 4069

P 4070

P 4071

P 4072

鍵穴形

楕 円形

楕 円形

楕 円形

円形

円形

長方形

円形

鍵穴形

楕 円形

楕 円形

楕 円形

長方形

方形

71

45

31

30

18

18

81

20

71

4 4

4 6

19

16

34

40

25

25

18

17

40

19

31

37

42

17

26

16

6 ．38

6 ．36

6 ．57

6 ．59

6 ．75

6 ．65

6 ．32

6 ．62

6 ．15

6 ．39

6 ．54

6 ．48

6 ．44

6 ．22

旧 P 556 、
段

旧 P 508

旧 P 568

旧 P 509

旧 P 551

旧 P 510

旧 P 550

旧 P 565

旧 P 526

P 4035 楕円形 81 46 6 ．37 旧 P 554 P 4073 円癖 2 3 22 6 ．09

P 4036 楕円形 66 42 6 ．18 旧 P 513 P 4074 楕 円形 28 22 6 ．25

P 4037 長方形 60 41 6 ．24 旧 P 571 P 4075 円形 3 0 29 6 ．24

P 4038 円形 21 21 6 ．58 柱痕径 13 P 4076 楕 円形 55 44 6 ．15

P 4039 円形 18 17 6 ．78 旧 P 4 H

旧 P 572

旧 P 507

旧 P 570

旧 P 552

旧 P 513

P 4077 長方形 37 30 5 ．95 旧 P 563

P 4040 円形 26 24 6 ．77 P 4078 方形 25 24 6 ．26 旧 P 562

旧 P 566

P 4041 円形 31 31 6 ．77 P 4079 方形 29 27 6 ．11

P 4042 円形 32 30 6 ．70 P 4080 楕円形 27 22 6 ．38

P 4043 楕 円形 50 43 6 ．63 P 4081 円形 39 37 6 ．03 旧 P 564

旧 P 523 、
柱痕径 16

旧 P 561 、
土坑 ？

旧 P 559 、
小穴重複 ？

P 4044 楕 円形 27 23 6 ．72 P 408 2 楕円形 53 （42 ） 6．29

P 4045 楕 円形 （42） 20 6 ．51 P 408 3 楕円形 （77） 55 6 ．27

P 4046 円形 24 24 6 ．42 P 408 4 楕円形 18 15 6 ．32

P 4047 楕円形 28 20 6 ．49 P 408 5 方形 ？ 30 － 6．31

P 4048

P 4049

P 405 0

P 405 1

P 4052

楕 円形

楕円形

楕円形

円形

楕円形

36

47

31

28

30

31

32

2 8

2 7

22

6 ．62

6 ．14

6 ．64

6 ．70

6 ．70

P 408 6

P 408 7

P 4088

P 4089

楕円形

楕円形

楕円形

楕円形

（32）

（42）

34

（31）

（22）

27

30

24

6 ．24

6 ．40

6 ．36

6 ．41

P 4053 楕円形 20 16 6 ．47 P 4090 楕円形 176 （63） 6．13

P 4054

P 4055

P 4056

円形

楕円形

楕円形

19

（39）

28

18

30

24

6 ．58

6 ．69

6 ．73

P 409 1

P 4092

方形 26

93

25 6 ．20

6 ．14
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表－9　小穴観察表（5）

底面高は標高値（m）、その他はcm、（）は推定値

小　 穴
番　 号

形　 態
大 きさ 底

重

商

備　　 考
小　 穴
番　 号

形　 態
大 きさ 底

面
高

備　　 考
長径 短径長径 短径

P 4093 楕円形 60 55 5 ．75 旧 P 525

旧 P 548 、
段

P 4129 方形 3 2 32 6 ．11

旧 P 557

小穴重複 ？

旧 P 528 、
段

旧 P 531

P 4094 楕円形 84 38 5 ．80 P 4130 円形 18 16 6 ．15

P 4095 楕円形 89 58 6 ．18
P 4 131

P 4 132

長 方形

円形

27

25

22

24

6 ．14

6 ．18

P 4096 不定形 80 56 6 ．03
旧 P 540 、
段 P 4 133 円形 23 22 6 ．15

P 4097

P 4098

P 4099

P 4100

P 4101

P 4102

P 4103

P 4104

楕 円形

円形

円形

円形

円形

円形

円形

円形

42

30

3 1

29

32

24

3 4

50

35

29

30

27

32

24

31

48

6 ．20

6 ．15

6 ．22

6 ．13

6 ．03

6 ．37

6 ．13

6 ．14

旧 P 524

旧 P 527

旧 P 538

旧 P 542

旧 P 558

旧 P 560

旧 P 539

P 4 134

P 4135

P 4136

P 4137

P 4138

P 4139

P 4140

P 4141

不整形

楕円形

円形

楕円形

楕 円形

円形

楕 円形

円形

82

46

19

32

51

17

32

23

66

15

19

28

32

16

23

23

6 ．03

5 ．99

6 ．08

6 ．02

6 ．18

6 ．29

6 ．20

6 ．13

P 4 105 円形 32 31 6 ．16 P 4142 楕 円形 49 35 6 ．03

P 4 106 － － － 6．31
P 4143 楕 円形 39 31 6 ．24

P 4 107 円形 27 ‘26 6 ．28
P 4144 楕 円形 44 35 6 ．19

P 4 108 円形 39 37 6 ．09
P 4145 楕円形 41 35 6 ．17

旧 P 529 、

P 4 109 楕円形 33 28 6 ．27 旧 P 5 43 柱痕径 17

旧 P 530

P 4 110

P 4 111

方形

長方形

42

26

4 1

13

6 ．20

6 ．23

旧 P 5 49 、
柱痕径 15

旧 P 537

旧 P 541 、
基礎石

旧 P 545

旧 P 544 、
段

P 4146

P 4 147

P 4 148

円形

方形

方形

25

24

66

25

22

60

6 ．27

6 ．21

6 ．00

P 4 112 長方形 － 6 1 6 ．31
P 4 149 長方形 70 53 5 ．83 柱痕径 17

P 4 113

P 4114

円形

楕 円形

（34）

31

33

27

6 ．22

6 ．29
P 4150 長方形 72 57 5 ．91

柱痕 径 11、
段

P 4115 楕 円形 （30） （28） 6．42 P 4151 長方形 61 53 5 ．92 柱痕径 18

P 4116 長方形 55 41 6 ．14 P 4152 方形 57 52 ・ 5．86
旧 P 532 、
基礎 石

旧 P 577 、
柱痕 径 11

旧 P 576

旧 P 534

P 3 148 、 旧
P 4 54

旧 P 533

P 4117 長方形 （28） 24 6 ．30 P 4153 楕 円形 30 22 5 ．99

P 4118 方形 22 21 6 ．36 P 4154 円形 21 16 6 ．08

P 4119

P 4120

P 4121

円形

円形

楕 円形

36

26

52

32

25

42

6 ．18

6 ．34

6 ．12

P 4155

P 4156

P 4157

方形

円形

方形

30

26

40

28

25

38

6 ．14

6 ．07

6 ．12

P 4122 円形 24 23 6 ．35 旧 P 546 P 4158 長方形 （64） 42 6 ．05

P 4123 円形 26 26 6 ．19 旧 P 547 P 4159 楕円形 （53） （47） 5．94

P 4124 方形 36 32 6 ．12 旧 P 578 P 4160 楕円形 44 39 6 ．05

P 4125 円形 26 26 5 ．93 P 4 16 1 楕円形 42 38 6 ．26

P 4126

P 4127

P 4128

方形

長方形 ？

方形

20

38

23

20

23

6 ．19

5 ．97

6 ．21

P 4 162

P 4 163

P 4 164

円形

円形

円形

21

25

12

19

24

12

6 ．38

6 ．10

6 ．30
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第1調査面遺構平面図
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第5図　第2調査面遺構平面図（1）
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第7図　第3調査面遺構平面図（1）
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第8図　第3調査面遺構平面図（2）
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第g図　第3調査面遺構平面図（3）
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第10図 第4調査面遺構平面図（1）
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第11図　第4調査面遺構平面図（2）
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第12図　東西土層模式図（1）
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第13図　東西土層模式図（2）
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第14図　SD407～409・412、SF414遺物出土状況図
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第15図　SD413～416、SF416遺物出土状況図
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1．灰褐色粘土層（黄褐色土粒子多い）

2．暗灰褐色粘土層（黄褐色土粒子多い）

3．暗褐色粘土層（中位に炭化物集中）

4．黄褐色粘土層（大粒の炭化物含む）

5．暗褐色粘土層（炭化物多量）

6．暗褐色粘土層（炭化物多い）

7．暗黄褐色粘土層（大粒の炭化物含む）

8．淡黄褐色粘土層
＊1～7層には大粒の炭化物が比較的多く

含まれている。



第16図　SD420、SF404・418・419遺物出土状況図
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SX301東側

第17回　SX301・301東側・302、SF403遺物出土状況図
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第18図　SD212・301・302・310下層、SX201遺物出土状況図
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1．淡黄褐色粘土層（炭化物粒子多い）

2．暗黄褐色粘土層

3．暗黄褐色粘土層（炭化物粒子多い）

4．暗黄褐色粘土層（灰白色粘土ブロック多い）

5．時黄褐色粘土層（灰白色粘土多い）

6．暗黄褐色粘土層

7．青灰色粘土層

8．黄褐色粘土層（土器片や炭化物粒子多い）

9．暗黄褐色粘土層（灰白色粘土ブロック多い）

用．暗黄褐色粘土層（灰白色粘土ブロック・

土器片や炭化物粒子多い）

11．黄褐色粘土層

12．青灰色粘土層順をふくむ）
＊1～6．7～1個は管鉄発達

第19図　SEl・G、SDlO2遺物出土状況図
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第4章　出土した遺物

出土遺物は、実測・拓影図を第20～48図に掲載し、詳細については表－10～24に示しているため、こ

こでは、主な遺物について、弥生時代から時代を迫って述べる。

第1節　弥生～古墳時代前期の土器

今回の調査で出土した最古の土器には、第41図－11のような弥生時代中期の土器片が微量ではあるが

出土しており、遺構は確認されていないが、当遺跡において稲作農耕が開始されたのは、その時期以前

と考えても良いのではないかと思われる。

出土した土器の約8割が弥生時代後期の土器で、第20～41図に掲載した土器の多くが後期に属するも

のである。

当地域における弥生～古墳時代前期の土器編年は確立されていない。今回の調査では編年を組むだけ

の資料に恵まれなかったこともあり、既成の編年を応用して簡単にまとめてみたい。西遠江地域は巨視

的にみれば、伊勢湾沿岸地域の土器とかなり共通点があり、1つの分布圏として捉える考え方もある（鈴

木敏1987）。器種組成や細部の技術的な相違はあるが、形態や製作技術は、基本的には伊勢湾沿岸地域と

共通しており、従来の山中式一欠山式一元屋敷式（大参1968）という呼称を用いる。従来の編年につい

ては、様々な批判（加納・都築1984他）があり、新たな様式論的編年案（赤塚1990）も提出されている

が、ここでは、段階論的・系統論的な考え方で、従来の呼称を用いる。そして、尾張地域の土器の変遷

を念頭に置いた、西遠江地域の編年案（鈴木1991、久野1991）を参考に、各段階内での時間軸の問題に

ついてふれてみたい。

弥生時代後期から古墳時代前期にかけては、S字肇の多量出土だけでなく、神奈川県神崎遺跡、東京

都下戸塚遺跡、山梨県住吉遺跡など弥生時代後期の東海系土器がその分布圏外から多量に出土する例が

報告されており（東海埋蔵文化財研究会1991）、この時期は土器の移動が激しく、各遺跡（地域）単位で、

使用された土器が異なる場合が想定される。外来系土器の質的、量的問題や土器の製作技術に関する情

報の流れなどを考える上では、各遺跡出土土器の差別化を図り、それらを時空的問題に還元しながら考

えてみることも必要であろうと思われる。

当遺跡で、比較的まとまって多くの土器が出土した遺構には、SF404・418・419、SD412・413～416、

SX302などがあり、これらを中心に気付いた点を列記してみたいと思う。

SF404（第21～22図）からは、壷は口緑部が直線的に開くものと内攣しているものがある。賓は胴部

が張るものとそうでないものがあり、胴部が張るものは口緑部の内外面を横ナデしている。賓部と台部

の接合部に粘土紐を巻いたものも存在する。高塚には口緑部が外反するものと内攣するものがあり、脚

部は高いものと低いものがあり、裾部は外反するもの、直線的なもの、内攣するものがある。

SF404は山中式段階と欠山式段階の土器が混在しているようである。

SF418・419は、当初1つの遺構として調査したため、第26～30図に示したものはどちらの土坑に帰属

するかは不明な土器がある。しかし、調査面積からすると、ほとんどの土器はSF418出土資料と考えて

良く、明らかにSF419出土のものは、第26図－8～10、第27図一3、第28図－6、第30図一2・4・9

である。これらは、賓の口縁部にキザミがなく、内外面横ナデされているものがあり、SF418よりは後

出的である。第30図－4の高塚は胎土が精選され、接合部が厚く、異質である。

SF418からは、欠山式段階の中葉の土器がまとまって出土している。壷は複合口緑、折り返し口緑、
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内攣した単純口縁があり、胴部は下膨れ形を成すものが多い。複合口縁では、口緑部外面に櫛刺突文を

施すものや棒状浮文や凸帯を巡らすもの（第26図－3）がある。肩部の文様は、櫛描横線文と櫛刺突文

が交互に施文されている例が多い。賓には、口緑部が「く」字状に開くものと直立的に立ち上がるもの

があり、両者共にキザミがあり、横ナデされるものもある。胴部は長胴のものと球胴のものがある。変

わった例として、焼成前に乾燥時のひび割れを補強したもの（第29図－3）も出土している。高塚は、

杯部が深く内攣気味に開くもので、口唇部は面取りされている。脚部も内攣しているが、直線的に開く

ものもある。その他、皿が1点出土した。

SF418・419からは、賓に口緑部が短く直立気味に立ち上がる例が比較的多く出土している。SF418の

時期には、受口肇（S字聾を含む）が存在しても良いのであるが、都田川流域ではわずかな受口状の磐

が認められる程度である。沿岸部では、中村遺跡（後藤1990）、大平遺跡（鈴木1992）や山の神遺跡（佐

藤1989）で、太田川流域では土橋遺跡（永井1985）などから比較的多く出土しており、受口賓を採用し

た集団とそうでない集団とがあるようである。

SD412の下層からは、大型の壷（第31図－1）が出土した。胎土や色調から搬入晶と考えられ、菊川

式土器の中でも、口緑部や肩部の文様に古い要素が多い。その他の土器（第31～35図）は、全て上層か

ら出土している。

壷には、口緑部が直線的もしくは外反気味に開く例が多く、胴部は下膨れ形もしくは球形を成し肩部

の文様には、櫛描横線文と波状文や刺突文が交互に施文される例、櫛刺突文や縄文が施文される例があ

り、菊川式系統の櫛刺突文や縄文が施文された土器の外面調整には、パケメ痕を残すものが多い。なお、

第33図－3は搬入晶と思われる。

賓には、比較的大型のものが目立ち、口緑部は直立気味に開く例（第33図一5・6）もあるが、ほと

んどは「く」字状に開き、胴部は球形を成す。

高塚は、脚部が外反気味に開き、口緑部が外反するものと直線的に開くものがある。その他、小型の

壷も出土している。

上層遺物は、高塚からすると山中式段階であり、壷には球形胴のものも多く、従来欠山式段階とされ

てきたものが共伴している。

SD413～416は、基本的には方形周溝墓に伴う土器と考えられ（第36～39図上段）、欠山式段階の土器

が多い。壷は様々であり、SD414からは肩部に櫛刺突文を有する凸帯が巡る例が多く出土し、その他、

特徴的なものとして、二重口緑のもの（第37図－2）、小型例や広頸の短口緑例（第37図－4・5、第38

図－9、第39図－1・2）が多く出土している。中には、焼成後穿孔されている例（第38図－7、第39

図－2）もある。賓には「く」字状口緑で口唇部はキザまれ、内外面横ナデされているものが多く、胴

部内面をへラケケズリしているもの（第36図－3）もある。高塚は欠山式段階の例が多い。その他、片

口（第37図－9）も出土している。

SX302からは、元屋敷式段階の土器が出土している（第42・43図）。壷には二重口緑のものと口緑部が

水平に開くものがある。聾は口緑部が「く」字状に開くものが多いが、大型例は口緑部が直立気味に立

ち上がっている（第43図－4・7）。平底賓で、底部をへラケズリしているもの（第43図－9）もある。

S字賓のC類（赤塚　前掲書）も出土している。高塚は、埠部がやや深いものと椀状の杯部を有する小

型高塚も出土している。

S字賓の拡散の背景には、人的移動（高橋1985）を考慮する必要性もあるが、S字聾自体に単なる煮

沸の用途だけでなく、古墳祭式を始めとする祭祀行為にとって必要不可欠であったため、そこには別種

の価値が付加され、広域に伝播したものと考えられている。

SX302は、東側に敷石状の遺構があり、S字賓はわずかであるが、紡錘車などの出土も含めて、祭祀
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と関連するのかもしれない。

ここで、比較的多く土器を出土した遺構の器種組成についてみてみたい。個体の識別については、高

杯、台付肇と器台は脚もしくは台部の接合部で、壷、平底聾、鉢、皿、片口iま底部で行い、破片の残存

率が100％になったものを1個体と計算している。器種の識別のつかない底部は、壷類として一括してい

る。

SF404　　高塚23％（6．5個）

SF418　　高塚25％（12個）

皿2％（1個）

SD412　　高塚23％（15個）

SD413・4　高塚25％（13個）

片口2％（1個）

SD415

SD416　　高塚13％（1個）

SX302　　高塚13％（4個）

台付賓32％（9個）

台付婆35％（17個）

台付賓43％（28個）

台付賓22％（11個）

台付肇13％（1個）

台付賓25％（2個）

台付聾34％（11個）

鉢3％（1個）　　　器台6％（2個）

壷類34％（9．5個）　小壷11％（3個）

壷類37％（18個）　小壷1％（0．25個）

壷類26％（17個）　　小壷8％（5個）

壷類43％（22個）　小壷8％（4個）

壷類63％（5個）　小壷25％（2個）

壷類63％（5個）

壷類28％（9個）　小壷13％（4個）

平底賓3％（1個）

SD413～416の方形周溝墓では壷類の比率が高い。山中・欠山式段階では高塚が25％前後であるが、元

屋敷式段階では13％と低率である。また、元屋敷式段階は台付賓が34％と他器種と比較すると高率のま

まである。

土器が多量にまとまって出土した遺構は以上のようであるが、これらの他に特徴的なものとして、菊

川式土器が比較的多く出土している。第23図－3、第26図－5、第31図－1、第33図－3、第38図－6、

第42図－4などで、壷と高塀がある。第31図－1、第33図－3、第42図－3は胎土や色調から搬入晶の

可能性がある。

都田川流域からは、菊川式の壷や高塚が少量ではあるが出土し、川久保船渡遺跡（栗原1993）では、

土器棺として利用されている状況からすると、単なる物資の移動によるものとは考えられない。しかし、

多くの壷に認められる菊川式の影響は、壷自体の移動が、頻繁にあったことによるものとも考えられる。
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2．大参義一「弥生土器から土師器へ」『名古屋大学文学部研究論集』ⅩLv11

3．加納俊介・都築みどり「愛知県」『古墳時代土器の研究』1984　古墳時代研究会
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委員会
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第2節　平安～江戸時代の土器

古墳時代後期～奈良時代の遺物も微量出土している。その多くは包含層からの出土で、明確に遺構に

伴う遺物は出土していない。

平安時代前期の遺物もほとんど出土していない。包含層から尾張産の黒笹14号窯式の灰粕陶器（第46

図－23）などが出土している。

平安時代後半の遺物には、第45図－2・10・13、第46図－4・5・18・26などがある。折戸53号窯式～

百代寺窯式段階の灰粕陶器や11世紀後半～12世紀初頭の玉線状口緑の白磁碗（26）が破片であるが、わ

ずかに出土している。その他、SX201から比較的まとまった資料（第44図－1～14）が出土している。

1～7・13が灰粕陶器で、椀の口唇部は外側へ引き出され、高台の断面形態は三角形、三日月形、矩形

など様々であるが、およそ折戸53号窯式の新しい段階に位置付けられるものと考えられる。軟質のもの

が多く、底部は厚く、内面の重ね焼き部分が灰色を呈しているものが多く、距離的な関係も考慮すると

浜北産と考えられる。8～12・14は土師器で、11・12は高台付皿で、灰粕陶器の皿を模倣しているもの

と思われるが、高台はかなり高い。

中世の遺物は比較的多く出土した（第44図下段、第45・46図）が、多量に遺構内からまとまって出土

した例がなく、ここでは、まとめて概要を説明する。

山茶碗は比較的多く出土しており、大アラコ窯式段階から所謂潰れ高台のものまでが出土している0

第45図－18は大アラコ窯式段階のもので、高台の断面形態は略台形で、やや「ハ」字状に開き、灰粕三

方漬け掛けで、へラによる輪花が認められる。第45図－20の渥美産の大型鉢と共伴した。第45図－21は

体部が直線的で、高台が小さい尾張系のもので、同一遺構内より、底部が広く、口唇部を面取りした尾

張系の小皿も出土している。

山茶碗の産地については、不明な点も多いが、その形態や胎土などからすると、渥美・湖西系のもの

が多いと考えられ、年代は12世紀中頃から13世紀代のものが出土している。

古瀬戸は、卸皿、緑粕小皿、平碗や措鉢などが出土している。SD210からは、卸皿と緑粕小皿が出土

した。後期後半のもので、羽釜（第44図－18・19）が伴出している。第46図－22も同様の緑粕小皿であ

る。平椀には、第45図－16、第46図－25があり、25は体部にやや丸味を残しているが、高台脇は深く削

り込まれており、後期の中頃の所産であろう。16は口緑部が肥厚しており、後出的である。措鉢には、

第46図－10・11があり、おそらく同一個体であろう。内外面には、鉄粕が掛けられ、口緑部は内側に肥

厚しており、後期末のものであろう。

古瀬戸は後期でも後半のものが主体で、15世紀代の所産のものが多い。

第45図－12、第46図－8・14・17は断面形態が黒褐色で、初山窯の製品の可能性が高い。12は焼き歪

みが大きく、8は底部を削り込んでいる内剥がしの丸皿、17は窯道具の匝鉢である。

初山窯の製品は大窯Ⅱ期段階に位置付けられ、16世紀の後半のものとされている。

第46図－14・15は素焼きの小皿である。

第46図－20は白磁皿で、高台は小さく削り出された輪状高台で、体部は内題する。15世紀代の所産で

あろう。第46図－24は青磁椀である。

その他、尾張産の三筋壷（第45図－5）、渥美産の襲（第46図－16）や伊勢型鍋（第44図－17）、内耳

鍋（第46図－27）、かわらけ（第46図－3・12）なども出土している。

出土遺物が少なく、量的保証はないが、14世紀代の遺物が相対的に少ないようである。
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第3節　石製・土製・金属製品

土器以外の主な出土遺物として、石製・土製・金属製晶がある。

第47図－1・2、第48図－1・2は砥石である。第47図－1はSD414の最下層から出土した（第15図）。

材質は砂岩で、表裏面と直線的な1側面に使用痕があり、研磨面は平坦で、側面は一部自然画を残すが、

ほとんどは割れている。大きさは、35．1×22．7×6．0cmで、かなり大型である。第47図－2はSD422から

出土した。材質は砂岩で、表面の一部に平坦な使用痕があり、裏面と1側面に自然画が残るが、他は割

れている。大きさは、11．9×11．3×4．5cmである。第48図－1は、P4060の南西部の落ち込みから出土し

た。材質は砂岩で、表裏面と直線的な1側面に平坦な使用痕があり、残りの側面は割れている。大きさ

は、10．4×6．2×2．4cmである。第48図q2はSD307から出土した。材質は撤密な白色の凝灰岩で、形態

は柱状で、両先端部と裏面が割れているが、その他の面には、使用痕が認められる。大きさは、5．9×2．1×

1．7cmである。第47図－1・2と第48図－1は弥生時代後期のもので、第48図－2は中世のものであろう。

第48図－3・4は紡錘車で、3は石製、4は土製である。3はSX301の上層から出土したもの（第17図

上段）で、表裏面ともよく研磨されており、細かな擦痕が認められる。周縁部は自然画が残り、材質は

赤色チャートである。大きさは直径が4．0cmで、厚さは0．7cmである。中央部は表裏面両方向から穿孔さ

れており、孔径は0．8cmである。4はSF413から出土したもの（第14図上段）で、大きさは4．8×4．5×1．3cm

である。3は古墳時代前期、4は弥生時代後期のものである。

第48図－5は土玉で、SF403から出土した。ソロバン玉状を成し、直径と厚さが約2cmで、中央部に

は0．3cmの穿孔がある。弥生時代後期のものである。

第48図6～15は包含層や各遺構などから出土した土錘である。土錘はこれらの他にも多量に出土して

いるが、できるだけ形態の異なる、残りの良い資料を図示した。時期は平安時代以降のものが多いと考

えられる。大きさは、6が3．8×0．9cm、7が4．5×1．7cm、8が5．0×1．5cm、9が4．7×1．0cm、10が5．4×

1．5cm、11が5．3×1．5cm、12が4．6×1．4cm、14が4．0×1．4cm、14が4．1×1．4cm、15が4．5×1．0cmで、長さ

は5cm前後、太さは1．5cm前後である。

第48図－16～18は鉄製品で、全て小穴から出土している。16はP4002から、17はP4010から、18はP

4100から出土したものである。形態は、16が刀子状が、18が地状を成している。16と18はかなり深い小

穴から出土しており、弥生時代後期から古墳時代前期に属するものと考えられるが、17は浅い小穴から

であり、雁又形の鉄鉄と仮定するとかなり新しいものとなる。こうした鉄製品の小穴からの出土は、建

物の建造に際して、何らかの祭祀的な行為に関連するものであるかもしれない。

第48図－19はSX301の下から出土した鋼鉄である（第17図上段）。ただし、遺構に伴うものではなく、

山中式段階の台付聾や高塚の破片と共に出土した。鏑は不明瞭で、翼端部は丸く、あまり丁寧に仕上げ

られていない。

この他、洪武通質や寛永通質などの銅銭も少量出土している（図版28－128）。
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表－10　出土土器観察表（1）

計測値の単位はcm

挿 図 番 号
写 真 番 号
出 土 遺 構

器

種

計　 預け　値
（ ）内 は
推　 定　 値

形 態 の 特 徴 文 様 ・調 整 の 特 徴
色　　　　 調
胎　　　　 土

備　　　　 考

2 0－1 士宜夏 口7 ．5

口 （2 3 ．7）

上ヒ校的4＼型、口緑 は短 口緑部内外面横 ナデ、月同部外面 黄 寸登色 ／ 白 ○ 月風上半 1 ／ 2 粛 字

S F 4 0 3 く夕日支・口唇曹βは丸 く、
月同部 は長月同

は縦位 ・斜位パ ケメ、′内面 は横
位ナデ

黒 〇 才登◎ 赤 △ 胎 土 精 選

2 0－2 肇 口緑部は直立安覗未に立 口唇部 はパケ粧 E皐によるキザ 黄 褐 色 ／ 精 選 破 片

S F 4 0 3 ち、口唇部はノ＼ケ状エ ミ、口緑部夕価 参圧立パケメ、他内
」上．＿

白 ◎ オ登△ 黒 ○

一＿＿t．ロ同

具 による面取 り 外面横位ノ＼ケ メ

口緑 ・襟 β1 ／ 22 0－3 J不吾βは内彗頸覗未に開き、口緑部外面 に櫛描波状文、j不吉β 貴 司登色

S F 4 0 3

2 0－4

j不

高

高 2 1．9

裾 （16 ．4）

口緑部で外反、口唇部
は面取 り、裾部は外反
して開 き、端倍βは月巴厚

タト面は余圧立ノ＼ケメ－雑な ミガキ、
内面は ミガキ（左－右J順）、脚部
に三方透 し、外面 はパケメ－ ミ・
ガキ、内面 は横位ナデ ・パ ケメ

白 △ オ登◎ 黒 ◎

黄 オ登色

欠 損

J不吉β1 ／　 5 残 存口 （1 5 ．9） 上ヒ校的4、型で、J不苦βは j不吉βタト面は余ト位パケメー樹 立ミ

S F 4 0 3 j不 浅 く、口唇吾β面取 り ガ キ 白 ◎ 寸登◎ 黒 ◎

2 0－5 ．・．・．ljL＿＿h口同 口 （2 3 ．7） 口緑部は脚 に開き、口唇吾β外面 は横 ナデ、口緑部内 黄 寸登色 量不吉β1 ／　 4 残 存

S F 4 0 3 j不 口唇部 は面取 り タト面は樹 立パケメー樹 立ミガキ 自 ◎ 寸登◎ 黒 ○

2 0－6 賓

ロ同

口 14 ．1 口緑君田ま短 く商工乙責覗未 口唇部 はパケ状 ＝E具によるキザ 黄 褐 色 月岡吾軋ヒ半 1 ／ 2 残

2 1－6 3
S F 4 0 6

大 17 ．4

口 （1 9 ．6）

口 （1 5 ．1）

に立 ち、パケ状工具に
よる面取 り、月岡吾郎ま球
形

ミ、口頼経耶外面は横 ナデ、内面 は
横位パケメ（右一左J情）、月同部外
面 は斜位パケメ、．内面 は横位へ
ラナデ （右一左Jl瞑）

自 ○ 黒 ○ 砂 ◎

黄 オ登色

存

口緑 ・襟 lト一書隣2 0－7 J不部 は深 く、口経書βは 葺不部 の内外面は斜位 ミガ．キ、端

2 1－6 4
S F 4 0 6

j不 内攣気味 に開き、口唇
苦βは尖る、脚苦βの開き
は直線 的

吾βは横ナデ、脚部外面 は縦位 ミ
ガキ、内面 は縦位へラナデ

白 ○ オ登◎ 黒 ○ 存

2 0－8 士宜亘

′

口癖培βは肩苦βから夕版 口唇部内外面横 ナデ、口緑部内 黄 樺 色 ／ 精 選 口編培『1 ／ 2 殉 字

S F 4 0 7 気味 に開き、端壬部 は折 外面は磨滅 しているカゞパケメ、 橙 ○ 畢 △ 石 ○

襲

肇

口 （2 2 ．0）

・‘口 （1 7 ．0）

り返 し 屑部内面 に手旨頭痕

月岡吾軋ヒ半 1 ／ 4 残2 0－9 口緑部は「く」字当犬に開 ・口唇君田ま幅i広のキザ ミ、口緑部 黄 褐 色

2 1－6 5
S F 4 0 7

き、端部は酉謂文り、月榔
離 至はやや」ゴ立にあ

は内外面横ナデ、月同部外面 は横
位パケメ、内面 はナデ状の横位

白 ○ 樟 ◎ 黒 ◎ 存

り、やや長月同 パケメ （右－左Jl瞑）

黄 橙 色 口 緑 吉日1 ／　 22 0－1 0 口緑部は「く」等司犬に開 口緑吉日内外面は横ナデ、磨滅カゞ

S F 4 0 7 き、端部は尖 る、月脚 は
球形 ？

著しいカ瑚同部外面は樹 立ノ＼ケメ 自 ◎ 大 オ登◎ 黒 △ 肩 書β1 ／　 6 残 存

2 1－1 士宜亘

士重富

口 （1 1 ．0） 口緑部は房だ粥から直立 口緑部内外面は縦位 ミガキ、月同 畠 オ登色 2　／　 3 欠 損

、口 緑 吾β1 ／　 3

2 0－5 7
S F 4 0 4

2 1 －2

器 2 1 ．9
底 （5 ．4）
大 1 8．．9

気味 に立ち上カゞ り、口
唇部 は面取 り、肩部 は
なだらカゝて瑠岡引碩蛸 至
は下位にある、底部 は

部外面は横位 ミガキ、内面 は横
位へラナデ、肩部内面 には手旨頭
痕

白 △ オ登△ 黒 ◎

黄 寸登色口 （9 ．4）

不安定

上ヒ校的4、型で、口繹普β 口緑部内外 はパケメ一棟 ナデ、

S F 4 0 4 は「く」二手状 に開き、口
唇部 は面取 り

肩部外面 はパケメーへラナデ、
内面は指頭痕

白 ◎ 黒 △ 肩 書β2　／　 3 残 存

2 1－3 士宜亘

士宜互

口 （8 ．9）

口 （1 9 ．2）

上ヒ校的4、型で、肩書βは 口綾部に浮文 （推定 2 ヶ所）、内 黄 オ登色 口鮮 β1 ／ 2 粛 字

口綿密β1 ／ 6 蹄 字

S F 4 0 4 張 り、口緑部は内攣気
味に開き、口唇吾βは面
取 り

口緑部は内観 未に大

外耐 黄ナデ、屑部タト面パケメ、内
面手旨頭痕

白 ○ 黒 ∠ゝ 石欒○

2 1－4 口繹普β夕価 は上位に参拝立ノヽケメ、黄 オ登色

S F 4 04 きく開き、端部 は面取 下位 と内面 は縦位 ミガキ、空白部 白 ◎ 樫 △ 黒 △

士宣E 口 （2 0 ．2）

り に凸帯

口繹君β1 ／ 6 粛 軍2 1－5 口掃宕酎ま「く」与司犬に開 口唇部に櫛葬り突文、口緑書け外面 黄 寸登色

S F 4 04 き、端培酎ま月巴厚 してや は斜位パケメ、内面 は横位ノ→ケ
LU　　　　　　　　　　　　　　　　　　－1ト

白 ◎ 黒 ◎

士宣宣 口 （2 2 ．0）

口 （2 5 ．7）

や内攣、面取 り メ、端部 は横ナフ「

口編培β1 ／ 6 賄 字2 1－6 口締君田ま夕版 安覗未に開 口唇部は櫛葬り突文、口緑苦β外面 黄 寸登色

S F 4 04 き、端部 は折 り返 し は斜位 ・横位ノ＼ケメ、内面は横
位ノ＼ケメー ミガキ

白 ◎ 黒 △　 精 選

2 1－7 皇室亘 口唇吾βは面取 り
、、

口緑部外面に凸帯、内面 はパケ 蓑細別曳／白△票 △ 破 片

S F 4 0 4 メ、端部 は横 ナデ 大 オ登△ 石欒◎

2 1－8 士雲：E 上ヒ校的大型で、口緑部 口緑君田こ4本－単位の樺埴 字：丈、黄 オ登色 口縛宕β1 ／ 6 賄 字

S F 4 0 4 は受け口状 を呈 し、口 内外面はノ＼ケメ、外面は翼亘－口 オ登◎ 黒 ○　 精 選

鉢

・＝ゴ＝ご・宜E

口 （1 2 ．0）

唇吾βは面取 り 緑吾馴屑、内面は右一左J憤

口掃き、′月同部 1／ 32 1－9 ま不吾βカゞ広 く、口緑部 は タト面はおよそ3段の縦位 ミガキ、黄 樺 色

2 0－58
S F 4 0 4

2 1 －1 0

高 1 5 ．0
大 1 5 ．6
底 6 ．5

短 く直立責印未に立ち上
カゞ り、口唇部は面取 り、
月開 削 至は中位にあ
り、弓弓い稜をもつ、底吾β

下段の ミガ．キは左一右J情、内面
は磨滅により不明、底部 は木葉
痕の上 を ミガキ

白 ◎ オ登○ 黒 ○

貴 司登色

欠 損

月同一∵虚語β1 ／ 3 残大 （1 2 ．9）

は凹底

月同部はソロノヾンヨ三状を 月同書β外面 は縦位 ・斜位 ミガキ、

S F 4 0 4 底 （5 ．8） 呈 しこ肩苫βカゞ張る、底部
は平底

内面 は斜位 ・横位ノ＼ケメ（右－
左Jl瞑）

黒 ◎ 石 ◎ 存

2 1－1 1 士宜亘 口 （1 1 ．3） 口繹培即ま内攣総和未に開 口唇部外面にへラ葬り突司オ状文、 黄裾髭已／白△樽∠ゝ 口鮮 β1 ／ 4 掬 字

S F ・4 0 4 き、端部 に丸昧 口縁部内外面 は縦位 ミガキ 黒 ◎　 精 選

2 1－12
S F 4 0 4

2 1－13

士宜E 底 2 ．3 底吾βは丸 く、凹底 底吾β内面 に手旨頭痕 黄 橙 色

白 （喜）黒 △

黄 橙 色

底 苦βの み 残 存

聾 口 （1 6 ．8 ） 口緑部は磋巨正真覗未に開 口唇吾βはへラによるキザミ、内 口馴 同部 1／ 4

S F 4 0 4 大 （1 7 ．6 ） き、口唇部 はノ＼ケ状工
具‘による面取 り

外面 は2 種類のノ＼ケメ、外面 は
斜位、内面は横位 （右一左Jl瞑）

白 （§）礫 ◎ 黒 △ 残 存
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表一日　出土土器観察表（2）

計測値の単位は皿

挿 図 番号
写 真番 号
出土 遺 構

器

種

計　 預け　値
（ ）内 は
推　 定　 値

形 態 の特 徴 文 様 ・調 整 の 特徴 色　　　　 調
胎　　　　 土

備　　　　 考

21－14 肇

肇

聾

襲

高
J不

高
J不

高
J不

高
J不

高
J不

高
J不

高
量不

高
J不

口13 ．0 月同部はやや長月同で、台 口唇部はパケ状二E具によるキザ 黄 褐 色 口肺 β1 ／ 3 と台
21－60
S F 404

21－15

大 16 ．2

底 （7 ．8）

部カゞ付 く、口緑部はく
与司犬に開き、口唇部は
パケ状工具による酉取
り
襲部と朝田の脚 に

ミ、ロ緑部タト面は横ナデ、タト面は
斜位パケメ（右－左刀匠）、内面は
横位パケメ（右－左Jl瞑）、底面は
放射状のパケメ

台部外面は斜位パケメ（左－右

白◎ 黒 ◎

黄 褐 色

部 欠 由

台 吉日残 存
S F 404 粘土紐痕 J順）、内面上半は縦位ナデ、下半

は斜位パケメ
白◎ 寸登◎ 黒 ○

22－1 白 （18 ．5） 肩部カゞ張り、口緑部は 口唇部はパケ粧 E具によるキザ 黄 褐 色 口輝き、′肇詰β1 ／ 2
21－61
S F 404

大 （23 ．1）

口17 ．3

直 之支覗未に立ち上カゞり、
口唇部は面取 り

ミ、口緑部内外面はパケメ－横
ナデ、襲部夕価 は糾 立パケメ、内
面は横位パケメ（右一左J慣）、底

　ヽ　ヽ

白 ○旦　 …、○

黄褐 色

残 存

台 吾β欠 損

j不吉β破 片

22－2 口緑部は「く」寺領犬に開
面は蜘妹の巣状のパケメ

口唇部はパケ状二E具によるキザ
21－59
S F 404

22－3

大 18 ．7

口 （2 4 ．4）

き、口唇部はパケ状二E
具による面取り、聾部
は球形で、台部との接
合部に粘土紐痕

j不部中位に稜をもち、

ミ、内夕価 は2 稲田索のパケメ、外
面は余圧立－縦位パケメ、内面斜
位－横位パケメ（右－左J頃）、底
面は蜘蛛の巣状のパケメ、台部
内外面は斜位パケメ

ロ緑部タト面に8本－卑叫立の聯 苗

白（◎嘔紹誹黒△礫◎

黄褐 色
S F 404 口緑部は大 きく外反 波状文、内面は斜位ミガキ 白△ 黒 ◎

22 －4 裾 （12 ．0） 脚部は直線的に開き、 脚部三方透し、脚部外面は斜位 黄褐 色 脚 部 2　／ 3 残 存
S F 404 裾端苦βは月巴厚 パケメ－縦位ミガキ、内面は斜

位へラナデ 裾部内外面横ナデ
白◎ 橙 ○黒 △

22－5 裾 13 ．9

裾 （12 ．2 ）

裾 （10 ．9）

胴部は中位で折れて直
　ヽ　　日

月印部に三方透し、脚部外面はハ 寸登色 ・脚 吾β残 存

月印書β破 片

属印部 」二半残 存

2 1－62
S F 404

線的に開く、柳 は
月巴厚

ケメ－縦位 ミガキ、内面は」二位
カゞへラナデ、下位は横ナデ

黒 ◎石 ○　 精 選

22－6 裾部は外反

脚部は柱状

月印部に三方透し、中位に櫛描横 黄樟 色
S F 404

22－7

線二丈、脚部外面は縦位パケメ－
縦位ミガキ、内面中位に絞り痕、
下位に横位パケメ

脚部下位に三方透し、」二中下位

白，◎黒 C）　 精 選

黄 樺 色
S F 404

22－8

に櫛描波状文、脚部外面は縦位
や

黒 ◎ 石 ○　 精 選

黄 4登色脚部は直線的睾こ開き、
ミガキ、内面はへラナデ

脚 部 残 存月印部上位に三方透し、脚部外面
S F 404 端部はやや月巴厚 は縦位へラミガキ、内面は斜位

パケメ　裾部内外面は横ナデ
白◎ 大 オ登△ 黒 ◎

22－9 裾 （17 ．0） 裾部は列長軸未に開き、
、　　　　口

裾部外面は縦位 ミガキ、内面は 黄 褐 色　 白△ 橙 裾 吉日1 ／　4 残 存
S F 404 端部は月巴厚 横位ナデ △黒 ◎ 石 C ）

22－10 口 （19 ．3）

裾 （12 ．0）

口緑部は内管して開き、ま不部夕価 は余圧立パケメ・横ナデ 黄 樺 色 珂苛IL E 半 1 ／ 4 残
S F 404 口唇部に内傾面 ー縦位ミガキ、内面は横位パケ

メー斜位 ミガキ
白◎ 樟 ◎ 黒 ○ 存

22－11 高
J不

脚部と坪部の脚 は 脚部上位に三方透し、ま不部と脚 黄 寸登色 珂苛『F 半～胴培軋＿ヒ
S F 404 厚く、J不部下位に弓寿い

稜
部外面は縦位ミガキ、j不部内面
は縦位 ミガキ

自△ 大 寸登◎ 黒 ◎ 半 残 存

22－12 高
J不

士重宝

賓

高
j不

JLヽロ

士重宝

肇

高
J不

裾部はやや内翻 未に 脚部中位に四方透し、脚部外面 オ登色 胴培『下半 1 ／ 3 残
S F 404 開き、端部 はやや月巴厚 は縦位ミガ．キ（左－右J順）、内面

は斜位パケメ（左一右J順）
白C ）黒 C ） 存

23－1 大 （17 ．3） 月脚 は「守立に稜のある 月同部夕価 は糾 立・樹 立へラナデ、黄 褐 色 月同書β1 ／　3 残 存
S F 4 10 無花果形 内面は斜位へラナデ 白△ 寸登○ 黒 ◎

23－2 口23 ．7 口緑部は「く」寺社犬に開 口唇部はへラによる縦長のキザ 黄褐 色 口緑 ～ 月同書β残 存

j不吉β1 ／　4 残 存

1 ／　3 残 存

口緑 ～月岡苦闘琵存

珂苫β1 ／ 2 と祷欝β

22－66
S F 4 10

23－3

大 24 ．9

口 （29 ．2）

上 （7 ．6）

き、口唇部はパケ粧 E
具による面取り、襲部
は浅く、中位に最大径

j不部は直線的に開き、

ミ、口縁部外画は斜位パケメ－
月同部外面は横位パケメ（左－右
方向、右－左Jl瞑）、口緑部内面は
横位パケメ、肩部内面はへラナ
デ（右－左J慣）

口唇部は粗いパケメ、1司精に手旨

自○ 大 橙 △黒 ◎

黄褐 色
22－67
S F 410

口緑部で堰隻をなし、や
や外反して開く、口緑
端部は折り返し

頭痕、J不部内外面は粗い斜位ノ＼
ケメ－横位 ミガキ（左－右J慣）

白◎ オ登◎黒 ◎

23－4 上面はやや凹み、裾部 内外面に手旨頭痕

口緑部外面は余層立パケメ－横ナ

黄褐 色
22－68
S F 410

高5 ．1
底 （9 ．0）

は直線的に開き、端部
は内偵吋に月巴厚

砂 ◎黒 △石 ◎

23－5 口 （12 ．0 ）

口18 ．7

上ヒ校的4 、型で、口緑部 黄オ登色
S F 413 はタ仮知 未に開く朝 屯

口緑
デ、内面は横位 ・縦位へラナデ、
頸苦β内面はパケメ及び手旨頭痕

白◎犬 種 ∠ゝ黒 ◎

23－6 口緑部は「く」割 犬に開 口唇部はパケ状＝E具によるキザ 黄 褐 色
23－79
S F 4 13

大 21 ．7

口 （22 ．5）

き、口唇部はパケ状工
具による面取 り、月同部
は球形

ミ、タト面は余据立パケメ、内面は横
位パケメ（右－左J順）で、月同部内
面は粗いパケメ

白◎

黄 寸登色23－7 坪部は中位に稜をもち、脚部に稲田苗稲瑚廉二丈と葬り突文力領毎
23－80
S F 4 13

口緑部は列反して開く、
口唇部は面取り、月印部
は柱状

文され、三方透しを有し、J不吾『外
面の上位は横ナデ、下位は縦位
へラナデー部分的縦位ミガキ、
内面は縦位 ミガキ（右一左J情）、
脚部内面は縦位 ・横位ナデ

白◎ 黒 ◎ 砂 ◎ 欠 損
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表－12　出土土器観察表（3）

計測値の単位はcm

挿 図 番 号
写 真 番 号
出 土 遺 構

器

種

計　 預け　値

（ ）内 は
推　 定　 値

形 態 の 特 徴 文 様 ・調 整 の 特 徴
色　　　　 調
胎　　　　 土

備　　　　 考

2 3－8 襲

高

大 （2 2 ．4） 台吾βは直線的に開き、 月同書『外面上位は斜位ノ＼ケメ、下 黄 褐 色 台部 と寮 β1 ／ 3

2 3 －7 7
S D 4 0 7

底 8 ．9

口 2 3 ．0

口 （1 2 ．2）

月同書βはかな り薄 く、球
．

位 と台吉田外面は巾畠広のパケメ、
台部内面 はへラケズ リ？一命ト位

へラナデ（右一左Jl瞑）

白 ◎ 橙 ◎ 黒 ◎ 残 存

2 3－9 上ヒ校的4＼型で、j不部 は j不部内外面 は縦位 ミガキ、脚部 黄 橙 色 巧者β1／ 4 と朋雅主

2 3－8 1
S D 4 0 7

j不 垂直気味に開き、口緑
部で外反、脚部 は柱状
で　裾立βで外反

には縦位の整形痕カゞ残 り、外面
は縦位 ミガキ

白 ◎ オ登◎ 黒 ◎

精 選

吾β残 存

2 4－1 士宜王

台宜亘

　ヽ　　　口
上ヒ毒変的大型で、口緑部 口緑膏β外面には4 イ固及び 5イ固－ 黄 オ登色 口 緑 ～ 肩 書β残 存

2 3－7 5 は受け口状 を呈 し、口 単位の円形浮文カゞ 4 ヶ所、屑吾β 白 ○ 大 寸登◎ 黒 ◎ 内面 に煤 楓　 転

S D 4 08周辺 唇書βは面取 り には凸帯 と粗 い櫛葬り突文、頸膏β
外面 はパケメー横 ナデ

月才力ゝ ？

2 4－2 口緑部は「く」寺領犬に開 口緑書け内外面は横 ナデ、肩部外 黄 オ登色 口 経 書β破 片

S D 4 08周辺 く単純 口緑 面はパ ケメ、内面 に絞 り痕 白 ◎ オ登◎ 黒 ◎

2 4－3 士宜亘

士宝E

口 （2 0 ．6）

口 （2 4 ．2 ）

裾 （14 ．4 ）

口緑部は列長 安覗未に開 口唇部にⅩ状の櫛葬り突文、内面 黄 褐 色 口綿密『1 ／ 4 粛 字

口編賠β1 ／ 2 粛 字

S D 4 08周辺 き、端部は厚 く折 り返
し

に L R 糸電文、口縁部内外面パケ
ーt・

大 寸登◎ 黒 ◎ 砂 ◎
メ－ ナフ「（内面 へフ右－左J順）

2 4－4 上ヒ校的大型で、口緑部 口唇苦β内外面にⅩ状の櫛帝拒突文、黄 褐 色

S D 4 08周辺

2 4－5

は外反 して開き、端部 口緑部外面は斜位パケメ、内面
」．」

大 橙 △ 黒 C ）砂 ◎

黄 褐 色 ／ 精 選高

は厚 く折 り返 し は右－左J情の横位パケメ

脚 吉日2　／　 3 残 存

脚 書β2　／　 3 残 存

脚 吉日1 ／　 4 残 存

j不吾βと朋培βの接 合

脚部は柱ユ状で、裾部 は 脚苦β上位 に2 段の櫛措横線文、

S D 4 08周辺 J不 やや外反 下位 に三方透 し、脚部外面は縦
位 ミガ キ、内面 に絞 り痕

4登◎ 黒 ◎ 石 ○

2 4－6 高 脚吉田ま柱状で、裾部は 脚部上位 に3 段の櫛描横線文‾、 黄 褐 色 ／ 精 選

S D 4 08周辺 j不 やや外反 下位 に三方透 し、脚部外面は縦
位 ミガ キ、内面 は縦位ナデ

オ登△ 黒 ◎

＼2 4－7 高 J不吾βと胴培βの≡按僻 鰐は 脚部上位 に三方透し、脚苦β外面 黄 寸登色 ／ 精 選

S D 4 08周辺 j不 厚 く、裾部 は内攣 は斜位 ミガーキ、内面 は左一右刀匠
の横位パケメ

オ登◎ 黒 ◎ 石 ○

2 4－8 高 j不部 と朗培βの脚 は 脚書け上位 に三方透 し、脚部外面 黄 橙 色

S D 40 8周辺 j不 厚 く、ま不吾『底面 は内攣 ．は縦位 ミガキ、内面はナデ、ま不部
内面斜位 ミガキ（右一左J慣）

白 △ 樟 ○ 黒 ◎ 破 片

2 4－9 一＿＿hr苛． 裾部は直線的に開き、 裾部外面 は縦位 ミガキ、内面は 黄 オ登色 ／ 精 選 裾 吾β破 片

S D 40 8周辺 J不 端膏βは月巴厚 パ ケメ、端苦β内外面横ナデ 大 オ登◎ 黒 ◎

2 4－1 0 鉢

鉢

士宜：E

口 （13 ．6 ） j不吾βは広 く、鉢形を呈 外面 は縦位 ・斜位 ミガキ、月同部 黄 橙 色 ／ 精 選 口馴 同部 3 ／ 4

2 3 －8 2
S D 40 8周辺

高 1 1 ．7
大 （13 ．6 ）
底 4 ．3

し、口縁吾郎ま「く」字状
に開き、口唇部は丸い、
底面 は凹底

内面 は不明瞭であるが、横位へ
ラナデ状の痕跡

オ登◎ 黒 （喜）

黄 オ登色

欠 損

口繹㌣、－′月同郡 1 ／ 424 －1 1 口 （9 ．4） 4 型ヽ で、最大径は肩書β 口綾部内外面 は横ナデ、月同部外

S D 408周辺

2 4－12

高 （7 ．2）
大 （1 0 ．4）
底 （4 ．2）

大 （9 ．4）

にあ り、口縁吾βは短 く
外反

4、型 で、月同部は最大径

面 は樹 立・斜位 ミガキ、内面 は
斜位へ ラナデ（右一左J慣）

月同書β外面は縦位 ミガキ

白 ◎ 大 オ登∠ゝ 黒 ◎

黄 樺 色

残 存

月同～ 底 吾β残 存

S D 408周辺 底 3 ．8 カ号中位にありソロノヾン 黒 ◎ 石 △　 精 選

坤f

－＝出雲亘

玉形

脚部上位に三方透 し、月同～脚書け 口緑君田と胴培β1 ／2 4－13 大 （9 ．0） 内勢 和未に大 きく開く 黄 褐 色

2 2－7 4
S D 408周辺

裾 （9 ．6）

口 （1 5 ．6）

脚吾βオゞ付 き、口緑部は
「く」寺：状 に開き、月同書β
は訓 重力田 立にあり、
球形

j不吾βは直立 し、口緑書け

外面は縦位 ミガキ、月同書β内面 は
斜位 ミガキ、脚苦β内面は斜位へ
ラナデ

精 選
寸登◎ 黒 ◎ 石 C ）

2 欠 損

口 経 書『破 片2 5－1 磨滅カゞ著 しいカゞ、口縁苦β外面 は オ登色

S F 4 1 6 は直線的に開き、端膏β 上位力号横位一縦位パケメ、下位
」■．＿．　　　　・・・・．一一　　　　　　　一●

寸登○ 黒 （§）　 精 選

士宜亘

で直立 は斜位へフナフ「、内面はノ＼ケメ

口綿密β1 ／ 5 粛 字2 5－2 口緑部は脚 に開き、磨滅カゞ著 しいカ号、口唇吾βにキザ 黄 オ登色

S F 4 1 6 端吾βは薄 く折 り返 し ミ、口緑吾β内面はパケメー 2 段
の撚糸文　外面 はナデ

オ登◎ 黒 （喜）　 精 選

2 5－3 七宝王

台宣E

士宜亘

肇

口 1 5 ．7

大 （2 4 ．3）

口禰培酎ま「く」等竃犬に開［
ノlヽ　／　ヽ　　　　、

口唇部 は L R 縄文、口緑書け内面 オ登色 口締「－肩 書β1／ 5

2 2 －6 9

S F 4 1 6

2 5 －4

き、端部はタト反し、厚 く
折 り返 し

月脚 に対 して虞岩田ま4、

は上端S 字功瑚宕節文の R L 糸宅二丈
を 2段方包文、肩部外面 は櫛葬り突
司オ状文 を2 段施文、野寺部外面 は
横ナデ、月同部外面 は斜位 ミガキ、
内面 には妻旨頭痕

磨滅が著 しいため不明な点カゞ多

自 ◎ オ登C）黒 〇

才登色

残 存

月同～虐浩隊　 内

2 2－7 1
S F 4 1 6

底 6 ．0 さ く、月同部 は提灯形 いカゞ、月岡部 内外面 は斜位パ ケメ、
外面 に－部 ミガキ

黒 ○　 精 選 傾けよ り頻戊 麦底浩β

穿 子L

2 5 －5 大 （2 2 ．0） 月岡邪は離 至力判 立に 肩書β外面は斜位パケメ、月同書β外 オ登色 ／ 精 選 月同～ 底 吾β残 存

口綿密β2 ／ 3 と月同

2 2－7 0
S F 4 1 6

底 7 ．9 あり、無花果形 面 は横位 ミガキ、内面 は斜位へ
ラナデ、底面 に木葉痕

大 寸登○ 黒 ◎

2 5－6 口 （1 8 ．7） 口編培酎ま「く」宇司犬に開 口唇部 はパケ状工具によるキザ
」．▲＿＿

黄 褐 色

2 2－7 2
S F 4 16

大 （2 0 ．5） き、口唇吉田まノ＼ケ状二E
具による面取 り、月同書β
は球形

ミ、口緑部外面 は斜位パケメ・・」
横ナデー、内面は斜位 ・横位パケ
メ、月榔 外面は参拝立パケメ、内面
は斜位パ ケメ（右一左J慣）

大 橿 ◎ 黒 ◎ 吉日1 ／　 3 残 存
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表－13　出土土器観察表（4）

計測値の単位はcm

挿 図 番 号
写 真 番 号

出 土 遺 構

器

種

計　 預け　値
（ ）内 は

推　 定　 値

形 態 の 特 徴 文 様 ・調 整 の 特 徴
色　　　　 調

胎　　　　 土
備　　　　 考

2 5二7 肇

士宜E

蓋

・＝土．宜亘

士宜：E

士宜亘

士笠E

士宜E

士宜亘

・＝土．・宣E

・＝土ゴ．宜E

士宜E

士重宝

士宜亘

士宣互

・＝土．・宣E

士宜亘

皿

底 9 ．2 台部は直線的に開き、 台吾β外面 は斜位パケメ、内面上 黄 褐 色 台 吾β残 存

S F 4 1 6 台部 と嚢部の…接㌢合吾郎こ 半は参拝立へラナデ、下半 は斜位 白 ◎ 大 オ登○ 黒 ◎

大 8 ．8

粘土紐 パケメ、接合部 は手旨頭痕

口 緑 菩β－ 吾β欠 損2 5－8 口癖培酎ま「く」与司犬に開 口緑苦β内外面 は横ナデ、月同書β外 黄 オ登色
S F 4 1 6 底 5 ．0 き、月同部は最大径カゞ中

位 にあ り、球形
面 は樹 立ノ＼ケメ－余斗位へラナデ 白 △ 黒 C ）

2 5－9 大 8 ．3 上ヒ校的4＼型で、上面中 上面にはパケメ、底面に木葉痕

口庖培β外面 は3段以上の櫛葬り突

黄 褐 色 つ まみ君臣一一一膏防 d 員

口 緑 ～ 肩「苦β残 存

2 2－7 3
S F 4 1 6

底 4 ．5 央吾郎こ長いつまみカギ寸
き、底面はすを富む、壷用

白 ○ オ登◎ 黒 ○

2 6－1 口 3 0 ．2

口 2 4 ．0

口 1 6 ．2

口 1 4 ．8

口 （1 1 ．5）

上ヒ校的大型で、ま不吉βは 黄 褐 色

16－2 9
S F 4 1 8 －9

直立し、口縁吾βは内攣
して開 く、複合口緑で
口唇苦βに内傾面

羽状文、斜位ノ→ケメ（右－左Jl原）、
頸膏β外面は凸帯、横ナデ

白 ○ 大 寸登○ 黒 △ 口締若β画 面に噺 寸
着 、 転 用 か ？

2 6－2 至襲吾βは適二珊 未に立ち 口緑吾β内外画 は横ナデ、空襲吾β外 黄 褐 色 口 緑 ～ 肩「苦β残 存

口 経 書βと月同上 吾β

1 6－3 0
S F 4 1 8 －9

上カゞ り、口緑苦βで開 く、
複合口緑で口唇普βは面
取 り

面 は縦位ノ＼ケメ一書β分的に横ナ
デ、肩書β内面 に手旨頭痕

白 ◎ 大 寸登○ 黒 ◎

2 6－3 琴亘吾βは直二立：責覗未に立ち 口緑書け外面は 5本－単位の樹 犬 オ登色

1 6－2 8
S F 4 1 8 －9

2 6－4

上カゞ り、口緑吾βで開 く、
口唇吾βに内傾面

口緑君田ま夕収 支覗未に開

浮文カゞ 3 ヶ所、その下位 には凸
帯カゞ巡 り、肩書βには3 イ固－単位
の円形浮文、その上下 に櫛描横
線文 と櫛葬り突文、頸吉日外面に凸
帯の剥離痕、口縁苦β内外画は縦
位ノ＼ケメ、肩書『内面には才旨頭痕

折 り返 し吾βに手旨頭痕、口緑吾β外

精 選
白 ○ 橿 ○ 黒 ○

黄 褐 色

1 ／　 4 残 存

口 緑 一 房 吉日残 存

口綿 密β1／ 2 タま員

1 6－2 7
S F 4 18 －9

2 6－5

き、端岩田ま折 り返 し、口
唇普βはパケ琳こコ二具によ
る面取 り

上ヒ校的4、型で、口緑吉日

面 は斜位パ ケメ－横位ナデ、口
緑吾β内面は斜位ノ→ケメ、空襲吾β内
面 は斜位 ナデ、肩「苦β内面に手旨頭
痕

口唇君田は糸電文二もしくは櫛葬り穀 、

白 〇 才登◎ 黒 ○

黄 オ登色
1 6－2 5 高 1 3 ．1 は内勢和未に開 く卓球屯 頸苦β外面 には櫛葬り突司可状文、口 白．◎ 黒 △ 砂 ◎

黄 橙 色

口繹 宕β内面 と夕価

S F 4 18 －9

2 6－6

大 1 3 ．3
底 5 ．2

口 15 ．4

口 9 ．3

口縁で、月同部は最大径
カゞ11立にある無打日和杉

口緑部は「く」字 状に開

緑吾β外面 は斜位ノ＼ケメ、月同書β外
面は余圧立パケメ－樹 立へラナデ、
底膏β内面 は横位パ ケメ

ロ緑膏β内タト面は余圧立パケメ－縦

赤 彩

口離 日1 ／ 2 と月同
S F 4 18 －9 き、上ヒ校的4、型 位 ミガキ、頸部外面斜位ノ→ケメ、

月同書β外面 ミガキ、内面ナデ
白 C ）オ登○ 黒 ◎ 苦β下 半 欠 損

2 6－7 口緑部は「く」寺領犬に開 頸部外面 に低 い凸帯カゞ巡 り、口 オ登色 口編培βと肩書β1／

1 6－26

2 6 －8

き、口唇吾βでやや内壁攣

口緑吉田ま直立 し、口唇

緑膏β外面 は毒i一去ヨ1瞑樹 立ミガキ、
内面 は左－右J慣ミガキ、口唇吾β
は内外面横ナデ、肩書β外面 は横
位 ミガキ、内面には妻旨頭痕カゞ顕
著、月同書β内面 はノ、ケメ－へラナ
デ

口緑吾β内外面 は横ナデ、肩書β内

白 ◎ 黒 ◎

オ登色 ／ 精 選

4 残 存

口 緑 ～ 肩 書β残 存
S F 4 1 8 －9 吉日は面取 り 面 に手旨頭痕 白 △ 寸登◎ 黒 ◎

2 6－9 口 11 ．6 上ヒ校的4 →型で、浮重苦βは 口緑苦β内外面 は縦位 ミガキ、月同 黄 オ登色 口庖培β1 ／ 3 タ珪員

口 緑 端 吾β欠 損

底 若βと月岡告ほ一一吾炊

19－4 8
S F 4 1 8 －9

2．6－1 0

高 1 3 ．0
大 1 4 ．1

底 3 ．1

大 9 ．0

広 く、口縁吉日は短 く直
立気味に開 き、口唇苦β
は尖 る、最大径は肩書β
にあ り、底面 は狭 く不
安定

4＼型 で、口縁吾βは「く」

吾β外面は柏酎立ミガキ（右－去ヨ慣）、
底苦β外面は斜位 ミガキ（左－右
J慣）、肩書β内面に妻旨頭痕、月同書β内
面 に粗いパ ケメ

器面は磨滅 して不明良家だカゞ、月同

白 ◎ 大 オ登∠ゝ 砂 ○

オ登色

1 9－4 7 底 3 ．4 与司犬に開き、月同書βはソ 部外面 はミガキ、内面 はへラナ
べト

白 ○ 大 オ登◎ 黒 ◎

S F 4 18 －9 ロノヾ ン玉形 デ、底面には木葉痕

2 7－1 口 1 3 ．7 口線画酎ま「く」等司犬．に内 口緑吾β外面 は横 ナデ、内面 は横 黄 褐 色
1 6－2 4
S F 4 18 －9

2 7－2

高 （2 7 ．5）
大 （2 5 ．0）
底 （9 ．2）

攣気味に開き、肩書βは
なだらカゝで、月同書βは最
大径カゞ下位 にあ り、下
膨 れ形

位 ミガ．キ（右一左Jl匠）、月同書β外面
は横位 ミガキ、内面は斜位へ ラ
ナデ（右一左J順）、肩書β内面 に手旨
頭痕

白 △ 大 橙 ◎ 黒 ◎

黄 褐 色

損

月同吾β1 ／ 4 と底漕β大 （1 7 ．5） 上ヒ校的4＼型で、月同書βは 月同書β外面 は横位 ミガキ（右－左
S F 4 18 －9

2 7 －3 ‾

底 （7 ．2）

大 2 9 ．6

やや長 く下膨れ形、底
面は凹底

肇亘君田ま直立知 未に立ち

Jl瞑）、内面 はへラナデ（右－左Jl瞑）、
底君田外面 にはノ＼ケメカゞ残 り、内
面は粗い放射状ノ→ケメ（左－右
J慣）

空襲膏β外面 に凸帯カゞ巡 り、肩書β外

白 △ 大 オ登○ 黒 （§）

黄 オ登色

残 存

口 緑 吾β欠 損
19－4 6
S F 4 1 8 －9

2 7－4

底 8 ．1

大 （1 1 ．5 ）

上カゞ り、月同吾郎ま最大径
カゞ1こ位にあ り、「ご月影れ
一

月匡陪『中位力瑚彰らんだ4＼

面は櫛指漸 線文 と櫛葬り突文を施
文、月同書β外面は斜 ・横位 ミガ．キ、
内面 は斜 ・横位へラナデ（右－
左J慣）

月同書β外面は、縦 ・横位 ミガキ、内

白 ◎ 大 橙 ◎ 黒 ◎

黄 褐 色

底 面 に 木 葉 痕

月匡陪『1 ／ 3 と底君田
1 7－3 4
S F 4 1 8 －9

底 5 ．2 型 の壷 面は斜位－縦位ナデ、肩書β内面
に手旨頭痕

白 ◎ 大 オ登○ 黒 ◎ 残 存

2 7－5 口 （13 ．4） 口緑部は画 泉的に大 き 口練塀培田内外面は横ナデ、体吾β 黄 褐 色 体悪日1 ／ 3 と底 君田

1 8－4 5
S F 4 1 8 －9

高 3 ．3
底 5 ．6

く開 き、底面 は凹底 外面 は縦位ノ＼ケメーナデ、内面
は斜 ・横位パケメ－ナデ、底面
に木葉痕

精 選 ・
オ登◎ 黒 ◎ 石 △

残 存
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表－14　出土土器観察表（5）

計測値の単位は皿

挿 図 番 号
写 真 番 号
出 土 遺 構

器

種

計　 預け　値

（ ）内 は
推　 定　 値

形 態 の 特 徴 文 ・様 ・調 整 の 特 徴
色　　　　 調
胎　　　　 土

・備　　　　 考

2 8－1 士宜：E

・・＝土．・宜：E

士宜亘

肇

肇

聾

大 2 9 ．4 月同部は扇：大径カT日立に 肩書β外面には櫛描横線文 （右－ オ登色 月同書βと底 吾β残 存

月同書β1 ／ 2 と虞君β

1 6－3 1
S F 4 18－9

底 7 ．5

大 （2 6 ．0）

あり、下膨れ形を‾なす、
底吾βは上ヒ軌 I、さく不
安定

左方向）と櫛葬り突文カゞ施二丈され、
月同部外面 は横位 ミガキ、内面上
位 はへラナデ、‾下位はノ＼ケメ、底
面 に木葉痕

白 ○ オ登△ 黒 ◎

樺 色2 8－2 月同書βは無打日和杉で「『立 至頁吾β外面 に低い凸帯、月同書β外面

1 7－32
S F 4 18－9

2 8－3

底 9 ．4

大 （2 9 ．8）

口 12 ．9

に稜

月同書βは下膨 れ形

上ヒ校的4＼型で、口緑苦β

は斜位ノ＼ケメー横位 ミガキ、内
面 は参拝立ノヽケメ（上個 田か く、下
位粗い）、底吾β夕倒 立．ミガーキ佐

一・面Jl瞑）

肩部外面に櫛描横線文 （右一左

白 ○ 大 寸登○ 黒 ○

黄 オ登色

残 存

月岡吾β1 ／　 2 残 存

1 7－33
S F 4 18－9

2 8－4

方向）、鋸歯状（左一着訓慣）と司可状
（右一左J慣）の櫛葬り突文、内面に
手旨頭痕、月同書β外面 は斜位ノ＼ケメ

ー樹 立ミガキ ？内面は斜位パケ
メ

口唇苦βはノ＼ケ状二E具によるキザ

精 選
白 △ オ登○ 黒 ○

黄 褐 色

器痛 はか な り余り離

台 吾『欠 損

口鮮 β1 ／ 2 と月岡

1 8－4 1
S F 4 18－9

2 8－5

大 14 ．5

．口 （18 ．0）

はi重工乙貴び未に立ち上カゞ
り、口唇吉田まパケ状工
具 による面取 り、台苦β
カゞ付 き、月同書βは長月同

口庖培酎ま直 之安覗未に開

ミ、外面 は下一上J旧の 2 種類 の
斜位ノ→ケメ（口緑吾『左一着訓瞑、月同
下書的旨一左J順）、内面は粗いパケ
メ（口緑吉日は左一右J瞑）一へラナ
デ （右一左州頁）

口唇吾βはパケ状二E具によるキザ

白 ○ 大 オ登○ 黒 ○

黄 褐 色

1 7－3 5
S F 4 18－9

2 8－6

大 （1 9 ．5 ）

口 （1 1 ．9 ）

き、口唇吾βはノ、ケ状工
具 による面取 り、月同書β
は球形

上ヒ校的4＼型で、口緑吉日

ミ、口緑苦βタト画は縦位ノ→ケメ（左

一都慣）、内面 は粗い樹 立パケメ
（右－左J慣）、月同書β外面はパケメ、
内面 は2 種類の斜位パケメ （右

ー左J慣）

口緑部内外面 は横 ナデ、月同書『外

白 △ 大 オ登◎ 黒 ◎

黄 褐 色

吾β1 ／　 3 残 存

口締≡～月岡上部 I／

S F 4 18－9 大 （1 4 ．9 ） は直立 し、端旨苦βは面取
り、月同書βは球形

面 はへラナデー斜位ノ＼ケメ （右

ー左J慣）、内面 は斜位へラナデ

白 ○ 大 オ登◎ 黒 ◎ 5 残 存

2 9－1 肇

賓

肇

賓

肇

口 19 ．6 台書けカゞ付き、月同書βは長 口唇吾βは斜位キザ ミ、口緑吾拝外 黄 褐 色 ‘ほ 仁君完 形

は 仁君完 形

口鮮 βと月匡陪Ⅲ二主巨

1 7－36

S F 4 18－9

2 9－2

高 28 ．6
大 2 1 ．4
底 10 ．0

口 16 ．1

月同で離 至は」ゴ立にあ
る、口経書酎ま「く」等：状
に開き、口唇吉田ま面取
り

上ヒ校 的4、型で、口緑吉日

面 は斜位パケメー横ナデ、内面
は粗いパケメ（左一右J慣）、月同部
外面 は斜位パケメ（右一左J慣）、
内面は斜位へラナデ（右一去ヨ慣）、
台吾β外面 は斜位ノ→ケメ一端譜周章
ナデ、内面 は横 ナデ

口唇吾βはパケ状二E具による余出立

白 ○ 黒 △ 石 ◎

黄 褐 色

1 7－37
S F 4 1 8－9

2 9－3

高 2 3 ．7
大 17 ．0

は「く」字状 に開 き、口
唇君田まパケニ捗こコ二具によ
る面取 り、台吾βカゞ付 き、

キザ ミ、タト面は斜位パケメ、口緑
吾β内面は樹 立パケメ（右一去ヨ慣）、
月同書β内面は上書βカ球羽立ノ＼ケメ佑

樟 ◎ 黒 ○ 石 ◎

黄 褐 色

底 8 ．6 月同書βはやや長月同 ー去ヨ慣）、下苫田は粗い樹 立パケメ、
台吉日外面ノ→ケメ

口 17 ．7 口緑吾βは直立 し、端普β 口唇吉日にパケ状二E具によるキザ

18－4 0
S F 4 1 8－9

大 2 2 ．1

口 （1 7 ．6

は面取 り、月同書βは球形、
内タト面3 ヶ所に頻痛 打
補修痕 （下図）

ミ、口緑膏β内外面は横ナデ、外面
は余圧立の粗いパケメー細かいノ＼
ケメ、内面はへラナデー斜位ノ＼
ケメ（右一左J順）

白 〇 才登△ 黒 △

黄 褐 色

2　／　 3 残 存

口締宕β1 ／ 6 と月同29－4 口縁吾βは内傾 し、口唇 口唇吉田まパケ状工具によるキザ

18－3 9
S F 4 1 8－9

2 9－5

）
大 （2 2 ．0）

口 （19 ．0 ）

吉日は面取 り、月同書βは最
大径カゞ上位にあり、長
月同

口綿密βは「く」与報犬に開

ミ、口繹潮汐ト面 は縦 立パケメ、内
面 は粗い横位パケメ、月同書β外面
は斜位パケメ（右一左J慣）、内面
上吾βは斜位パケメ（右一左J慣）、
下吾βは渦巻 き状のパケメ

口唇苦βはノ＼ケ状工具によるキザ

白 ◎ 大 オ登○ 黒 ◎

黄 褐 色

苦β2 ／　 3 残 存

口鮮 β1 ／ 2 と月同

S F 4 1 8－9 大 （2 2 ．3） き、口唇吾βはノ＼ケ状工
具 による面取 り

ミ、外面 は余圧立パケメ、口緑悪日内
面 は横位ノ→ケメ

白 ◎ 砂 ◎ 吾β1 ／　 4 残 存

3 0－1 聾

聾

聾

口 17 ．4 台苦βカゞ付 き、口緑苦βは 口唇吾βはノ→ケ状二E具によるキザ 黄 褐 色 台 吾β欠 損

口馴 同吾β1 ／ 4

17－3 8
S F 4 1 8－9

3 0－2

大 2 0 ．3

口 （2 0 ．0）

外反気味に開き．、端培β
は丸い、月同書βは球形

肇苦βは肩カゞ張 り、口縁

ミ、口緑膏β内外面は横ナデ、月同書β
外面は 2 種類の斜位パケメ （細

ー粗、右一左J慣）、内面はへラナ
デ、底面 は放身寸状のパケメ（右－
左Jl瞑）

口緑吾β外面は横ナデ、内面はナ

白 ◎ オ登○ 黒 ○

黄 オ登色

S F 4 1 8－9

3 0－3

大 （2 3 ．8）

口 （2 8 ．8）

吾βは直立 し、口唇吾βは
尖鋭

上ヒ校的大型で、月岡～口

デ状の横位ノ＼ケメ、月同書β外面 は
斜位ノ＼ケメ （右一左J慣）、内面上
苦βはナデ状 のパケメ、下苦βは蜘
妹 の巣状 ノ→ケメ

ロ緑部内夕t面 は横ナデ、昭部外

白 ◎ 大 樟 （§）黒 △

黄 褐 色

残 存

口 緑 ～ 月同吾β破 片

S F 4 1 8⊥9 大 （2 9 ．6）

底 （1 2 ．6）

縛宕βは連立貴び未に立ち、
口唇立βは面取 り

面 は縦位パケメ （左一右J慣）、内
面 は横位パ ケメ（右一左J慣）

白 △ 寸登△ 黒 △

3 0－4 ＿＿＿L．．ヽr笥

日
量不吉β下位 に稜 をもち、 脚部中位に三方透 し、土不吉β内外 樺 色 口緑 靖培βと襟 β欠

19－4 9
S F 4 1 8－9

3 0－5

j不 口齢 酎ま連珠泉的に開く、
土不吉βと臍培βの接合は厚

面 と脚苦β夕t面 は縦位 ミガキ 精 選
檀 ◎ 黒 ◎

ヰ登色

損

＿＿＿t＿＿＿ヽ日岡

く、裾苦βで外反

器厚カゝ ら半日断すると、 脚苦β外面は縦位 ミガ．キ、内面 は
山

胴丁下吾β1 ／ 2 粛 字

S F 4 1 8－9 j不 もう少 し長月印になる、
脚苦βは直線 的

斜位パ ケメ（左一右J情）、裾端吾β
内外面は横 ナデ

白 △ 黒 ◎　 精 選
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表－15　出土土器観察表（6）

計測値の単位は皿

挿 図 番 号
写 真 番 号

出 土 遺 構

器

種

計　 預け　値
（ ）内 は

推　 定　 値

形 態 の 特 徴 文 様 ・調 整 の 特 徴
色　　　　 調
胎　　　　 土

備　　　　 考

3 0－6 高
j不

高
J不

高
j不

高
J不

・＝立一重E

士宜亘

士宜E

・＝土子宝E

出雲亘

士宜亘

士宜互

士宜互

恵宜亘

・＝土オ宝E

士宝亘

1＝とゴ・宝E

口 1 9 ．7 j不部は深 く、下位に稜 脚部上位 に三方透し、口縁部外 黄 オ登色 － 君田欠 損

脚 吾β欠 損

脚 君田1 ／　 2 残 存

1 8－4 3
S F 4 18－9

高 18 ．7
底 12 ．2

をもち、口緑書βと脚部
は内彗気味 に開き、口
唇君田に内傾面

画は縦位 ミガキ（右－去ヨ情）、内
面は縦位 ミガキ（左－走剥瞑）、脚
部外面は縦位 ミガキ、内面 は斜
位パ ケメ

脚部上位 に三方透し、口緑吾β内

精 選
黒 ◎ 石 C ）

3 0－7 口 2 1 ．3

底 （1 1 ．7）

土不部は深 く、「こそ立に稜 貴 オ登色

1 8－4 4
S F 4 18－9

をもち、口綾部 は直線
的に開き、端部 で内攣

外面 は斜位 ミガキ（外面右一左
州貢）

白 ◎ 大 オ登△ 黒 ◎

3 0－8 脚吾βはやや内攣 脚吾β上位 に三方透し、脚書β外面 オ登色

S F 4 18－9 は縦位 ミガキ、内面上位 はへラ
、ト　　　　　　　　　　］　」

自 △ オ登◎　 精 選

底 （13 ．4） 胴培即ま大 きく開き内攣

ナデ、下位 はノ＼ケメ（左－右JI原）

脚 苦β2 ／　 3 残 存3 0－9 脚書け外面 は縦位 ミガキ、内面 は 樺 色 ／ 石柴C ）

S F 4 1 8－9 横位パケメ 白 △ 大 オ登◎ 黒 ◎

3 1－1 口 （2 2 ．6 ）

口 （12 ．3）

大型で、ヨ頃部は内イ頃し、口唇君田ま間F南をあけてのキザミ 灰 褐 色 口 緑 ～ 月岡吉日」二半

1 2－2
S D 4 1 2

3 1－2

口緑吾βで水平に外反、
肩部はなだらかで鮪 陀
異形 ？

と密なパケ状二E具 によるキザ ミ、
肩部には凸帯カゞ巡 り、Ⅹ状の櫛
葬り敷 、口縁部外面はノ＼ケメ、軍書
部外面は横位ナデ、月同部外面 は

　ヽ　　L．．L

白∠ゝ票馳 J礪撃

◎

黄 橙 色

1 ／　 2 残 存
搬 入 晶

最 下 層 出 土

口緑部 は「く」与璃犬に開

斜位パケメ （左－右州頁）

口緑曹βタト面 は斜位パケメ－横ナ 口練 、一月同郡 1 ／ 3

12－3
S D 4 12

3 1－3

大 （2 0 ．9）

口 （1 2 ．0）

き、口唇普酎ま丸い、月同部
は球形

琴享吾βはやや狭 く、口緑

デ、内面 は樹 立パケメ、月同書β外面
」ゴ立は参拝立ノ＼ケメ－ー一書βミガキ、
下位は横位 ミガキ、内面 は斜位
ノ＼ケメ ・へラナデ（右－左J情）、
肩部内面に手旨頭痕

口栖培田内外面は横ナデ－縦位 ミ

白 C ）樟 ◎ 黒 ◎

オ登色

残 存
底 君臣穿 子L ？

口綿 密『1／ 2 と月岡

1 3－6
S D 4 12

大 （2 2 ．4）

口 （1 3 ．8）

君田ま「く」字状 に開き、
口唇君田ま丸 く、月同書酎ま
球形 ？

ガ、キ、月同部夕価 は余出立ミガキ（右

ー去ヨ情）－樹 立ミガキ、内面は斜
位パケメ、肩部内面に妻旨頭痕

白 ∠ゝ 黒 ◎　 精 選

黄 オ登色

吾β上 半 残 存

口綿密『2 ／ 3 と月岡3 2－1 口緑部はややタ収 支覗未 口綾部内外面は横ナデ、月同部外

1 2－5
S D 4 1 2

大 （2 3 ．4）

口 （1 0 ．5）

に「く」等：状 に開き、月同
書酎ま訓 董カr R 立にあ
り、下膨 れ形

面は樹 立ミガキ（左－毒訓頃）－横
位 ミガキ、内面 は横位ノ、ケメと
手旨頭痕、軍書部外面に ミガキー横
位ナデ

自 ◎ 大 橙 C ）

橙 色

書β1 ／　 2 残 存

口綿密β1 ／ 6 と月同3 2－－2 月同部は訓 至カゞ中位に 口縁外面は横ナデ、内面は横位

1 2－7
S D 4 1 2

3 2－3

大 （2 0 ．3）

口 8 ．6

あ り、やや寸詰まりの
感カゞあ り、口緑吾郎ま直
線的に開き、口唇部 は
パケ状＝E具による酉詞文
り

上ヒ校的4＼型で、口緑書け

ナデ、肩部外面 は斜位ノ＼ケメ－
斜位 ミガキ、内面は斜位パケメ
と妻旨頭痕

肩部外面 は凸帯カゞ巡 り、その下

白 ◎ 大 オ登△ 黒 C ）

黄 オ登色

吾β3　／ 4 残 存

底 君臣一 書β欠 損

は 古君完 形

口 経 書β残 存

月同部 1 ／ 2 と底 部

1 3－1 0
S D 4 1 2

32 －4

高 （1 4 ．0）

大 1 1 ．7
底 （5 ．2）

口 15 ．7

は「く」等：状 に開き、口
唇部は面取 り、月同部 は
最大径力雪中位にあり、
やや長月同、底面 に焼成
後 の内偵けか らの穿子L

口緑は「く」与璃犬に開き、

位に櫛描波状文カゞ施文 され、口
緑部外面 はパケメ－横ナデ、月同
書β外面は斜位 ・横位 ミガキ、内
面は横位へラナデ

肩「部タト面 は櫛描波状 文・楯旨紋

白 ◎ 大 寸登△ 黒 △

樟 色

12 －4
S D 4 1 2

3 2－5

高 2 5 ．9

大 （2 5 ．0）
底 6 ．6

口 16 ．2

大 （1 2 ．7）

端部は薄 く折 り返し、
口唇苦βは面取 り、月同部
は球形で、底苦βは上ヒ較
軌 、さく：不動 亘で凹姦

口緑君田ま夕収 支覗未に開

（左－右方向）カ雪施文 され、その
下位 に逆 S 字状のへ ラ描 き、口
緑部外面 は斜位 ミガキ、端部内
夕価 は横ナデ、月同形 価 は参拝立・
横位 ミガキ、底面 に木葉痕

口唇部 と口綾部内面に付力威喝二丈、

白 ◎ 黒 ◎

黄 寸登色

13－8
S D 4 1 2

3 2－6

き、端書け折 り返 し

上ヒ校的4＼型で、月同部は

口唇部の 9 ヶ所 に棒状浮二丈（2
本 8 ヶ所、3 本 1 ヶ所）、頸苦β外
面 に凸帯力号巡 り、その上位は横
ナデ

肩書β外面 は横位ナデ、月同書β外面

白 △ オ登◎ 黒 ◎

黄 褐 色 ／ 石欒◎

S D 4 12 底 （5 ．2） 最メこ径カr 円立にあり無
花果形

は斜位パケメ、内面 は手旨頭痕 と
輪積み痕顕著、底面粗 いパケメ

自 ◎ 大 寸登○ 黒 ◎ 残 存 、 搬 入 ？

3 2－7 大 3 0 ．3

大 （2 5 ．1）

大 2 2 ．1

月脚 は訓 重力判 立に 肩書桝 面は欄蒔け突司羽犬文カゞ 2段 黄 褐 色 口締君田と月岡訂下半

1 3－1 1
S D 4 12

3 3－1

あり、肩部カゞやや張る
下膨れ形

月同書酎ま帥 なゞだらか

施 され、3イ固－単位の円形浮文
カゞ 2 ヶ所、月同書β外面 は樺粒 の 2
条の沈線力号あ り、そこを境 に上
位 は斜ト位パケメ、下位 はへラナ
デ、内面は」二位カゞへラナデ、11立
はノ＼ケメ（右－左J慣）、肩部 内面
に妻旨頭痕

肩部外面は「司岩にS 字胡 勘師文

寸登○ 黒 ◎ 石 ◎

黄 褐 色

欠 損

月同語虹ヒ半 1／ 2 残

1 3－1 2
S D 4 1 2

3 3－2

な無花果形 ？

月同部 は球形で、底部 は

のある L R 糸亀文－櫛葬り突文 （左

－完≡訓瞑）、月同書β外面は参拝立パケメ
－－部へラナデ、内面 は横位ノ＼
ケメ（右－左J慣）、頸君田外面 は斜
位パケメ－横ナデ

肩書β外面は櫛描横線文 （右－左

黒 ◎ 石 △　 精 選

浅 黄 寸登色

存

月同～ 底 吉日残 存

13 －9
S D 4 1 2

底 7 ．4 巴】底 方向）と櫛葬り突文 は（右一左Jl瞑）
カゞ施文 され、月同部外面 は横位 ミ
ガキ、内面 は縦位 ・斜位パ ケメ
で底面は放身オ状 のパケメ （左－
右J慣）、底面 に木葉痕

白◎ 黒 ○

ー52－



表－16　出土土器観察表（7）

計測値の単位はcm

挿 図 番 号
写 真 番 号
出 土 遺 構

器

種

計　 預け　値
（ ）内 は
推　 定　 値

形 態 の 特 徴 文 様 ・調 整 の 特 徴
色　　　　 調

胎　　　　 土
備　　　　 考

3 3－3 士宜王

台重宝
自 （1 3 ．0）

頸部は頭立安覗未に立ち、口緑部内面には上端にS 字結節
●

灰 白 色 口緑 下 し 頚部 残 存

S D 4 12

3 3－4
S D 4 1 2

口緑吾βで外反

上ヒ校的4、型で、口唇部
は丸 く、口緑部は内攣

文のあるR L 縄二丈が施文され、
円形浮文が付 く、外面 は斜位ハ
品こ票 禁 ト雷 撃 謡 、内面は

口緑吾βは内外面縦位 ミガ キ

白△ 石欒◎

黄 樟 色 ／ 精 選
白 △ オ登◎ 黒 ◎

ま般人 品

口 緑 吉日破 片

3 3－5 襲

肇

襲

撃

賓

肇

肇

肇

肇

士宜亘

士宜互

高

口 （2 8 ．2）

口 （2 2 ．0）

月同部 は直立 し、口緑部 口唇部 はパケ状 工具牢よるキザ
」▲＿

黄 樺 色 口馴 同＿上部 1 ／

S D 4 1 2 でやや開き、口唇部 は

パケ状＝E具による酉取

ミ、夕価 は斜イ立パケメ（毒テ一一劫 l匠）、
内面 は横位パケメ （右一左J憤）

白 ○ 黒 ○ 4 残 存

3 3－6

り

口繰部は埴立安覗未に開［
口唇吾βはパケ状工具によるキザ

」L　　　　　　　　　　　　　　　ヽ　」」L－
黄 褐 色 ほ をぎ完 形

台 苦β欠 損

口馴 同郡 1 ／ 2

14 －13 高 2 6 ．5 き、月同部 は歪んでいる
：．．1＿　　　　　　　　　　　　，■

ミ、襲部」二位外面 は斜位パ ケメ
：＿1＿

白（雷が讃監△鼎 誹 抄

S D 4 1 2

33 －7

大 2 4 ．6 カゞ1 1立に稜があ り、台
部が付 き、台吉田と寮吾β

（去三一右訓貢）内面は横位′→ケメ白旨

一左方向 ・J順）、台部内タト面は斜

◎

黄 オ登色

底 10 ．3 の接雀淫群は厚 く、粘土
紐痕

位パケメ（左一着訂順）、接合部 に
手旨頭痕

口 14 ．3 上ヒ可変的4、型で、口縁部 口唇部 はパケ状二E具によるキザ
」．」

14 －16 大 15 ．7 は「く」等：状に開き、端 ミ、口縁部外面は縦位パケメー
立　　　　　　　　ヽ　」」

白 〇　 二旦○川、○石

S D 4 1 2 苦βで夕仮 しパケ：捗ココ星
で面取 り、月同書酎ま長月同

月同郡タト面斜イ立パケメ（毒テー去ヨ囁）、
内面は樹 立へラナデ（毒i」一Za瞑）

◎

33 －8 口 19 ．4 口緑部は「く」与司犬に短 口唇部はパケ状工具 による余据立
L．．t．＿

黄 褐 色

1 4－17
S D 4 1 2

大 2 1 ．9 く開き、口唇吾酎まパケ
状工具による面取 り、

ンく

キザ ミ、聾君田外面 は斜位パケメ
（左一都 慣）、内面 は斜位 ・横位

ヽ

白 ○ 大 オ登△ 黒 ○ 残 存

口 （2 1 ．7）

月同部 は球形 ノ＼ケメ、底面 は出 陣状 のパケメ

黄 褐 色 口馴 同部 1 ／ 23 4－1 口庖培即ま「く」与耳犬に開 口唇吾郎まキザミ、口縁部内外面
◆　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヽ　」1＿1 4－14

S D 4 1 2

3 4－2

大 （2 4 ．4） き、口唇部はパケ状工
具 による面取 り、月同部

ン亡

は横ナデ、月同部外面 は粗い斜位
パケメ（左一右J順）、内面 は斜位

一　　　　　　　　　・一．ヤー

白 ◎ 大 オ登○ 黒 ◎ 残 存

口 （18 ．8）

は球形r へ フナフP

口唇吾郎まパケ状二E具によるキザ
．＿．．．．ヽト

黄 褐 色 口繹 宕β1 ／ 3 と月同月脚 は歪んでいるカ瑚求

1 4－1 5
S D 4 1 2

3 4－3

大 （2 1 ．6）

口 （24 ．0）

形 に近 く、口緑君田は
「く」割 犬に開き、口唇
部はパケ粧 E具による
面取 り

上ヒ校的大型で、口緑苦β

ミ、ロ緑部内外面は横ナア、月同部
夕撞面魂 位 ′→ケメ、内画 は参ト位 ・
横位パケメ．（底面 は右一左順）

口唇部は幅i広のキザ ミ、口綾部
」．▲＿

白 ◎ 大 オ登◎ 黒 △

灰 白 色

吉日2 ／ 3 残 存

口繹㌣〉月同部 1 ／ 3

S D 4 1 2

3 4－4

大 （28 ．5 ）

口 （2 3 ．6）

は「く」等：状 に開 き、口
唇部はパケ状ココ異によ
る面取 り、月同部 は球形

上ヒ車と的大型で、口緑部

外面は余圧立パケメ（走i－去訓瞑）一
棟ナデ、内面は掘削立パケメ（右－
去日頃）月同部外面 は余圧立パケメ（右

ー去ヨ頃）、内面は余圧立・樹 立へラ
ナデ（右一左J順）

口唇吾郎まパケ状二E具によるキザ
L．．」

白 △ 橙 ◎ 黒 ◎

黄 褐 色

残 存

口 緑 ン）月同書β破 片

口繹r－月同部 1／ 2

S D 4 1 2

3 5－1

大 （2 8 ．2）

口 （2 8 ．6）

は直立気味 に開 き、月同
部 は最期至が中位にあ
・り、やや寸詰 まり

上ヒ校的大型で、口繹虐β

ミ、口縁部外面 は斜位パケメー
横 ナデ、内面は横位パケメーナ
デ、月榔 タト面は余購立パケメ（毒i－
去ヨ情）、内面 は斜 ・樹 立へラナデ

口唇部はパケ状工具によるキザ
．＿．．－・●

自 ◎ オ登◎ 黒 ∠ゝ

黄 褐 色

1 4－1 8
S D 4 1 2

3 5－2

大 （2 8 ．9）

口 6 ．8

は外反黄も味 に開き、口
唇部は丸 く、月同書βは最
メ讃至力む田立にあるカ電求
．

口癖培酎ま直立知未に開

ミ、口緑膏β内外面は横ナフ「、月同部
外面は斜位パケメ（左一着討瞑）－
頸部外面粗い斜位パケメ（右」－
去ヨ囁）、内面は粗い横位パケメ佑

ー左Jl瞑）

外面 は縦位 ミガ．キ（左一右J瞑）、
．＿．．t－◆

白 △ 大 オ登△ 黒 ◎

黄 オ登色

残 存

完 形

は をぎ完 形

完 形

口鮮 β1 ／ 2 と裾

1 5－2 1 高 6 ．1 き、口唇部は丸 く、月同部
．く

口緑君田内面 は横ナフ「、月同部内面
とコ　　　　　　　　　　　　　　　．・一◆

精 選

S D 4 1 2 大 6 ．9
底 4 ．1

口 7 ．3

最大径 は肩部にあり、
底苦βは凹底

は手目頭 によるナフ「 白 ○ 黒 ◎

3 5－3 口緑君田ま脚 に開き、月同部外面 は斜位 ミガキ

脚部 中位 に三方透 し、外面 は全
」．上．＿　　　　　　　　車

黄 オ登色

1 5－2 2 高 6 ．3 月同部は離 至が中位に
ン亡

精 選

S D 4 12

3 5－4

大 6 ．6
底 3 ．5

口 2 1 ．5

あ り球形

ま不部の稜 は弱 く、口緑

橙 ○ 黒 ◎ 石 ◎

黄 橿 色

15－1 9
S D 4 12

j不

高

高 2 1 ．3
裾 1 1 ．8

部は直線的に開き、口
唇吾βは丸い、月印書β上位
は柱状で、中位で屈曲

て縦位 ミカキ（左一右順）、ま不部
内面は樹 立パケメー縦位 ミガキ、
脚部内面上部に絞 り痕、下位に
パケメ （左一右J順）一横 ナデ

白◎ 寸登◎ 黒 ◎

黄 褐 色3 5－5 口 2 1 ．8 j不部の稜 は弓重く、口緑 器面力噛 成してお り不明な点が
こ＿　」

15－2 0 j不

鉢

不
明

甑

高 1 9 ．3 吾βは外反 して開 く、口
唇立βは面取 り　脚部は

多いが、外面は斜 ・縦位パ ケメ

一口縁部横ナデ、J不部内面 は縦

白◎ 樟 ○ 黒 ○

畠 橙 色

吾β－ 吾β欠 損

j不吉β1 ／　 4 残 存

破 片

破 片

S D 4 12

3 5－6

裾 1 3 ．2 口　　　　　　　　　　　　　　　、
外反

ま不吾βは深 く、口緑部で

位 ミガキ （右一左J情）、脚部 内面
上位 は余圧立パケメ（左一着訓瞑）－
下位 は横 ナテP

J不部内外面 はミガキ（内面 は右

S D 4 12

3 5－7
S D 4 12

3 5－8

屈曲し、内攣気味 に開
く

把∃司犬の吾粉 に円子Lカゞ
2 ヶ所貫通

先端が尖 り、断面形は

－左Jl瞑） 白 ◎ オ登◎ 黒 △

黄 褐 色
寸登◎ 黒 ◎　 精 選

茶 褐 色

S D 4 12 円形 寸登△ 黒 ◎ 石 ◎ ま般人 品

－53－



表－17　出土土器観察表（8）

計測値の単位はcm

挿 図 番 号 ・
写 真 番 号
出 土 遺 構

器

種

計　 預け　値
（ ）内 は
推　 定　 値

形 態 の 特 徴 文 様 ・調 整 の 特 徴
色　　　　 調
胎　　　　 土

備　　　　 考

3 6－1 ・＝ゴ＝ゴ・宜E

士重富

寮

襲

嚢

■＝丁環

＿－．．L＿t．仁＝丁葦

士宜亘

士宜E

士宜亘

・＝土＝h宜E

士宜E

士宜E

士宜互

士宜亘

・＝±ゴ．宜E

鉢

鉢

「＝量＝r宜宣

誓

肇

大 （2 2 ．8）

口 1 3 ．7

月同書βは肩書βカゞやや張 り、肩書日夕ト面に凸帯 ？月同書βタト面は上 オ登色 ／ 精 選 月同書β1 ／　 2 残 存

口繹 碧β1／ 5 粛 字

2 4－8 3
S D 4 1 3

1当立に稜を有する無打芭
異形

位 に斜位ノ＼ケメ、下位 に横位 ミ
ガキ、内面 は横位へラナデで、妻旨
頭痕や輪積痕カゞ顕著

寸登△ 黒 ◎ 石 △

3 6－2 上ヒ校的琴ミ吾βカゞ広 く、口 口唇苦β内外面は横ナデ、口緑苦β 寸登色

S D 4 1 3 庖培βは「く」等司犬に開き、外面はパケメ－縦位 ミガキ、内 白 ◎ 黒 ◎　 精 選

口 （1 7 ．8）

やや内攣 面 は縦位 ミガキ

口 緑 ～ 月同書β上 半3 6－3 口綿密酎ま「く」与司犬に開 口唇吾βはノ＼ケ状工具によるキザ 黄 褐 色
2 4－8 5
S D 4 1 3

3 6－4

大 （1 9 ．0）

口 （1 7 ．6）

き、口唇吾βはパケ状二E
具による面取 り、月同書β
は球形 ？

口緑曹βは「く」与司犬に開

ミ、口緑漕β内外面は横ナデ、月同書『
外面 は斜位ノ→ケメ（左－右J慣）、
内面 は上位カゞ斜位へラナデ、下
位は斜位へ ラケズ リ（下－上方
向、右－左J順）

口唇苦βはノ＼ケ状工具によるキザ

白 C ）黒 ◎ 4 ＼礫 ◎

黄 褐 色

1 ／　 3 残 存

口 縁 ～ 月同書β上 半
2 4－84
S D 4 1 3

大 （1 7 ．7）

口 （12 ．2）

き、口唇吉田ま丸 く、月同吾β
は最相室カリゴ立にあり、
やや長月同

ミ、口緑悪日内外面は横ナデ、月同書β
外面 は斜位パケメ（左－右J慣）、
内面 は粗 い斜位パ ケメ

白 ○ 樫 ◎ 黒 ○

黄 オ登色

1 ／　 2 残 存

口 縁 ～ 月同書β破 片3 6－5 4、型で、口経書βは内攣 口唇部はパケ状工具によるキザ

S D 4 1 3 大 （1 1 ．9・） 気味に開 き、口唇吾βは
面取 り　やや長月同

ミ、月同部内外面はノ＼ケメ 白 ◎ 大 オ登∠ゝ 黒 ◎

3 6－6 口 （2 5 ．0）
、

J不吉βは深 く、口緑吾βは 口緑吾β内外面は縦位 ミガキ （左 黄 橙 色 口僻 β1 ／ 6 痴 享

S D 4 1 3 直線的に開き、口唇苦β
に内イ頃面

－右Jl瞑） 白 ○ 寸登◎ 黒 ○

36 －7 口 （19 ．3）

大 8 ．3

j不吉β下位に稜をもち、 口唇苦βと稜吾β外面は横 ナデ、口 オ登色 j不吉β1 ／　 5 残 存

口 経 書β欠 損

口 経 書β残 存

口縁 吾β残 存

2 4－8 6
S D 4 13

口緑君田まやや内攣安覗未
に開 き、口唇苦βに内イ頃
面

緑書けタト面 はパケメ－斜面 ミガキ、
内面 は縦位 ミガキ、ま不吉臨 画外
面 も　ミガキ

精 選

白 △ 寸登◎ 黒 （歪）

3 6－8 口編培βは「く」割 犬に開 口緑苦β内外面 は縦位 ミガキ、月岡 オ登色

2 4－8 7
S D 4 13

底 4 ．9 き、月同書酎ま‾円彫れ形で、
底苦βは凹底・

部外面は縦位 ミガキ（左－有 情）、
内面は手旨頭 による放 帥伏のナデ

精 選
オ登○ 黒 ○ 石 ○

3 6－9 口 15 ．6

口 1 7 ．2

口緑部は内攣安覗未に開 口緑吾βタト面は端培働黄ナチし一一余舶立 黄 オ登色

S D 4 14 き、口唇苦βは面取 り パケメ－縦位 ミガキ－肇培翻貴ナ
デ、内面 は横ナデ ・横位パケメ

こ＿L　、．．．　　　　ヽト

白 ○ オ登（喜）黒 ◎

3 6－10 口唇吉日は丸 く、口経書β

－縦位 ミニかキ

ロ緑吾β内外面 は縦位 ミガキ（内 黄 オ登色

S D 4 14 は「く」字状に開 き、端
部でやや内攣

面左－右Jl瞑） 白◎ 大 オ登◎ 黒 ○

3 6－1 1 口 （1 3 ．5）
口
口緑碧βは「く」与司犬に開 口唇吾βは櫛葬り突文、肩書β外面 は 黄 寸登色 口庖培β1／ 4 粛 軍

S D 4 14 き、端i君田で夕仮 し、口唇 凸帯カゞ巡 り、その下に櫛葬り突二丈、
」　」

白◎ 大 檀 ○ 黒 ○

口 （2 0 二7）

口 （1 9 ．3）

口 （1 6 ．0）

部面取 り 口経書β外面 は縦位 ミガキ

口庖培β1 ／ 4 粛 軍

口緑悪日1 ／ 3 痴 享

口緑膏β1 ／ 5 痴 字

3 6－1 2 口繹君田ま大きくタト反し 口唇部 は櫛葬り突文、頸吾β外面 は 黄 褐 色

S D 4 1 4

3 6－1 3

て開き、端i苦βで薄 く折
り返 し

口繹君田は「く」割 犬に開

凸帯やゞ巡 り、その上に櫛刺突羽
状文、口緑部外面 は粗い斜位ノ＼
ケメ、内面 は上位に横位ノ→ケメ、
下位へラナデ

頸部外面に凸帯が巡 り、その上

白 ◎ 大 オ登○ 黒 △

オ登色

S D 4 1 4 き、端普βは薄 く折 り返
し

に櫛弄り突文、口緑外面 は斜位パ
ケメ（左－右J慣）、内面は横位ノ＼
ケメ （右－左ノ慣）

精 選
オ登◎ 黒 ◎ 石 ∠ゝ

3 7－1
S D 4 1 4

上田変軌 ゼ型の祷拾 口緑
で、口唇吉日に内イ頃面

口緑吾β外面 は縦位 ミガ．キ オ登色

白 ◎ 樟 ◎ 黒 ◎

3 7－2 口 （13 ．0） 上田変離れJ哩 の二二重口緑 口緑吉日内外面は横ナデ、稜吾β外 黄 褐 色 口細君β1 ／ 4 痴 字 r

S D 4 1 4 面に二E具痕、その下位に斜位ハ 白 ◎ 大 オ登○ 黒 ○

口 （2 3 ．8 ）

口 （2 2 ．0 ）

上ヒ較的大型で、要員君βは

ケメ

口緑悪日1 ／ 3 飾 字

口繹碧β1 ／ 5＿痴 字

3 7－3 口唇部 と口緑吾β外面は櫛葬り突羽 黄 オ登色
S D 4 1 4

3 7－4

直立気味に立ち、口緑
苦βは受 口状

頸苦βは広 く、口経書βは

状二丈（外面 は左－右JI瞑）、空襲吾β外
面 は縦位パケメ、内面は粗いパ
ケメ（左－右J慣）

口経書β外面は横ナデ、肩書β外面

白 ◎ 黒 ◎

黄 オ登色 ・

S D 4 14 内攣貴び未に短 く直立し、は縦位パケメ、内面 は横位ノ＼ケ 白 〇 才登◎ 黒 ◎

口 （1 9 ．0）

口唇吉田ま面取 り メ、器面 は磨滅

口締君田1 ／ 4 痴 字3 7－5 至賀苦βは広 く、口緑部は 口緑～肩書β外面は斜位ノ、ケメ、 黄 オ登色
S D 4 1 4 短 く外反気味に開き、

口唇立βは面取 り
内面 は横位 ミガキ 白 ○ 黒 ○

3 7－6 大 1 1 ．6
日

月同書βは球形で、底吾βは 月同書『外面は縦位 ミガキ

口唇苦βはノ＼ケ状二E具によるキザ

黄 オ登色 ・口 経 書β欠 損

口庖トー肩書『1 ／ 3

2 4－8 9
S D 4 1 4

3 7－7

底 3 ．8

口 （1 4 ．5）

凹底

口庖培酎ま「く」割 犬に開

白 ○ 石 ◎

黄 褐 色
S D 4 1 4

3 7－8

大 （1 8 ．0）

底 9 ．8

き、口唇菅田ま面取 り、月同
書βは球形

台吾βは直線的に開 き、

ミ、口編培β外面は横ナデ、内面は
横位ノ＼ケメ、肩書β外面 は斜位ノ→
ケメ（右－左J情）、内面横位ノ→ケ
メ（右－左Jl瞑）

台書け外面上位は横位ナデ、下位

白 ◎ 大 樟 ○ 黒 ∠ゝ

黄 オ登色

残 存

台 君田残 存

S D 4 1 4 端普βでやや内壁攣、接合
吾βに粘土紐痕

は斜位パケメ、端浩働黄ナデ、内面
は斜位ノ＼ケメー斜位 ナデ

白 ◎ オ登○ 黒 ◎
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表－18　出土土器観察表（9）

計測値の単位はcm

痛 図 番 号

写 真 番 号
出 土 遺 構

器

種

計　 預け　値

（ ）内 は
推　 定　 値

形 態 の 特 徴 文 様 ・・調 整 の 特 徴
色　　　　 調
胎　　　　 土

備　　　　 考

3 7－9
2 5－9 1
S D 4 1 4

3 7 －1 0

片
口

士竺亘

鉢

＿＿＿JL▲口環

・＝ゴ＝ご・宜亘

・＝土．宜E

＿＿．．4．＿＿一ヽ畏

右 欄 参 照

口 5 ．9

口（14．の注ぎ口含む×
8．4
高4．0
底 （5．4）×4．3

4＼型で、口緑吾βは直立

体膏β及び底面外面 はミガキ

ロ緑部内外面 は横ナデ、月同部外
．＿・．．　　　　　　．．．．・．．－べト　　　　　　　　LJ．＿

黄 オ登色

白○橙痘）票櫛 己（⊃

黄 オ登色

1 ／　 3 残 存

完 形

2 4－8 8
S D 4 1 4

高 7 ．0
大 7 ．6
底 4 ．4

大 （6 ．6）
底 （3 ．8）

し、月同書βは最大径が中 面 は斜位へフナフ「（下位 は右－ l　　　　ヽ 底 面 に木 葉 痕

1 ／　 2 残 存

位 にあ り、底吾酎ま凹底 去ヨ憤）、内面は手旨醇によるナデ（左

ー右J慣）
白 △ 大 オ登△ 黒 ◎

3 7－1 1
S D 4 1 4

4 型ヽで、月同書βは内攣気 轟面は磨き減のため不明な点が多 黄 オ登色
味 に開き、口緑吾βは外
反

いが、月同書βタト面 は縦位 ミガキ オ登◎ 黒 △ 石 ○ 底 面 に 木 葉 痕

3 7－1 2 裾 1 2 ．6

口 （1 1 ．0）

脚吾βは中位で折れ、裾 属印書『中位 に三方透 し、脚吾日夕十両
」　」

黄 樺 色 ／ 精 選 脚 苦β4 ／ 5 残 存

口掃き、／肩苦β1 ／ 3

2 4－9 0
S D 4 1 4

3 7 －1 3
S D 4 13 ・4

吉日で内弓野

口庖培酎ま短 く「く」与司犬

は縦位 ミガキ （左一右J情）、内面
は」二位ナデ、中側 爵位パケメ（左
ー右J瞑）、下位横 ナデ

肩書β外面に 3条の沈線文、その

白△ 樟C ）黒鯛

オ登色
に開 く、上ヒ校的4＼型 下位 に櫛描波状二丈、口緑夕十面は

横ナデ、内面 に櫛描波状文
白◎ オ登（喜）黒 ◎ 残 存

3 7－14 口 （1 0 ．2）

裾 （12 ．8）

口 （9 ．8 ）

上ヒ校的4＼型で、口縁君田 口緑部外面 は縦位 ミガキ（右一
L．上．．＿　　　　　・一一　　　　　　一．小

灰 白 色 ／ 精 選 口締着『1 ／ 2 粛 享

S D 4 1 3 ・4 は短 く直立 し、口唇書け 左1順）、内面 は横位へフナフ「（右 黒 ◎ 石 ∠ゝ
で外反 －左Jl瞑）

破 片

属印部 1 ／ 2 残 存

口崗培β1 ／ 4 粛 妄

3 7－15
S D 4 1 3 ・4

口緑部は夕収 支覗未に開 □緑部はタト面に櫛描波状二丈力領毎 黄 オ登色
き、端吾普βで水平 とな り、
口唇君田は面取 り

文 され、内外面 は縦位 ミガキ 白 △ オ登○ 黒 ◎

3 7－1 6 ＿．＿＿よ－口環

士宜亘

士宜亘

士宜亘

・＝ゴ±．・宜亘

鉢

士宜亘

ロ葦

士至宝

士宜亘

鉢

鉢

鉢

脚吉日は直線的に開き、 月印部夕十両 は縦位 ミガキ（右一左
」題．▲

オ登色

S D 4 1 3 ・4 裾部で内攣 J情）、内恒L日立は洲 犬ハケメC右

一左J情）、中位 は横位パケメ、下
＿エ．．＿　　　　　　　　　　　　　　・・・・．・－、ト

白 ○ オ登◎ 黒 ◎

3 7－1 7
4

口緑君田ま達鴎泉的に開く、
4＼型

位 は横ナフ「

口唇苦β横ナデ－ロ緑吾β内夕価 は
縦位 ミガキ （内外面左－右順）

黄 オ登色
寸登△ 里 △ 白◎

S D 4 1 3 ・

3 8－1 口 1 4 ．0

口 （1 5 ．8）

口緑吾βは短 く開 き、や 口緑部タト面は斜位パケメ一棟ナ
＿・か　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・一・一．・争

ハ　ヽヽ
黄 オ登色 口 経 書β残 存

肇卜 肩菩β1 ／ 4 残

2 5－9 2 や内攣 フ「、内面 は横 ナフ「 精 選
呈S D 4 1 5

3 8 －2 肩部はやや張 り、外面 段曹βに竹管文 と手許削突羽状二丈が
こ＿　」

白 △ オ登◎ …、◎

黄 オ登色
S D 4 1 5 に段 施文 され、琴吾吾β外面 は縦位パケ

メ、肩部内外面 は横位へラナデ
白 ◎ オ登◎ 黒 △ 存

3 8－3 上ヒ校的4＼型で、口緑苦β 磨滅 によ り不明な点が多いが、
］　」　　　　　　・・・．・・－、ト

黄 オ登色 ／ 精 選 口鮮 β1 ／ 3 粛 字

S D 4 1 5 内面に稜があり、端培β
は折 り返 し

口経書β外面 は横位ナフ「、内面は
横位ノ＼ケメ

黒 ○ 石 △

3 8－4 口 （1 1 ．4） 4 ＼型で、口緑吾βは内攣 ロ緑部内外面は横ナデ、胴部内 寸登色 口繹r－肩書β1 ／ 3

2 5－9 3
S D 4 1 5

3 8 －5

高 9 ．8
大 （1 2 ．3）

底 6 ．4

口 （7 ．3）

気味に短 く直立 し、口
唇吾郎こ内イ頃面をもち、
月同書βは球形で．、底君田ま
凹底

4＼型で、口緑苦βは「く」

外面は ミガキ

月同部外面は縦位 ミガキ、内面は
」▲＿．　　　　　　　　　」」　　　　　・・・一．°．

白 ◎ 大 寸登○ 黒 ◎

黄 オ登色

欠 損

底 面 に 木 葉 痕

口繹さ、一月同部 1 ／ 2
日S D 4 1 5

3 8 －6
D 4 15

高 6 ．7
大 （7 ．2）

底 4 ．4

裾 （1 1 ．6）

字状 に開き、肩書βカゞや
や張 り、底吾βは凹底

裾苦βに段

手旨頭による斜位 ・横位ナフ「

裾吾β外面 は縦位 ・斜位 ミガキ

自 ◎ 寸登△ 黒 △

黄 褐 色
白 〇 才登△ 黒 △

欠 損

裾 吾β破 片

S

3 8－7
口 1 4 ．1 口緑君田ま短 く「く」等璃犬 口緑部内外面は横ナデ、肩部外

一一や　　　　　　　　　　　ヒユ　　　　　　　　　　立
黄 オ登色 底 部 1 ／ 2 欠 ］負

月同部 1 ／ 3 残 存

3　／　 4 残 存

完 形

2 5－9 4 高 2 5 ．8 に開き、口唇吾βは面取
り　月同書βは1瑚影れ形で、

面は横ナフ「、内面 に指頭痕、月同郡
外面 は縦位 と余圧立ミガ．キを上下

白 ◎ 寸登◎ 黒 ○

黄 褐 色

黄 オ登色

S D 4 16

3 8 －8

大 2 5 ．7
底 （8 ．2）

大 （19 ．0）

口 15 ．3

ヽ底吾βは焼成後穿子L

上ヒ校的4＼型で、月同書田ま

に交互 に施 し（左一右J瞑）、内面
は斜位パケメで、底面 は放射状
のノ＼ケメ

器面は磨滅 しており不明な点が

2 5－9 5

．S D 4 1 6

最大径カゞ11 立にあ り、
下膨れ形

多いが、屑部タト面 はL R 糸乾文、胴
部外面 は横位 ミガキ、内面は斜
位へ ラナデ

3 8－9 頸部は広 く、ロ緑吾田ま 口緑部 内面は横位 ミガキ、月同部
　ヽ　　］　」　　、＿　　　　べ、2 5 －9 6

S D 4 1 6

3 9 －1

高 18 ．3
大 1 9 ．6
底 6 ．4

口 1 4 ．5

短 く外反 し、月同書βは屑
吾βがやや張る下月影オ瑚醇
で、底苦βは巴1底

口緑君田まやや内イ頃して

内外面は余羽立ミカキ （右一去ヨ慣）

器面は磨滅しており不明な点が
　ヽ　」⊥＿　、＿　　　　べト

白 ◎ 大 橙 ◎ 黒 〇

才登色

25 －97 高 2 1 ．0 直線的に立ち上カゞ り、
立　－　 E　　を持

多いが、口緑部外面 は斜位 ミカ
キ 月岡部外面は樹 立ミガキ　内面

精 選 底 面 に 木 葉 痕

口紆 一肩菩lト一一膏陛欠

S D 4 1 6 大 2 2 ．6
底 7 ．1

口唇郡に内佃画　　 つ、
月同書βは球形

、　ロ口　　　　　　　　　 上ムー　　　　 ヽ
は斜位 ミガキ

白 △ 黒 ◎

3 9－2 口 （1 6 ．8） 口癖培即ま短 く夕版 安窮未 口緑吾β内外面 は横 ナデー、外面に 黄 褐 色

2 6－1 0 0 高 2 0 ．9 に開 き、口唇苦βは面取 は手旨扉痕 が残 り、月同書βタト面は、上 白 ◎ 寸登◎ 黒 ○ 亡＝1男り　月同部は球形こご底部 位が斜位パケメ（右一左順）、中 月同郡 中位 に頻拒現象

の 4 ＼穿 子L
S D 4 1 6 大 2 3 ．3

底 5 ．0
、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヽ

は4＼さ く不安定 位 が横位 ミガキ、下位が縦位 ミ
ガキ（右一左傾）、内面は斜位パ
ケメー横位 ミガキ（右一左傾 ）
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表－19　出土土器観察表㈹

計測値の単位は皿

挿 図 番 号

写 真 番 号
出 土 遺 構

器

種

計　 預け　値
（ ）内 は
推　 定　 値

形 態 の 特 徴 文 様 ・調 整 の 特 徴
色　　　　 調
胎　　　　 土

備　　　　 考

3 9－3 賓

至奮

．．＿＿JL．．．・．4．日葦

高
J不

士宝E

士宜互

鉢

士宜：E

士宜互

鉢

高
J不

出宣亘

士宣互

士宣互

＿．＿Jt＿＿．′h口葦

一．．．．．口環

聾

＿＿＿Ll．畏

士宜：E

口 （1 6 ．0） 上ヒ校的4 、型で、口緑部 口唇部 はへラによるキザ ミ、口 黄 褐 色 襲培β1 ／ 2 と台膏β

26－99 大 1 8 ．1

口 （1 8 ．2）

は「く」等：状に開 き、肩 緑部外面は樹 立へラナデ、内面 白 ◎ 黒 ◎

黄 褐 色

の － 吉日残 存

口編培β1 ／ 8 と月岡

S D 4 16

3 9－4

苦βカ普張 り、肇吾βと台部
の接合部 に粘土糸丑痕

上田変的4 型ヽで、口唇吾β

は横位パケメ、月同書『外面は斜 ・
樹 立パケメ（右一左J旧、中位は左

ー右方向）、内面 は樹 立へラナデ
（右一去ヨ順）、底面 は蜘味の巣状
のへラナデ

口唇吾βはパケ状二工具によるキザ
2 5－9 8 大 （1 7 ．8）

裾 9 ．8

はパケ琳ココ享による面 ミ、口緑部タト面は斜位パケメ、内 黒 ◎ 石 ◎

灰 白 色

吉日1 ／　 4 残 存

月印上 吾β残 存

脚 吉日残 存

S D 4 16 取 り、月同書βは球形 面は樹 立パケメ、月同書β外面 は横
位パ ケメ（右一左J順）、内面 は斜
LJL＿　　　　　・・・・・－　　　　　　・．一・．h

3 9－5 脚上吾βは柱状

脚部は直線的に開 く、

位へフナフ「（左一右J慣）

月印部外面 は、」二位に櫛指摘等線文
S D 4 1 6

3 9－6

と櫛葬り突文、中位は縦位 ミガキ、
内面は斜 ・樹 立ナデ（右⊥去ヨ慣）、
脚部 中位 に三方透 し

脚部中位 に三方透し、脚吉日外面

精 選

黒 ◎ 石 ◎

黄 褐 色
S D 4 1 6 上ヒ校 的4、型 は縦位 ミガキ、内面 は横位パケ

メー横位へラナデ
白 ◎ 黒 C ）

3 9－7 口 （9 ．4）

口 1 9 ．1

上ヒ校的4＼型で、口緑吾β 口緑部内外面 は横 ナデ、頸部外 寸登色 口綿密β1 ／ 6 と月同
2 6－1 0 1 は「く」与司犬に開 き、口 面 は斜位ィ、ケメ、月同部外面は縦 白 ◎ 樟 ○ 黒 ○ 上 吾β残 存
S D 4 2 0 唇部 は面取 り 位 ミガキー樹 立ミガキ、内面 に

は手旨頭痕

3 9－8 上ヒ校的大型で、口綾部 口唇吾βに櫛葬り突文、口縁吾β外面 黄 寸登色 口緑 吉日破 片
S D 4 2 0 は受口状 を呈 し、口唇

部 は面取 り
に櫛葬り突司オ状文 を施文 白 ◎ 大 オ登◎ 黒 ◎

3 9 －9 口緑部は短 く「く」与璃犬 器面 は磨滅のため不明な点カゞ多 寸登色 口緑 吉日－ 吾β欠 損

口繹宕β1 ／ 4 粛 字

2 6 －10 2 高 1 5 ．8 に開き、口唇部は面取 いカ号、口緑部外面 は縦位パ ケメ 自 ◎ オ登△ 黒 ◎

黄 橙 色 ／ 精 選

S D 4 2 0

4 0－1

大 2 1 ．6
底 6 ．8

り、月同書酎ま瑚研多て㌧底面
は凹底

一棟ナデ、内面は樹 立ミガキ、月同
部外面 は斜 ・横位 ミガキ、内面
は斜位パケメ－樹 立ミガキ、底

l

口 （1 5 ．6） 口緑部はタ収 支覗未に開

部外面はへ フケズ リ

口唇部に櫛葬り突羽状文、肩部外
S D 4 1 7 き、端部 は折 り返 し 面に櫛描横線文、口緑部外面は

横位 ナデ、内面 は横位へラナデ
白 △ 樟 ◎ 黒 ◎

4 0－2 大 9 ．9 4 哩 で肩曹即まなだらか 月同部外面 は縦 ・命圧立ミガキ、内 黄 寸登色 月同へ靡 β1 ／ 2 残

S D 4 0 9 底 5 ．0 でやや長月同、底面は凹
底

画は余圧立ナデ、底面中央 に木葉
痕

自 （喜）オ登△ 黒 △ 存

4 0－3 口 （1 0 ．8） 4 ＼型で、口緑部は「く」 口緑部外面は横ナデ、月同部外面 黄 橙 色 月酔一口締君田1 ／ 2
S D 4 2 2

4 0－4

高 7 ．8
大 （1 0 ．4 ）
底 5 ．4

口 （1 1．1）

芋：状に開 き、肩部カゞや
や張 り、底面は凹底

裾苦βはやや内攣

口綿密即ま長 く内理按朝未

は縦位 ミガキ（右一左J瞑）、内面
は斜位ナデ （右一左J慣）、底外面
中央部 はナデ

裾部外面 に粗いノ＼ケメ、その下

白 △ オ登◎ 黒 ◎

寸登色 ／ 精 選

欠 損

裾 吾β破 片
S D 42 2 位 に凸帯カゞ巡 り、内面 はへラナ

デ
白 ∠ゝ 樟 ◎ 黒 ◎ 大 幅iに 推 定 復 元

4 0 －5 口緑部外面は縦位 ミガキ、月同部 黄 寸登色 口編培β1 ／ 2 タ珪員

口緑 1 底君田3 ／ 4

2 6 －1 0 3 高 1 5 ．4 に開き、口唇部に内傾 外面は縦位 ミガキ（右－左J慣）、 白 ◎ 樟 ◎ 黒 △

黄 褐 色

S D 4 2 3 大 1 3 ．3
底 5 ．4

面、月同部 は屑部のやや
張る無花果形 を呈 し、
底面 は凹底

内面は斜位へラナデで、底面 に
はパケメ

4 0－6 大 （1 4 ．5） 上ヒ校的4、型で、月同部は 器面は磨き減のため不明な点カゞ多

2 6－1 0 4 底 （6 ．0） 肩部 のやや張る無稽 詰 いカゞ、月同部タト面は縦位 ミガキ、内 精 選 残 存
S D 4 2 3 形 面は斜位ノ＼ケメ（右一左J慣）、底

面 は蜘蛛 の巣状のノ＼ケメ
大 オ登△ 黒 ◎ 石 ○

4 0－7 口 （8 ．1） 口緑部は脚 に開 く、口繚部タト面は2 段の櫛帝U突司羽犬 黄 檀 色 ／ 精 選 口繹宕β1 ／ 3 と月同
S D 4 2 3 大 （8 ．6） 4＼型 文、月同部外面は縦位 ミガキ、内面

はナデ
樟 △ 黒 C ） 吾βの － 吾β残 存

4 0－8 口 （2 3 ．3） 坪部は内観 未に開き、口緑苦β外面 に櫛措波状文、内面 オ登色 J不吉β1 ／　 3 残 存
S D 4 2 3

4 0－9

口緑部で外反、口唇苦β は縦位 ミガキ、j不部外面 は斜位 白 ◎ 樟 △ 黒 ◎

4登色口 （2 4 ．6）

は面取 り ミガキ

j不吉β3　／　 5 欠 損

口馴 同部 1 ／ 4

坪部は内理知未に開き、口緑端部 は横ナデ、ま不吉β外面は
2 6－1 05

4 0－10

高 2 1 ．9
裾 13 ．9

口 （1 7 ．3）

口緑部で立ち上カゞ り、
端部で外反、脚部は直
線的に開き、裾部で内
攣

口緑部は「く」字状に開

斜位パケメ－斜位 ミガキ、内面
は縦位 ミガキ、属印部」二位 に三方
透 し、その上下 に樺戸指㈱ 練文、下
位邦 面は余材立パケメー余出立ミガ
キ、内面 はへラナデ、裾部内外面
は横ナデ

口唇苦βはパケ粧 E具 によるキザ

白 ◎ 橙 ◎ 黒 ◎

黄 褐 色
2 3－7 8 大 （1 8 ．7） き、口唇吾郎ま面取 り、月同 ミ、口緑部内外面 は斜位ノ、ケメ、白 ○ 大 オ登○ 黒 ∠ゝ

灰 白色 ／ 精 選

残 存

月印上 吾β残 存

肩 書β破 片

S F 4 1 5 吾βは球形 月同部外面は細粗 2種の斜位ノ＼ケ
メ、内面は樹 立へラナデ（右一左

4 0－1 1 月印」二部 は柱状

J情）

脚吾β中位に三方透 し、脚」二部外
S D 4 0 8 面 は縦位 ミガキ、内面 は斜位パ

ケメ
オ登○ 黒 （歪）

4 1－1 肩上君田に細かな櫛描波状文、そ 黄 寸登色

S F 4 04 の上下に櫛指抒黄線文、その下位
に斜位ノ、ケメ－ ミガキ

白 ○ 黒 △ 拓 景多図
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表－20　出土土器観察表01）

計測値の単位はcm

挿 図 番 号
写 真 番 号
出 土遺 構

器

種

計　 預け　値
（ ）内 は
推　 定　 値

形 態 の特 徴 文 ・様 ・調 整 の 特徴
色　　　　 調
胎　　　　 土

備　　　　 考

4 1－2 士宜宣

士竺E

口27 ．8

破片のため機 は不可月

月同上部に欄窮酎黄緑：史と雑な扇形 黄 寸登色 月岡吉日破 片

S F 404 文を数段施文 白△黒 ◎ 拓 影 図

4 1－3 肩」二部に櫛描横線文、その上下 黄 オ登色 肩 書『破 片
S F 404 に櫛葬り突二丈を施文 橙 ◎黒 ○ 石 △ 拓 影 図

4 1－4 不 外面に凸帯力号巡 り、その上下に 黄 寸登色 破 片
S F 404 明 な点が多いカ音、他の土

器とは異質
櫛描横線文、その下位に葬り突文
を施二丈

自△寸登△ 黒 ○ 拓 影 図

4 1－5 士宜E

士宜宣

－＝量ゴ．竺E

士宜互

士重宝

士宜亘

上ヒ較的大型で、口縁吾β 口縁部外面に補球U突羽状史を施 黄 褐 色 口経 書『破 片
S D 408 周
辺

4 1－6

はやや内翻 未に開く
複合口縁

折り返 し口緑

折り返 し口緑

文

肩部1司嵩にS字欄 文を有す

白◎オ登◎ 黒 ◎ 拓 影 図

茶 褐 色 肩 書β破 片
S D 408 周
辺

4 1－7

るR L 糸亀文を施文、その下位は
へラナデ

白○黒 △ 拓 影 図

肩部に雑な波状沈線二丈、その下 灰 白色 肩 書β破 片
S D 408 周
辺

4 1－8

位は斜位ノ＼ケメ オ登◎黒 ○ 石 △ 拓 影 図

折り返し部が欠損しているため、黄 オ登色 口緑 吾β破 片
S D 408 周
辺

4 1－9

2段に施文されているカゝもしれ
ないカ号、口唇部に竹管文

自△オ登◎ 黒 （喜） 拓 影 図

肩部に」二から櫛指銅黄線文、櫛刺 黄 オ登色 ／ 精 選 肩 書β破 片
S D 408 周
辺

突文、円形湾攻、細かな櫛描測 犬
文、櫛葬り突文を施文

オ登◎黒 △ 拓 影 図

41－10 肩部に上端にS 字揚場宕節文を有 黄 寸登色 ／ 精 選 肩 書β破 片‘

S D 409 する　LR 縄文を2 段施文 寸登○黒 ◎ 拓 影 図

41－11 －＝土．宝亘 月同上吾βにササラ状工具により、 灰 色 月同書『破 片
S F ・414 上から斜橘子文、葬り突文、働 泉：丈

を施文
白△黒 ◎ 拓 影 図

41－12
S D 4 12＿

士宜亘 口唇吾βに「×」状の櫛葬り突文 黄褐 色
大 オ登◎黒 ◎ 石 ◎

口緑 吾β破 片．
拓 影 図

41－13 士宜亘 口締君田ま内攣して開き、口縁部内外面は縦位 ミガキ 黄 オ登色 ／ 精 選 口緑 吉日破 片

S D 4 12 口唇吾郎ま面取 り 寸登○黒 ◎ 石 C ） 拓 影 図

41－14 出雲亘 口緑部はタ仮安味 に開 口緑部内面は櫛輝け突二丈が3岸班毎 黄 オ登色 ／ 精 選 口経 書β破 片
S D 4 12 く折り返 し口緑 文され、その下位は縦位ミガキ、

外面は縦位パケメー横ナデ
黒 （§）砂 ◎ 拓 景多図

41－15 士宝E

士重宝

折 り返 しロ緑

41－22と同－イ固体

口唇部に櫛葬り突文、折 り返し吾β 毒炎橿色 口経 書β破 片

S D 4 12 に2本の棒状浮文 オ登◎黒 ◎ 石 ○ 拓 影 図

41－16 月同上部に櫛描波状二丈、その」二下 黄 樺色 ／ 精 選 月同書β破 片
S D 4 12 に櫛描横線文を施二丈 黒 ◎石 △ 拓 影 図

41－17 士宝E 肩部に、補球U突横線：丈が3条、そ ′黄 樺色 肩書β破 片

S D 4 12 の下位に櫛葬り突司可状文、その下
位は縦位パケメ

白◎ オ登C ）黒 △ 拓 影 図

41－18 皇室亘 肩上部外面に凸帯カゞ巡 り、その 灰 褐色 肩書β破 片
S D 4 12 上に櫛葬り突羽状文、その下位に

櫛描波状文を施文
大 寸登○黒 ◎砂 ◎ 拓 影 図 、搬 入 晶

41－19 士重宝 肩部に櫛描樹 廉文と補球り突文を 黄 樺 色 月同書『破 片

S D 4 12 2段に施文、その下位に横位 ミ
ガキ、内面は斜位パケメ

自◎ 寸登◎黒 ◎ 拓 影 図

41－20 士宜亘 月同上吾郎こ、」二から樺諦珊 定丈、「×」 茶 褐色 ／ 精 選 月同書『破 片
S D 4 14 状の櫛葬り突き文、＿櫛描波状二丈、櫛描

横線文を施文
白△ 樟：○黒 ◎ 拓 影 図

41－21 ・＝土．宜亘 肩部に円形浮文が付き、櫛描横 黄 オ登色 肩書β破 片

S D 4 14 線文と櫛葬り突文を2 段に施文 黒 ◎ 石 C ）

黄 オ登色

拓 影 図

41－22 士重富 41－21と同－イ固体

大型で、口緑部は大き

肩書β外面に凸帯カゞ巡り、その下 肩書β破 片

S D 4 14 位に円形浮文、上から櫛描横線
文、櫛葬り突文、櫛描横線二丈施文

拓 景多図

41－23 士宜E 月同」二部に櫛葬り突顎比に文と櫛指披
」．」

月同書『破 片

S D 4 14 状文が施文され、その下位は縦
位パケメ

白◎黒 ◎ 拓 影 図

42－1 士重宝 口縁部には、一単位3 本ゐ棒状 寸登色 口綿密β3 ／ 5 と月同
20－51
S X 302

大 （39 ．8） く開いた二重口緑で、
口唇部はパケ琳コ二具に
よる面取 り、月同部は肩
部のややなだらかな球
形

音字文が6 ヶ所、肩書βは凸帯が巡
り、その上には補球り突耳羽犬二丈、そ
の下位に櫛描横線文、櫛葬り突鋸
歯状：史、櫛指摘賢線：丈、補球U突文を
施文、－単位 2イ国の竹管文のあ
る円形字文力専任定3 箇所に付 く、
口緑部内外面は縦位ミガ．キ、月同
書β外面は横位ミガ．キ、内面は斜
位パケメ

・精 選
黒 ◎
白色粘 土 粒 子 ◎

吾β1 ／　3 残 存
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表－21出土土器観察表02）

計測値の単位は皿

挿 図 番 号

写 真 番 号
出 土 遺 構

器

種

計　 預け　値

（ ）内 は
推　 定　 値

形 態 の 特 徴 文 様 ・調 整 の 特 徴
色　　　　 調
胎　　　　 土

備　　　　 考

4 2－2 士重宝

士宜亘

士宜宣

誓

ヨ奮

肇

肇

襲

聾

肇

聾

寮

襲

＿＿＿t＿＿＿一環

＿＿＿Ll．に＝J環

器
ム
口

器
ム口

鉢

碗

碗

碗

碗

口 （1 8 ．8）

口 2 4 ．0

口 （18 ．1）

琴浩か確宣立知未に立ち 口緑部夕価 は斜位パケメ－横ナ 茶 褐 色 口編ト一撃詰β1 ／ 2

S X 3 0 2

4 2－3

上カゞる二重口緑

空襲吾βは直立 し、口緑吾β

デ、内面は横ナデ、撃享吾β外面は斜
位パケメ（右－左J慣）、内面 は横
位ノ＼ケメ、肩書β外面 に葬り突のあ
る低 い凸帯

口唇部に－単位 3 本の樟珊 字：丈

精 選
白 〇 才登○ 黒 ○

黄 寸登色

残 存

口鮮 β2 ／ 3 と空襲
2 0－5 2
S X 3 0 2

で水平 に開き、口唇吾β
で短 く直立

カゞ推定 4 ヶ所 に付 く、口緑部 内
面に櫛葬り突羽状文、口唇吾βとヨ頃
吾βの外面 に吾β分的 にノ＼ケメ

精 選
白 △ 大 橙 △ 黒 ◎

吉日残 存

4 2－4
S X 3 02

4 2－5

上ヒ校的大型

口庖培即ま「く」与司犬に開

肩書βは櫛 による有段羽状文

口緑吾β内外面 は横ナデ、月同書β外

灰 色
オ登◎ 砂 ◎

黄 オ登色

肩 書『破 片

拓 影 図 、 ま般人 品

口 緑 ～ 月同上 半 吾β
2 0－5 3
S X 3 0 2

大 （2 4 ．6） き、口唇苦βは尖 り、月同吉日
は球形

面 は斜位パケメ、内面は斜位へ
ラナデ（右一左J慣）

白 ○ 黒 ◎ 4 ＼石欒◎ 1 ／　 3 残 存

4 3－1 口 （14 ．6）

口 （1 7 ．2）

口編培βは「く」与司犬に開 口緑苦β内外面 は横ナデ、肩書拝外 華押葛巨レ／／プd 登（⊃白 口編トー肩書β1 ／ 4

S X 3 0 2 き、端培酎ま尖 り支覗未、上ヒ
校的4＼型．

面 は幅広のパケメ、内面 は横位

へ ラナデ （右－左Jl瞑）
○ 黒 ∠ゝ 砂 ◎ 残 存

4 3－2 口緑君βは「く」等耳犬に開 口緑吾β内外画幅i広のパケメ（内 舅肇春色／ノブd 登C 漠 口庖トー肩君田1 ／ 4

S X 3 0 2 き、端吾βでやや外反 面左－右Jl瞑）－端普β内外面横ナ
デ、肩書β外面 も幅広のノ＼ケメ

◎ 砂 ◎ （赤 △ ） 残 存

4 3－3 口 （1 7 ．6） 口緑君田ま短 く夕版 安昧 口緑吾β外面 は横 ナデ、内面 は横 黄 褐 色 口馴 同郡 1 ／ 4

S X 3 0 2 大 （2 0 ．2） に開き、口唇吾βは面取
り、月同書βは球形

位ノ＼ケメ（右－去ヨ川頁）、月同書β外面
は斜位ノ＼ケメ、内面は斜位へラ
ナデ （右－左Jl原）

白△J d登C ）男犯 示
∠ゝ

残 存

4 3－4 口 （2 0 ．4） 口緑吾βは直立 し、口唇 口縁吾β内外面は横ナデ、肩「吾β外 責誉裡抱 ．／／白◎ 対 登 口庖トー肩苦β1 ／ 6
S X 3 0 2 膏βは丸い、大幅iな推定

だカゞ、上ヒ較的大型
面 は縦位パケメ △ 黒 ◎ 石欒◎ 残 存

4 3－5 口 （1 8 ．1）

口 （3 9 ．6）

肩書『カゞ張 り、S 等：状 口
緑

器厚 は上ヒ校的厚 く、S
字状 口緑

口緑吾β内外面は横ナデ、頸苦βに 黄 褐 色 口締ぎー肩苦β1 ／ 6

S X 3 0 2 はへラによる沈線カゞ巡 り、肩書『
外面は斜位パケメ （左－右Jl瞑）

口紗 衛郡内面の横ナデを除 き、

白 △ 樟 ◎ 黒 ◎ 残 存

4 3－6
S X 3 0 2

黄 オ登色
黒 ○ 赤 △

口 緑 吾β片

4 3－7 上ヒ校的大型で、口緑苦β 黄 褐 色 口 緑 ～ 片 書β破 片

S X 3 02 大 （3 9 ．3） は直立気味に開き、端
苦βは折 り返 し

口緑～月同書β内外面は幅広の斜 ・
横位ノ、ケメ

自 C ）大 樟 ○ 黒 ○ 器 形 は 大 幅 推 定

4 3－8 底 （9 ．0） 台付肇 月同下～台吾断 面は斜位 ／＼ケメ佐 黄 褐 色 月同下 ～ 台 吾β残 存
S X 3 02 －着訓囁）、台部内面 は加紺 犬のナ

、．．・・－．す　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．・．．．・・．－・か
黒 ○ 石 △ 石欒◎

底 3 ．2

口 （2 3 ．0）

底吾βは平底だカゞ、4、さ

フ「（左－右J順）、裾吾β横ナフ「

底 吾β残 存

口繹悪日1 ／ 2 と底

4 3－9 底吾β外面 はへラケズ リ（下－」二 黄 オ登色

S X 3 0 2 く不安定 方向、右－左Jl瞑）、内面は地 相状
のパケメ（左－右Jl匠）、底面ケズ

白 △ 樟 △ 黒 ◎

43－10 j不吾βは上ヒ校的深 く、口

リ

口縁端部 は内外面横ナデ、j不吉β 黄 オ登色

2 0－5 5
S X 3 0 2

4 3－11

高 16 」3
裾 13 ．4

口 1 2 ．9

口 （1 1．0）

口 1 1 ．8

緑 は内攣気味に開 く、
脚苦βは直線的に開き、
裾吾βで外反

上ヒ校的4＼型で、j不君田は

内外面は縦位 ミガ．キ （外面左－
右J情、内面右一左J慣）、脚苦β外面
も縦位 ミガキ（右一左J慣）、裾吉日
内外面横ナデ、脚上吉日に三方透
し

J不吉β内タト面 と脚吾β外面は縦位ミ

精 選 ・
白 〇 才登△ 黒 ◎

黄 寸登色

吾β1 ／　 3 残 存

口繹 碧βの一一吉日と裾
2 0－5 4
S X 3 0 2

碗状 を呈 し、裾部 は大
き　く外反

ガキ（右－左J慣）、脚吾β内面は横
位パケメ（左－右J瞑）、脚部 に上
下 2 段の四方透 し

精 選

黒 ◎

吾β欠 損

4 3－1 2
S X 3 0 2

4 3－1 3

器受部 は嘩状

小型で、口緑部は直線

器受部外面 は縦位 ミガキ

脚吾βに三方透 し、脚書β外面 は縦

黄 オ登色
白 C ）大 オ登△ 礫 ◎

黄 オ登色 ／ 精 選

口編培β2 ／ 3 と胸了

吾β欠 損

脚 上 吾β残 存

S X 3 0 2 位 ミガキ 黒 ○ 石 ○

4 3－1 4 口緑へ底 吾β内夕H覇縦位 ミガキ相同 黄 オ登色 ほ 古君完 形

虞浩β5 ／ 8 と体 君β

2 0－5 6
S X 3 0 2

高 6 ．3
底 3 ．6

的に大 きく開 き、月同書β
は召宛状

苦β外面右「一去ヨ慣）、底面 もミガキ 寸登△ 黒 ○ 石 ○

4 4－1 口 （1 5 ．2） 体吉日は浅 く、口緑端普β 体書け内外面は平滑に仕上げられ 暗 灰 白 色

灰 白 色

灰 黄 色

2 7－1 0 7
S X 2 0 1

高 3 ．8
底 6 ．4

は弓重く外反、月占付け高
台の断面形 は三 角．形

てお り、体普β内面 には径6．4cmの
重ね焼 き痕

1 ／　 8 残 存

灰 粕 陶 器

4 4 －2 口 （14 ．0） 体吾βは浅 く、口緑端普β 体吾β内外面 は平滑 な仕上げ

体普β内相 面は平滑 に仕上げられ

底 吉日1／ 2 と体 君β

2 7－10 8
S X 2 0 1

高 3 ．2
底 （6 ．8 ）

は弓着くタト反、月占付け高
台の断面形は逆台形

3　／　 8 残 存

灰 粕 陶 器

4 4－3 口 （13 ．2 ） 体吾βは直線的に開き、 僻 『1 ／ 4 と底 浩β
2 7－1 0 6
S X 2 0 1

高 4 ．0
底 6 ．0

口緑端部 で弓着く外反、
底部は厚 く、月占付 け高
台の断面形は三 日月形

ており、内面に粕カサ寸き、裡5 ．8cm
の重ね焼 き痕、底面に糸切 り痕

黒 色 粒 子 ○ 残 存
灰 粕 陶 器

4 4－4 口 （13 ．7） 口緑端吾βは弓轟く外反、 体苦β内外面は回転ナデ、内面 に 灰 黄 色 体悪日の－膏βと底悪日

S X 2 0 1 高 3 ．8
底 （6 ．0）

月占付け高台の蹄 形 は
逆台形

重ね焼 き痕 黒 色 粒 子 ○ 1 ／　 3 残 存

灰 粕 陶 器
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表－22　出土土器観察表㈹

計測値の単位はcm

挿 図番号
写真番号
出土遺構

器

種

計　 預け　値
（ ）内 は
推　 定　 値

形態の特徴 文様 ・調整 の特徴 色　　　　 調
胎　　　　 土 備　　　　 考

44－5 碗．

碗

碗

j不

j不

j不

皿

皿

瓶

聾

皿

襲

鍋

羽

底 6 ．2 月占付け高台の断面形は 内面には重ね焼き痕カゞあり、そ 灰 白色 体 吾β上半欠損
S X 2 01 逆台形 の内傾けは青灰色、底面に糸切り

痕
灰粕陶［器

44－6 底 6 ．6

底 7 ．6

底部は厚く、焼き膨れ 内面には粕カゞ付き、重ね焼き痕 灰黄色

灰 白色

ヽ

僻 β3／ 4 と高台
S X 20 1 カ号認められ、月占付け高

台の断簡形は三日月形
カゞ認められ、底面には糸切り痕 2　／　3 欠損

堅 糸致、灰粕 陶器

44－7 底部はやや厚く、月占付 内面に重ね焼き痕カゞあり、その 底吾β残存
S X 201 け高台の蹄 形 は三角

形
内偵灯は灰色 灰粕 陶器

44－8 口 （13 ．0） 口緑吾郎ま剖 酌 に開き、口琴端培β外面は横ナデ、体部外 黄オ登色 体書β1 ／　5 残存
S X 201 高 （3．6）

底 （5．5）
口唇部は尖鋭 面は縦位ナデ、内面は横位へラ

ナデ
黒 ◎ 土 白市器

44－9 口 （11 ．6） 口緑君田ま直讃泉自勺に開き、口練塀i苦β外面は横ナデ、体吾β外 黄オ登色 口緑→去浩β2／ 5
S X 201 高 3 ．7

底 （4．6）
口唇吾βは尖鋭 面には手旨頭痕と粘土紐痕、内面

は横位へラナデ
黒 ◎ 残存

土 白市器

44－10 口 （13 ．・1）

口（14 ．5）

口唇郡は尖鋭

高台は高く、口唇吉田ま

口緑端普β内面に沈線、口縁部外 黄オ登色 口経書β破 片
S X 201 面は横ナデされ、粘土紐痕カゞ残

」エ・．＿　　　　　　・・．一一・、ト
黒◎ 土白市器

る、内面は横位ナァ
44－11 口唇苦βは横位ナデ、体吾β外面は 黄檀色 口縁→去悪日1／ 4
27－110
S X 201

44－12

高 3 ．4
底 （7．2）

口15 ．5

尖鋭 手旨頭痕、内面はへラナデ 黒◎輝石◎ 残存

高台は上ヒ校的高く、口 体宕β外面は縦位へラナデ－樹立 黄オ登色 体吾β1 ／　2 欠損
27－109
S X 201

44－13

高 3 ．7
底 7 ．8

口（9．4）

口（10 ．5 ）

唇苦βは尖鋭 ナデ、内面は横位へラナデ 黒◎石○ 土白市器

口緑君田ま彊琉泉的に開き、口緑苦β外面は平滑な仕上をデ、内 灰 白色 口緑浩β1／ 4賄 字
S X 201 端吾βで強とく外反 外面には粕カゞ付着 黒色粒 子○ 灰粕陶器

44－14 口緑君田まオ呼知未に短 口経書β内外面は横ナデ 黄檀色 口経書β破片
S X 20 1 く外反 黒◎ 土日両軍

44－15 高台の器厚は薄い、上ヒ 体吾β外面は丁寧なナデ、内面に 赤褐色 （断面尭 口緑→去君田1／ 6
S D lO2 高2 ．3

底 （8 ．0）

口（22 ．4）

校的4＼型 は重ね焼き痕、底面は回転へラ
ケズリ、体書け外面と内面上半吾β

一・°ご一一

色） 残存

44－16 口唇中央部は凹む、大
に赤余色の鉄粕

口緑吾β内外面は横ナデ、肩「吾β外

オ登色 口緑吾β破 片
S D lO2 型 オ登◎黒 ◎ レンガ質

44－17 口緑部はオ坪知未に開 灰褐色 口轟き、′肩苦β1／ 3
S D 2 10

44－18

大 （22 ．6）

口 （19 ．6）

き、端菅田ま内偵Uに折り
返し、器厚は≠巨常に薄
手

面は幅広の深い斜位パケメ（右
ー去ヨ慣）、内面はノ＼ケ状＝E具によ
る横位ナデ

精選
黒 ◎

残 存
土日市器

口緑～月同書βは球形で、 肩書βタト面は幅拡の深い斜・樹立 黄褐色 口繹㌣）肩苦β1／ 2
28－121
S D 2 10

釜

羽

大 （24 ．2） 口締宕断 面に鍔カぢ巡り、
口緑吾βは穿子Lされ、器
厚はブ巨常に薄手

パケメ（左一右順）．、内面はパケ
状工具による横位ナデ

精選
黒 ○

残存
土 日市器

44－19 口 （26 ．4） 口緑は列皮知未に内イ頃 月同書『外面は上位オゞ斜位パケメ、黄褐色 口馴 同吾β1／ 6
S D 210

44 －20
S D 210

釜

手雷
鉢

在日
皿

皿

石宛

碗

碗

碗

碗

大 （32 ．1）

底 （12 ．0）

し、端部で内傾けに折れ
る、外面には短い鍔カゞ
巡り、月同書酎ま肩の張る
球形、器厚は≠巨常に薄
手

休部は直線的に開く、

下位はへラケズリ（右一左方向、
右一去ヨ情）、内面は上位かゞノ→ケ状
工具による横位ナデ（左一着訂慣）、
下位はへラケズリ（右一左J慣）

内面には間隔をあけて揺目か哲己
され、底面には糸切り痕

精選
黒 △

茶褐色

残存
土白市器

底吉日1 ／　5 残存

44－2 1 底 5 ．9

口（11 ．2）

彦口目はへラによる斜格子、底面 灰 白色 底吾β残存
S D 210 に糸切り痕、内外面に苦β分的に

淡緑色の灰粕付着
白色粒 子◎ 古瀬戸

44－22 口緑書け内外面に箱抱の灰粕、底 灰 白色 口腐ト痛 苦β1／ 2
28－120 高 1 ．9 上ヒ校的4、型

月占付け高台の断面形は

面に糸切 り痕

体書け内外面は回転ナデ、口緑端

（内面黒色） 残存
S D 2 10 底 （6 ．4） 白色粒 子◎ 古瀬戸 ？

44－23 底 （6 ．7） 灰色 底吾β1 ／　2 残存
S D 210 逆台形 石○ 山上茶碗

44－24
S D 210

45－1

底 （8．4）

口 （15 ．3）

月占イ寸け高台の断面チ醇は
三角形、底吾βの器厚は
薄い

体吾βは直線的に開き、

灰 白色

灰 白色

底苦β破 片
山茶碗

口編ト」去浩β1／ 5
28－119 高 6 ．1 口唇部は丸く、月占付け 吾β外面と腰君田内面を弓虫く押さえ、黒色粒子○ 残存
S D 308 底 （7．6） 南台の断面形は逆台形 底面には糸切り痕 山茶碗

45－2
S D 210

4 5－3
S D 211

口（17 ．5） 口酔 酎ま弓弓いくびオ′し 口緑書け内外面は回転ナデ 灰 白色 口経書β破 片

底 （6．8） 底苦βは厚手、月占付け高
台の断面形は逆台形

底膏β内面に緑灰色の粕 灰 白色 底吉日1 ／　2 残存

45－4 底 6 ．6 月占付け高台は低く潰れ 底面に糸1刀り痕 灰黄色 ．／／／白餅 底吉日残存
S D 2 12 ており、底吉日は厚手 ○黒色粒 子○ 山茶碗
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表－23　出土土器観察表㈹

計測値の単位は皿

挿 図番号
写真番号
出土遺構

器

種

計　 瀕打　値
（ ）内 は
推　 定　 値

形態 の特徴 文様 ・調整 の特徴 色　　　　 調
胎　　　　 土

備　　　　 考

45－5 士宝宣

底 7．9

口脚 榔 はややタト反し、
口唇部は面取り

高台は「ノ＼」字形に開き、

肩部タト面に2条の二平和兜線力戦墜 赤褐色 肩書β破片
S D 212 り、その上に緑色の灰粕 三筋壷

45－6
S D 212

45－7

措
鉢

碗

口綾部内外面に無光沢の鉄粕

底部内面に墨痕？タト面に糸切り

黄 白色
砂△

灰白色　 南 台吾郎ま

口経書β破片

底君臣4 ／ 5 残存
S D 301 底部は上ヒ校的厚手 痕 青灰色）

45－8 片 口（11 ．4） 口緑部は手旨醇により注 内外画に手旨頭痕

ロ緑～肩部内タト面は回転ナデで

橙色 （断簡 拙 土白市器

口締トー′肩苦β1／ 5

S D 302

45－9

口

士宜亘

高 3．1
底 （4 ．7）

口（11 ．6）

ぎロをつく　り、休部は
内攣気味に開き、口唇
部は尖鋭

口緑部は内傾し、口唇

精 選、寸登◎黒 ◎

黒 褐色
S D 302 部で月巴厚 無光沢の鉄粕で、その上に白斑

状の粕
、白色粒 子◎ 残存、矢巨頸壷

45－10 碗 底 （8 ．0） 月【引寸け高台は高く直之、底部内面に重ね焼き痕、外面に 灰色 底吉日破片
S D 303 底部は厚手 は使月ヨ痕（転月了硯？）

休部内外面は茶褐色の鉄粕

灰粕陶器

45－11 碗 底 8 ．2

底 （8 ．0）

月占付け高台は高く「ハ」 灰白色　 南 台吉田ま 底吉田残存
S D 304 寺：状に開く、底吾βは厚

手
青灰色） 灰粕陶［器

45－12
S D 304

皿 休部は内攣 黒褐色
白色粒 子◎

体吉田破片
初 山焼 ？

45－13 碗 月占付け高台は高く、底面に糸切り痕

休部内外面は回転ナデ、体部外

灰 白色 底吾β硬片
S D 307 「ハ」字状に開く 白◎ 灰粕陶器

45－14 碗 底 （7 ．0） 月占付け高台は低く、断 灰 白色 底君臣1 ／　2 残存
S D 307 面形は矩形、底部は＿厚

手
黒色粒子○ ・ 山茶碗

45－15 鉢 口（32 ．5） 休部は内華蜘 未に開き、 灰色 体吉日破片
S D 308 口脚 部 は弓凱 くゝび才′し 画に粘土紐痕、内面下位に粕 白色粒 子 ∠ゝ

45－16 碗 口（14 ．8） 休部は上ヒ校的深く、や 休部内外面は緑色の灰粕、内面 灰 白色 体吉日1 ／ 4 残存
S D 308 や内攣気味に開き、口

緑端部に弱いくびれ
にピン跡 古瀬戸 平碗

45－17 碗

碗

碗

鉢

碗

碗

皿

碗

皿

皿

瓶

口（15 ．7）
口

月要部に丸味を持ち、体 休部内外面は回転ナデ、口唇部 灰 白色 体書β1／ 3 と底君β

27－113 高6 ．4 部は直線的に開く、月占
ヽ

と休部内面の一部に粕付着、底 精選 残存
S D 308 底 6 ．1 付け高台の断面形は逆

台形
革に糸切り痕 山茶碗

45－18 口（15 ．9） 休部は内華蜘 未に開き、ロ緑端部 に輪花、口緑部に灰粕 灰 白色 口緑㌢底君β1／ 2
27 －114 高5 ．6 口唇部は尖り、月占付け き貢け掛け、休部内外面は回転ナ

一●
精選

灰色

緑灰色

残存
S D 310」二
層

45 －19

底 （7．6） 高台は略逆台形 フ‾

休部内外面は回転ナデ

休部内外面は回転ナデ、体部内

山茶碗

口（18 ．8） 休部は内観 未に大き 口緑㌢底君田1／ 2
S D 3 10上 高5 ．1 く開き、月占付け高台は 残存
層 底 （8．0） 低く、断面形はこ角形 山茶碗

45－20 底 （13 ．2）

口 （15 ．2）

月占付け高台は「ハ」寺領犬 ノ体ご下」、．虚語β1／ 4
S D 310 上
層

に開き、体下苦βは直線
的

面に白斑 自◎ 残 存

45－2 1 体普βは直線的に開き、 休部内外面は回転ナデ、底面に 灰 白色 体 吾『1 ／ 2 欠損
27－116
S D 3 10

45－22

高 5．0
底 7 ．0

口 15 ．3

口尉 脚 でやや外反、
月占付け高台は4、さく、

川　　　　．

糸切り痕 自○ 山茶碗

断面形は逆台形

休部は直線的に開き、 休部内外面は回転ナデ、底面に 灰 白色 完形
27－115
S D 3 10

45－23

高4．9
底 6．5

口8．2

底部は厚く、月占付け高
台は低く、断面形は矩

糸切り痕 自∠ゝ黒色粒子 ○ 山茶碗

形

体部は直線的に開き、 口緑部内面に一部粕付着、休部 灰 白色

．灰黄色

完形
27－117
S D 3 10

高 1．7
底 4．0

口綾部内面に稜、4、型 内外面は回転ナデ、底面に糸1刀
り痕

山皿

46－1 口15 ．9 月要部は丸味を帯び、口 休部外面は強いナデ、内面は平 口緑君田1／ 3欠ま員
27－111
S D 3 10

46－2

高 5．4
底 5．2

口8．7

緑部は直線的に開く、
高台はかなり低いカゞ、

川　　　　　－

滑

底面に糸切り痕、口唇部に濃緑

白△ 山茶碗

断面形は逆台形

4 型ヽで、休部は直線的 灰色 完形
27－112
S D 3 10

高 2．0
底 6．1

に開き、口唇部は面取
り

色の粕付着 石 C）黒色粒子◎ 山皿

46－3 口10 ．2 口緑部は内靭 未に開 内外面ナデ

底部外面はへラケズリ、内面は

黄 寸登色 （断面黒 口緑君田1／ 5タ珪員

S D 20 1・2 高 2．2
底 4．3

き、底面は丸味を持ち、
上ヒ校的4、型

色 ）　／精選
樟 ◎黒 △

土師器

46－4 底 6．8 月占付け高台の断面形は 灰色 底君田残存

S D 201 ・2 矩形 ナデ、内外面に緑色の粕付着 灰粕 陶器

46－5 碗 底 （7．0） 月占付け高台の断：酉形は 底部外面に墨書、内面隼重ね焼 灰 白色 底部 2 ／ 3 残存
S D 20 1・2 三日月形 き痕、内外面は平滑 灰粕 陶器
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表－24　出土土器観察表㈹

計測値の単位はcm

挿 図 番 号
写 真番 号
出 土遺 構

器

種

計　 預け　値
（ ）内 は
推　 定　 値

形 態 の特 徴 － 文 様 ・調 整 の特 徴 色　　　　 調
胎　　　　 土

備　　　　 考

46－6 碗 口 （12 ．0） 月要部は丸く、口緑部で 体部内タト面は光沢のある茶和 灰 白色 体 吉日－1 ／　2 残 存
S E l 直立

（写真28－122）
の鉄粕で、口緑部内外面は白濁
し　霹胎部はイヒ粧掛け

尾 呂形 茶碗

46－7
S E l

碗 口 （12 ．7） 口締君田ま磨きやかに屈曲
し、口唇部は尖鋭

、　　　　　口
休部内外面は茶褐色の鉄粕 灰 白色 体 吾β1 ／　2 残 存

天 目茶碗

46－8 皿

皿

妻雷

口 （10 ．2） 上ヒ校的4＼型で、月要部は 休部内外面は茶色の鉄粕

休部内外面は回転ナデ、底面に

黒 灰 色 初 山焼

体君田1 ／ 4 と底若β

S E 1

46－9

高 2 ．0
底 （6 ．2）

口 （11 ．8）

丸 く、削り出し高台

体苦βの開きは直線的

口唇部は内債吋にや瑚 巴
厚

月要吾βは丸 く、4、型

底部の器厚は厚手

白◎ 黒 色粒 子 ◎

黄 オ登色
28－123
S E 1

46－10

高 2 ．5
底 6 ．9

底 （8 ．2）

は糸切 り痕

ロ緑部内夕価 は光沢のない扇等轄

白○ 檀 ◎ 黒 △

黄 白色

残 存
土 白市器

口綾 部破 片
S E l 鉢 色の鉄粕 白△ 古 瀬戸

46－11 手雷 底部内夕価 は光沢のない純 黄 白色 底 苦β破 片
S E l 鉢 の鉄粕 白△

46－12
S E　6

46－13
S E　6

皿

碗

口 （7 ．8）
高 1 ．8
底 （3 ．0）

口 （10 ．0）

休部外面は妻旨頭によるナデ

休部内外面は回転ナデ

体苦β内外面は回転ナデ

肩榔外面に緑灰色の灰粕力確鋸ナ

黄 オ登色

灰 色
自△

口緑㌣虐語『1 ／ 2
残 存
土 日市器

底 吾β残存
山茶碗

46－14 皿

皿

肇

ロ緑部はやや外反、底 灰 褐 色

黄 オ登色 ／精 選

体 吾β1 ／　7 残 存
S E　7

46－15

高 2 ．5
底 （5 ．0）

口 （11 ．0）

部は削り出し高台

月要部は丸く、口唇部は

初 山焼 ？

体 吾β1 ／ 3 残 存
S E　7

46－16

高 2 ．4
底 （5 ．3）

底 7 ．5

面取 り

口綾部は直立し、口唇
部に内傾面

白△ 黒 ◎

赤 褐 色

土 白市器

肩 書β破 片
S E　7 られ、部分的にロロき目 白△黒 色粒 子 △ 常 滑

46－17
S E　7

鉢 ロ緑部内タト面に光沢のない脚 由 黒 褐色
白◎

口緑 吾β破 片

46－18
S E　8

碗 高台はやや高く「ハ」字
状に開き、薄手

内面の－部に粕付着 灰 白色 底 部残 存
灰 粕 陶器

46－19 襲 口 （32 ．4） 口緑端部は水平 口掃宕βタト面に3条の沈線カぢ巡り、赤 褐色 口緑吾β破 片
S E　8 口緑部内タト面は光沢のない茶色

の鉄粕
白○ 、常 滑 ？

46－20
S P 2052

碗 底 3 ．2 ‘高台は4 、さく欄 亘で、
削り出し高台の断酉形
は矩形

底部内外面は黄白色の長石粕 黄 白色 底 吾β破 片
白磁

46－21 碗 底 6 ．4 月要吉βはやや丸く、月占つ 休部内外面は回転ナデ、体部内 灰 色 口緑吾β欠 損
け高台は低 く潰れ、底
部は厚手

面の－部に粕付着、底面に墨．書 石 △ 山茶碗

46－22 皿

碗

口 （11 ．5） 休部は直線的に開き、 休部外面に司療埴目、底面に糸切 灰 白色 口締㌣「底君β1 ／ 4
S P 20 13 高 2 ．3

底 （6 ．6）
口唇部にヌ建未のある面 り痕、口緑書け内外面は箱抱 の灰

粕、底部内面にピン跡状の粕付
着

白色粒 子 ◎ 残 存
古 瀬戸

46－23 底 （9 ．4） 月要吉酎ま丸く、月占付け高 体部内外面は平滑な仕上げ、底 灰 黄 色 底 書β破 片
包 含 層 台の断面形は矩形 画中央部に糸切り痕、休部内面

に黄褐色の灰粕ヒトチン痕
精 選 灰 粕 陶器

46－2 4 碗 底 5 ．7 底部は厚手 底部内外面に濃緑色の粕、底面 灰楚レつ黒雇頭を≡再診 底 吉日破 片
包 含 層 は輪ハゲ 白色粒 子 ◎ 青 磁

4 6－25 碗

碗

口15 ．6 体君田まやや内型印未に 体下部外面はへラケズリ、底面 黄 白色 完 形

28 －124
包 含 層

高 6 ．5
底 5 ．0

開き、口桝 郷 は弱 く
くびれ、高台は削り出

に糸切り痕、高台周辺を除き黄
褐色の灰粕カゞ施され、休部内面

○

精 選 古 瀬戸 平 碗

し高台 に5 ヶ所のビン跡
灰 白色 体 吾β1 ／　4 残 存46－26 口 （15．・8） 口緑部は磋窃泉的に開き、体下部外面はへラケズリ、体上

包 含 層 端部は玉線状 部 と内面に灰白色の粕 白磁

46－27 鍋 口 （20 ．9） 口緑部は「く」字司犬に開 口縁部内外面は横ナデ、肩書β外 黄 褐色 ／ 精 選 口絹ト・′肩苦『1 ／ 5
き、内耳カギ寸く、端部は 面は斜位ノ＼ケメ（右一左J瞑）、内 微 黒 ◎ 残 存
薄 く折 り返 し 面は斜位へラナデ 土 白市器
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第20図　出土遺物実測図（1）

－62－



1

7

第21図　出土遺物実測図（2）
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第22図　出土遺物実測図（3）
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第23図　出土遺物実測図（4）
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第24回　出土遺物実測図（5）
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第25図　出土遺物実測図（6）
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第26図　出土遺物実測図（1）
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第27回　出土遺物実測図（8）
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第28回　出土遺物実測図（9）
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第29図　出土遺物実測図（10）
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第30図　出土遺物実測図（11）
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第31図　出土遺物実測図（12）

－73－



第32図　出土遺物実測図（13）
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第33匡l　出土遺物実測図（14）
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第34図　出土遺物実測図（15）
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第35図　出土遺物実測図（16）
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第36図　出土遺物実測図（17）
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第31図　出土遺物実測図（18）
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第38回　出土遺物実測図（1g）
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第3g図　出土遺物実測図（20）
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第40図　出土遺物実測図（21）
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第41回　出土遺物拓影図
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第42図　出土遺物実測図（22）
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第43図　出土遺物実測図（23）
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第44図　出土遺物実測図（24）
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第45回　出土遺物実測図（25）
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第5章　まとめ

第1節　弥生～古墳時代前期の集落跡

調査区の中央部には環濠（SD412）が走り、その東西で遺構の様相が異なる。東側には建物跡と土坑

が集中し、西側には方形周溝墓と少数の建物跡がある。標高は、東側が6．7m、中央部が6．2m、西側が

6．3mであり、微高地上の比較的高い地点に生活域があり、低い地点に墓域が配置されている。出土遺物

からすると、環濠と方形周溝墓は、環濠の埋没後に方形周溝墓が構築され、西側の建物跡群と環濠との

大きな時期差はないようであり、方形周溝墓の位置に、建物跡と推定される遺構も希薄なことから、当

初から墓域が設定されていた可能性が高い。古墳時代前期の遺構は東側にまとまっており、標高値の高

い地点に集中する傾向がある。

第49図の中・下段に、これまで発掘された当遺跡の様子の一部をまとめてみた。各調査区の位置は正

確なものではなく、あくまでも概念的なものであるが、西端部に溝状遺構（SD420・423）に囲まれた掘

立柱建物跡が、特異な存在として注目される。溝状遺構から弥生時代後期の土器が出土し、重複の状態

からすると比較的長期にわたり、中央部には大型の建物跡が位置している。

弥生時代後期に掘立柱建物跡が集中する付近の類似した遺跡には、国鉄浜松工場内遺跡（現梶子遺跡）

7次（浜松市遺跡調査会1983）があり、小穴群の集中地点のある堀越ジョウヤマ遺跡（白澤1991）もそ

うした可能性はあろう。

（1）　掘立柱建物跡

竪穴住居跡と掘立柱建物跡の関係については、団子塚遺跡D地点（柴田稔1992）や古新田遺跡（柴田

稔1992）では、ほぼ同数の建物跡が確認されており、掘立柱建物跡が竪穴住居跡に付属するかのように、

有機的な関係が認められる。当遺跡では、東側に竪穴住居跡と掘立柱建物跡が混在し、西側に掘立柱建

物跡のみの空間が存在し、大型の建物跡を含む点は、特殊な空間をも想像させるが、立地上浸水の危険

があり、建物跡の用途は限定されるであろう。

大型の柱穴で柱間が狭く、梁間が1間の掘立柱建物跡の多くは、高床式倉庫になるものが多いと推定

され、それらの集中する西側の建物群は倉庫群になるのではないかと思われる。そうした倉庫群を有す

る集落は、規模が比較的大きく、生産力が高く、経済的余裕のある集落に、そうした施設が設けられた

のではないかと思われる。

（2）環濠

1988年の埋蔵文化財研究会において、環濠集落についてのシンポジウムが開催され、静岡県の例は松

井一明氏により、愛知県は石黒立入氏により集成された（埋蔵文化財研究会・東海埋蔵文化財研究会1988）。

松井氏によれば、県内の弥生時代後期の環濠は、後期前葉から中頃のものと、後期の中頃から後葉の

ものがあり、前者は「広範囲な拠点集落間の防禦的様相の強いもの」で、「巨視的に見ると、大和の後期

初頭に出現する高地性集落に代表される畿内の緊張関係の地方波及」とし、後者は「拡大する新興集落

が生活領域を確保するために生じてくる隣接地域の集落群との乳礫から生じたもの」とし、さらに、「後

期末～古墳時代初頭に加えられた外圧」による可能性も示唆されている（松井1988）。

氏によれば、環濠が開削されるのは、在地集落間の紛争と西方からの外圧によるとされるが、説明と

しては万能過ぎるきらいがある。

石黒氏は、環濠集落を囲郭集落という用語で説明しており、「園部集落の存在意義はまさに閉鎖系を形

成する事」とし、環濠の開削と埋没を周辺集落とのコミュニケーションシステムの開閉との関連で捉え
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第49図　椿野遺跡遺構配置概念図（上‥古代一中世、中・下：弥生”古墳時代前期、参考文献巨3を参考に作成）

－92－



ている。そして、「いわゆる山中式から欠山式へという流れは、型式的にみて中間的な移行過程をもたな

い。かなり不連続な部分が多い」とし、「いわゆるS字襲出現の背景として山中式から欠山式への移行に

際して社会（政治）的変化はなかったか」としている（石黒1988）。

松井氏の集成以後、県内の環濠集落の調査例も増加しており、付近では、視田遺跡（鈴木光1993）、梶

子遺跡（鈴木敏1991）、山の神遺跡（佐藤1989）、松東遺跡（佐藤1990）や堀越ジョウヤマ遺跡（前掲書）

などがある。

祝田遺跡の環濠は幅約6mと大規模で、山中式から欠山式段階の土器が多量に出土している。梶子遺

跡からは、南隣の伊場遺跡の三重の環濠の外側に、さらに大規模な山中式段階の環濠が推定されている。

山の神遺跡と松東遺跡も隣接した集落跡で、ほぼ同時期に、大小2つの環濠集落が存在していたようで

ある。堀越ジョウヤマ遺跡では、菊川式でもやや古手の土器が出土している。

後期の集落には、環濠を伴うものとそうでないものがあり、環濠集落となるのは、比較的規模の大き

い集落に多いようである。実際には、一部の大規模な拠点型集落を除き、その必要性が生じたのは、そ

れ程長期には及んでいないものと考えている。出土遺物からは、時期的な限定はできないが、下層から

山中式段階の土器が、上層からは欠山式段階の土器が出土する例が多い点は、環濠の埋没が短期間だと

仮定すると、山中式から欠山式への移行はかなり急激になされている可能性がある。

（3）方形周溝墓

昭和58年度の調査区から、連接した方形周溝墓群が発見されており、約200m南の昭和59・60年度の調

査時にも方形周溝墓が確認されており、当遺跡には相当数の方形周溝墓が存在しているものと推定され

る。

周構内からは、多量の土器や砥石などが出土した。土器の器種には壷類が4～6割と比較的多いが、

煤の付着した賓なども出土している。壷は底部を内側から穿孔され、周溝内からは打ち欠かれた底部（写

真図版29－13）が出土しており、方台郡上での葬送儀礼の一端が窺われる。

第2節　中世の集落跡

出土遺物には、平安時代や江戸時代の遺物も出土しているが、量的には中世の遺物がほとんどであり、

遺構の主体も中世に属するものが多いと考えられる。

しかし、集落の時期的変遷を論究するまでの遺物は出土していない。また、調査区も狭く、遺構の細

かな検討はできないが、巨視的に見ると、南北方向に走る溝状遺構に囲まれた掘立柱建物跡と井戸跡が

5区画で認められる（第49図上段）。1区画が東西20～30mで、溝状遺構の集中する地点間は約50mの間

隔となっている。

南西から北東に走るSD404は比較的古くに開削されており、仮に、南北どちらかに曲がっていれば南

側に折れている可能性が高い。東側の掘立柱建物跡については、SD404と併存していたものがあれば、

その棟方位は、おそらくSD404に規制されている可能性がある。よって、N－600－E付近の棟方位の建

物跡は古く、東西棟のものは新しい可能性があるが、今回の調査区では層位的な確認はとれなかった。

井戸跡は東西に直線的に配置されており、また、集中して発見される例が多く、その配置の計画性と

水場の継続的、長期的使用が窺われる。これらは、集落および宅地が安定的に存在していたことを意味

し、集落設計に際しては、長期的な展望のもとに計画されていたのではないかと思われる。

当遺跡は、史料上に登場する伊勢神宮領の都田御厨との関係が古くから指摘（川江1982）されている。

都田御厨の成立は、11世紀以前に遡るが、遺構は12世紀以降のものが多く、年代的な不整合を生じてい

る。このことに関しては、今後の調査の進展に期待したいと思う。
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特論

椿野遺跡の土層と環境の地学的検討

加藤芳朗　（静岡大学名誉教授）

1．環境の地学的背景

この遺跡の立地する平野は、都田川が浜松市都田地区の中古生層（秩父帯）の山地から浜名湖に流入

する途中の半山間（谷底）低地である。半というのは、北に山地、南に三方原台地が迫るからである。

都田川を下流からたどると、川口の細江町気賀地区で三角州、その上の同町中川地区で広い後背低地を

ひかえる自然堤防帯をなす。これは同地区瀬戸の狭窄部によって遮断され、かわりに、遺跡のある半山

間（谷底）低地が現れる。中川地区までは標高3m未満の低湿地であるが、遺跡のある半山間（谷底）

低地では標高が6～9mと急に高くなる。

ここでは、微高地とその間をめぐる細長い線状の低地からなる（図1）。本遺跡は微高地の上に位置す

る。線状の低地は、図1のように、「谷状地形」、「旧河道A、B、C」と命名された（浜松市遺跡調査会

による）。「谷状地形」は図の東端、三方原台地から西流してきた加茂川の旧流路に、「旧河道A」は都田

川の旧流路に、それぞれ、あたるものと推定される。「旧河道B」は、後述の理由で、微高地を削ってで

きた浅い浸食谷であると解釈される。「旧河道C」は、発掘区の外にあるため、成因不明である。微高地

は都田川の旧流路ぞいの自然堤防である。

川

微

図1発掘区周辺の地形（浜松市遺跡調査会「椿野遺跡」I985の第2回を簡略化）
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2．土層の特徴

（1）標準土層

発掘区のほぼまん中での土層構成は図2のごとくである。全般的特徴として、①シルト質土層（シル

ト質粘土、シルトなど）が多い。これは自然堤防帯の自然堤防に普通な現象である。②自然堤防の常と

して地下水位が低いため、全層が酸化的である。ただし、土層が細粒でち密なため、水の内部浸透が不

十分で局所的還元が起こり、灰色部分（弱い還元）と鉄・マンガンの酸化物の集積部分からなるまだら

模様ができている。③最下位黄褐色のシルト質粘土層が発掘区全体を通じて認められる。④最上位の盛

土下の土層が、青、緑を帯びた灰色で膜状斑鉄を有するのは、盛土内の浸透水が最下部にたまって酸素

不足（還元）をもたらしたためと思われる。これも盛土の下でよく見掛ける現象である。②、④によっ

て土層が、上位から、還元（帯青緑色）、酸化（褐色）、局所的還元（灰色と褐色のまだら）という順に

なっていることがわかる。

発掘区内では、西にゆくほど、灰色土層が、東にゆくと褐色土層が目立つ傾向がある。

■
事
l
l
〃
■
■
l
■
■
■
■

1　盛　　土

2　　オリーブ褐色、粘土質シルト、軟、土塊、細礫含む。

3　　黄褐色、粘土、硬い。

4　黄褐色、シルト質粘土、軟、細礫含む0
5　　褐色、シルト質粘土

6　　褐色、粘土、灰色まだらあり、Mn含む、木炭あり、中世遺物包含層

7　　褐色・灰色の等量まだら、粘土、Mn含む。

8　　褐色・灰色のまだら（灰色が多い）、粘土、Mn含む。

9　　灰色、粘土

10　　褐色・灰色のまだら（褐色が多い）、粘土、Mnに富む、
土器・円礫・木炭含む、・弥生、古墳前期遺物包含層

11　褐色・灰色のまだら（褐色が多い）、粘土

12　　黄褐色、シルト質粘土

図2　発掘区中央の土層（No．1～No．12）Mnはマンガン斑

（2）土坑内覆土の還元化

発掘区の西端に顕著な実例が観察された。全体は褐色を呈する土坑覆土が、その下部だけ還元状態に

ある。たとえば、そこが青色味を呈し、還元化の検出試薬であるα－α′ジピリジールに反応（赤変）する

こと、割目や根跡の穴の壁が褐色に酸化するなど、還元化の徴候が明瞭であった。その理由は、土坑底

にち密な土層があるため、浸透した水が覆土の底にたまり、含まれる有機物の作用も加わって還元化が
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おこったと解釈される。このような事例は発掘区内数カ所で見られた（SD205、302など）。

（3）谷跡

発掘区の東外れに大きなけずりこみが認められた。深さ2m以上（底は海抜5．5mより低い）、発掘区

の延長方向でのみかけの幅が15mをこえる。撹乱や多数の土坑のため、西の方の土層との関連はつかむ

ことができなかった。けずりこみのはじまる層準は、西の最下位層（黄褐色シルト質粘土層）の上端よ

りも低いので、この土層の中に含まれるものと思われるる覆土はシルト、時に小礫を含み、下部は還元

化がいちじるしい。これらのことと、その位置から、1でのべた旧河道Bに相当する可能性が強い。都

田川の旧流路だとすれば、覆土に礫層や砂層が含まれるはずである。これらがないことから、旧河道B

は、都田川の自然堤防（シルト質粘土からなる）を侵食してできた浅い谷ではないか、と解釈される。

おわりに、図の引用を許可された浜松市博物館にお礼申しあげる。
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編集後記

今回の調査には様々な問題点があったが、調査はこれでひとまず完了することになる。自分の責を果

たしたという安堵と発掘調査に至る経緯に多少の行き違いがあったことに対する無念の気持ちとが入り

混じり、複雑な感情である。

この調査書が完了するまでには、多くの人々の御協力があった。

発掘調査にあたっては、柴田稔、川江秀孝、栗野克己、佐藤由紀男、栗原雅也、鈴木光一の各氏より

物心両面にわたる御援助があった。とくに、記してお礼申し上げます。また、近隣の方々に現地作業を

お願いし、真冬の寒風が吹き荒ぶ中を辛抱強く調査を補助していただいた。クリスマス・イブには、寒

風と共に珍しく雪が舞ったが、今となっては良い思い出である。

整理作業では、島田整理事所の方々にお世話になった。初めて整理作業に参加された方が多く、私の

教え方も悪く、悪戦苦闘の毎日であった。出土土器の量も予想をはるかに上回り、下野整理事務所の方々

にも実測のお手伝いをしていただいた。

末筆ではあるが、御芳名を記して感謝の意を表したい。

く発掘作業参加者〉

加藤　譲・澤田　治・瀬上一雄・藤川正一・松原　省・山村弥一・加藤むつ・北　史枝・澤田たけ

白柳豊子・鈴木やす・松本せつ子・村上かよ・松村記代子・辻村貞恵子・堀内さち子・山本さき子

く整理作業参加者〉

鈴木くり子・三幡加寿子・秋山千春・増本祐子・鈴木圭子・大池真由美・白畑幸子・鷲塚宏子

松島智子・原　洋子・杉山豊子・鈴木まき江・佐野絹子・菅沼まさ江・吉沢さと江・安藤尚子

中川里美・瀧　佳子・沼本京子・酒井敦子　　　　　　　　　　　　（順不同、敬称略）

（S．）
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